トクシマケン ニオケル キョダイ ジシン ツナミ ニ タイスル ジゼン フッコウ マチズクリ ケイカク ニ カンスル ジッセンテキ ケンキュウ by 井若, 和久
  
 
 
 
 
 
 
 
 
徳島県における巨大地震・津波に対する 
事前復興まちづくり計画に関する実践的研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０１４年９月 
 
 
 
井若 和久 
 
 
徳 島 県 に お け る 巨 大 地 震 ・ 津 波 に 対 す る  
事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に 関 す る 実 践 的 研 究  
 
目 次  
第 1 章  緒 論  
 1 . 1  背 景  
 1 . 2  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に か か る 既 往 の 知 見  
 1 . 3  研 究 の 目 的  
 1 . 4  本 論 文 の 構 成  
参 考 文 献  
     
第 2 章  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画  
 2 . 1  緒 言  
2 . 2  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性  
 2 . 3  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 定 義 と 立 案 プ ロ セ ス  
 2 . 4  結 言  
 参 考 文 献  
 
第 3 章  徳 島 県 に お け る 歴 史 地 震 ・ 津 波 の 被 害 様 相 と  
災 害 対 応  
 3 . 1  緒 言  
 3 . 2  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の  
余 震 と の 特 性 と 津 波 の 再 現  
  3 . 2 . 1  研 究 概 要  
  3 . 2 . 2  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・  
津 波 の 余 震 の 特 性  
  3 . 2 . 3  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・  
津 波 の 津 波 の 再 現  
3 . 3  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害  
   様 相  
  3 . 3 . 1  研 究 概 要  
  3 . 3 . 2  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波  
歴 史 史 料  
  3 . 3 . 3  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波  
1  
1  
2  
3  
4  
6  
 
8  
8  
8  
1 1
1 6  
1 8  
 
2 0  
 
2 0  
2 0  
2 0  
2 0  
2 0  
 
2 4  
 
3 6  
 
3 6  
3 6  
 
3 7  
 
 
      の 被 害 様 相  
3 . 4  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動  
  3 . 4 . 1  研 究 概 要  
  3 . 4 . 2  研 究 内 容 お よ び 方 法  
  3 . 4 . 3  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時 の 死 亡 者 の 行 動  
  3 . 4 . 4  安 政 東 海 地 震 津 波 の 経 験 と 安 政 南 海 地 震 時  
      の 津 波 避 難 行 動  
  3 . 4 . 5  地 震 や 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え と 昭 和 南 海  
      地 震 時 の 津 波 避 難 行 動 と の 関 係  
3 . 5  地 震 ・ 津 波 碑 の 価 値 と 活 用  
  3 . 5 . 1  研 究 概 要  
3 . 5 . 2  研 究 内 容 お よ び 方 法  
  3 . 5 . 3  地 震 ・ 津 波 碑 の 建 立 者 と 建 立 意 図  
  3 . 5 . 4  地 震 ・ 津 波 碑 の 役 割 と 価 値  
  3 . 5 . 5  地 震 ・ 津 波 碑 の 「 伝 え る 」 機 能 と 管 理  
  3 . 5 . 6  地 震 ・ 津 波 の 活 用  
 3 . 6  結 言  
参 考 文 献  
    
第 4 章  徳 島 県 に お け る 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の  
立 案 の 実 践  
4 . 1  緒 言  
4 . 2  持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 住 民 主 体 に よ る 事 前  
   復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 初 動 期 の 課 題 と 対 策  
  4 . 2 . 1  研 究 概 要  
4 . 2 . 2  研 究 方 法  
  4 . 2 . 3  計 画 の 立 案 初 動 期 の 課 題 と そ の 対 策  
 4 . 3  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に 関 す る 中 学 校 用 学 習  
プ ロ グ ラ ム の 開 発 と そ の 評 価  
  4 . 3 . 1  研 究 概 要  
  4 . 3 . 2  研 究 方 法  
  4 . 3 . 3  結 果 お よ び 考 察  
 4 . 4  結 言  
参 考 文 献  
4 2  
4 2  
4 2  
4 5  
4 5  
 
4 6  
 
4 9  
4 9  
5 0  
5 0  
5 3  
5 3  
5 5  
5 7  
 
 
6 3  
 
6 3  
6 3  
 
6 3  
6 5  
6 9  
7 9  
7 9  
7 8  
7 9  
8 3  
8 7  
8 9  
 
第 ５ 章  結 論  
 
謝 辞  
9 2  
1 
 
第 1 章  緒論  
 
 
1 . 1  研 究 の 背 景  
 
2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 域 地 震 （ 以 下 ， 東
日 本 大 震 災 と 呼 ぶ ）で は ，“ 想 定 外 ”の 規 模 の 巨 大 地 震 と 巨 大 津 波
が 東 日 本 を 襲 い ， 死 者 ・ 行 方 不 明 者 1 8 , 5 0 2 名 （ 警 察 庁 ， 2 0 1 4 ），
全 壊 建 物 1 2 7 , 3 8 6 戸 ， 半 壊 建 物 2 7 3 , 0 2 4 戸 の 被 害 が 発 生 ， 東 北 沿
岸 地 域 で は ，ま ち が 壊 滅 状 態 に な っ た ． 2 0 1 4 年 3 月 現 在 ，東 日 本
大 震 災 か ら 3 年 が 経 つ が ，未 だ 東 北 沿 岸 被 災 地 で は 更 地 が 広 が り ，
本 格 的 な ま ち の 復 興 は 所 々 で 高 台 の 造 成 な ど の 工 事 が 始 ま っ て い
る 程 度 で あ る （ 河 北 新 報 ， 2 0 1 4 ）． ま た ， 復 興 が 遅 れ る ほ ど に ，
被 災 地 か ら は 人 口 流 出 が 進 み ， 被 災 前 と 同 じ ま ち に 住 む 希 望 者 は
減 少 し ， 存 続 の 危 機 に あ る ま ち も あ る （ 河 北 新 報 ， 2 0 1 4 ）．  
こ の よ う な 状 況 に 至 っ た の に は ， 想 定 外 の 規 模 の 被 害 が 発 生 し
た こ と の 他 に も 様 々 な 原 因 が ， そ の 一 つ に は 事 前 復 興 対 策 が で き
て い な か っ た こ と と 言 わ れ て い る ．事 前 復 興 と は ，「 予 め 大 規 模 な
災 害 が 予 測 さ れ て い る 地 域 に お い て ， 想 定 被 害 に 対 応 す る 復 興 対
策 の 基 本 方 針 や 組 織 体 制 ， 行 動 手 順 ， 実 施 方 法 等 を 事 前 に ま と め
る な ど の 準 備 を し て お く 」（ 中 林 ら ， 2 0 0 2 ） こ と で あ り ， 事 前 に
被 災 後 の 復 興 に 向 け た 準 備 が な さ れ な か っ た た め に ， 未 だ に 本 格
的 な 復 興 に 至 ら な い 地 域 が あ る と 言 う こ と で あ る ．  
ま た ，東 日 本 大 震 災 の 教 訓 と し て ，“ 想 定 外 ”の 災 害 を 無 く す た
め に ， 今 後 は ， 発 生 頻 度 は 極 め て 低 い も の の ， 甚 大 な 被 害 を も た
ら す 最 大 ク ラ ス の 津 波（ L 2 津 波 ）に つ い て も 検 討 す る こ と と な っ
た （ 中 央 防 災 会 議 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 を 教 訓 と し た 地 震 ・ 津 波
対 策 に 関 す る 専 門 調 査 会 ， 2 0 1 3 ）． 具 体 的 に は ， 対 象 地 域 の 可 能
な 限 り 過 去 に 遡 り ， 地 震 ・ 津 波 の 被 災 規 模 な ど を 調 査 し ， 特 に 文
字 に 残 る も の な ど に つ い て は 地 震 ・ 津 波 災 害 の 被 害 様 相 や 災 害 対
応 に 学 ぶ 必 要 が あ る ． ま た ， 南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 が 発 生 し た 際
に は ， 復 興 の 長 期 化 が 想 定 さ れ る （ 中 央 防 災 会 議 防 災 対 策 推 進 検
討 会 議 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 対 策 検 討 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ ， 2 0 1 2 ～
2 0 1 3 ） こ と か ら ，「 防 災 」，「 減 災 」 対 策 だ け で な く ，「 事 前 復 興 」
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へ の 対 策 も 実 行 さ れ な け れ ば ， 地 域 消 滅 を 防 ぐ こ と は で き な い で
あ ろ う ．  
特 に ，徳 島 県 の よ う な 地 方 社 会 は ，人 口 減 少 ，少 子 化 ，高 齢 化 ，
生 産 年 齢 人 口 の 減 少 ， 過 疎 化 と い う 「 社 会 リ ス ク 」 が 進 行 し て お
り （ 国 土 交 通 省 国 土 計 画 局 国 土 審 議 会 政 策 部 会 長 期 展 望 委 員 会 ，
2 0 1 1 ），対 策 が な さ れ な け れ ば ，自 然 災 害 の 発 生 を 待 た ず 地 域 が 消
滅 し ， 次 世 代 へ の 有 形 無 形 の 地 域 財 産 の 「 地 域 継 承 」 は 困 難 に あ
る 状 態 に あ る ． こ の よ う な 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で 「 防 災 」・「 減
災 」 対 策 を 行 う た め に は ， 地 震 ・ 津 波 と 言 っ た 「 自 然 災 害 リ ス ク 」
と 同 等 に 「 社 会 リ ス ク 」 に つ い て も 十 分 な 対 策 が 必 要 で あ る ． し
か し ， 現 実 に は ， 両 リ ス ク に 対 し て の 取 り 組 み は 別 々 に 行 わ れ て
お り ， 相 互 に 負 の 要 素 と し て 働 き か け る ， 負 の ス パ イ ラ ル 状 態 に
あ る ．  
 そ こ で ， 本 研 究 で は ，「 社 会 リ ス ク 」 と 「 自 然 災 害 リ ス ク 」 が 顕
在 化 し つ つ あ る 地 域 で の 「 地 域 継 承 」 を 可 能 と す る 持 続 可 能 性 を
高 め る た め に ， 二 つ の リ ス ク を 解 決 す る 新 し い 「 事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 」 を 提 案 し ， 対 策 を 講 じ る こ と と し た ．  
 
 
1 . 2  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に か か る 既 往 の 知 見  
 
( 1 )  「 事 前 復 興 計 画 」  
「 事 前 復 興 計 画 」 の 策 定 率 は ， 東 日 本 大 震 災 以 前 に は ， 全 国 の
地 方 公 共 団 体 の 1 割 未 満 と 言 わ れ て い た が（ 村 上 ，2 0 0 3；内 閣 府 ，
2 0 0 9 ）， 東 日 本 大 震 災 以 後 に は ， 策 定 済 ま た は 策 定 準 備 中 の 都 道
府 県 も 増 え つ つ あ る （ 朝 日 新 聞 ， 2 0 1 3 ）． し か し ， こ こ で の 「 事
前 復 興 計 画 」 は ，「 自 然 災 害 リ ス ク 」 を 想 定 し ， 事 前 に 復 興 対 策 の
基 本 方 針 や 体 制 ・ 手 順 ・ 手 法 な ど を ま と め た 内 容 で あ る が ，「 社 会
リ ス ク 」 は 考 慮 さ れ て い な い ．  
東 京 都 （ 中 林 ， 2 0 0 5； 饗 庭 ， 2 0 0 7； 中 林 ， 2 0 1 0 ） は ， 全 国 に 先
駆 け て ， 東 京 都 の 総 合 計 画 お よ び 都 市 づ く り マ ス タ ー プ ラ ン で あ
る 「 都 市 づ く り ビ ジ ョ ン ( 2 0 0 0 ) 」 を 基 礎 に ， 被 害 想 定 に 対 す る 都
市 復 興 の 目 標 像 を 描 い た 「 震 災 復 興 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」 を 2 0 0 1
年 に 公 表 し て い る ．こ こ で は ，「 都 市 づ く り ビ ジ ョ ン 」，「 自 然 災 害
リ ス ク 」 を 想 定 し ， 事 前 に 震 災 後 の 東 京 の 都 市 づ く り の あ り 方 を
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提 案 し た 内 容 に な っ て い る が ，2 0 0 0 年 に 策 定 し た「 都 市 づ く り ビ
ジ ョ ン 」 を 基 に し て い る た め ， 人 口 減 少 ， 少 子 化 ， 高 齢 化 ， 過 疎
化 と い っ た 「 社 会 リ ス ク 」 が 顕 在 化 し て お ら ず ， 考 慮 さ れ て い な
い ．  
 以 上 ， 全 国 の 地 方 公 共 団 体 お よ び 先 進 的 な 東 京 都 の 「 事 前 復 興
計 画 」 の 内 容 を 見 た が ， そ の 計 画 に 「 自 然 災 害 リ ス ク 」 は 想 定 に
入 れ ら れ て い る が ，「社 会 リ ス ク 」を 考 慮 さ れ た も の は 未 だ に 無 い ．  
 
 ( 2 )  「 社 会 リ ス ク 」 の 顕 在 化 す る 地 域 で の 防 災 ・ 減 災  
 人 口 減 少 ， 少 子 化 ， 高 齢 化 ， 過 疎 化 と い っ た 「 社 会 リ ス ク 」 が
顕 在 化 す る 地 域 で は ， 防 災 力 が 低 下 し て い る ． 現 に ， 災 害 時 の 消
火 ・ 救 助 活 動 等 の 役 割 を 担 う 消 防 団 員 の 減 少 や 高 齢 化 が 進 行 し て
い る （ 内 閣 府 ， 2 0 0 7 ）． ま た ， 行 政 に お い て も ， 平 成 の 大 合 併 に
よ り ， 東 日 本 大 震 災 発 生 直 後 の 災 害 対 応 の 脆 弱 性 ， 復 旧 ・ 復 興 段
階 に お け る 対 応 の 困 難 性 が 明 ら か に さ れ ， 市 町 村 合 併 に 伴 う 防 災
力 低 下 も 指 摘 さ れ て い る （ 室 崎 ， 2 0 1 3 ）．  
 以 上 ，「 社 会 リ ス ク 」 が 顕 在 化 す る 地 域 で は ， 自 助 ， 共 助 ， 公 助
の 全 て に お い て 防 災 力 が 低 下 し て お り ， 事 前 の 備 え だ け で な く ，
復 興 す る 力 も 残 さ れ て い な い 恐 れ も あ る ．こ の よ う な 地 域 で こ そ ，
「 事 前 復 興 計 画 」 が 必 要 で あ る が ， こ れ ま で 「 事 前 復 興 計 画 」 は
都 市 で 策 定 さ れ て い る に す ぎ な い ．  
 
こ の よ う に ， 巨 大 な 「 自 然 災 害 リ ス ク 」 と 「 社 会 リ ス ク 」 が 差
し 迫 っ た 地 域 に 対 し て は ， 従 前 の 「 事 前 復 興 」， あ る い は 「 防 災 」，
「 減 災 」 だ け で は 十 分 で は な い こ と が わ か る ． 本 研 究 で は ， そ れ
に 対 応 す る た め に ， 新 た に 「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」（ 井 若 ，
2 0 1 4 ） を 提 案 し て お り ， そ の 内 容 に つ い て は 次 章 で 詳 述 す る ．  
 
 
1 . 3  研 究 の 目 的  
 
 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」 を 提 案
し ， そ れ を 実 践 し つ つ ， 地 域 特 性 か ら 発 生 す る 課 題 ， そ の 対 策 と
成 果 を 明 ら か に す る こ と を 本 研 究 の 目 的 と す る ．  
具 体 的 に は ，「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」に か か る 事 例 ，既 往 研
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究 を 整 理 し ， 徳 島 県 内 の 代 表 的 な 地 域 で 計 画 立 案 の 取 り 組 み を 始
め た ．  
 な お ， 本 研 究 の 特 徴 は ， １ ）「 事 前 復 興 の ま ち づ く り 計 画 」 を 提
案 し た こ と ，２ ）持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で 実 践 し て い る こ と ，３ ）
現 在 世 代 と 将 来 世 代 の 2 つ の 異 な る 世 代 で 計 画 立 案 を 行 い ， 特 に
前 者 は 社 会 実 装 し た こ と ， ４ ） 研 究 者 自 身 が 住 民 と な っ て 観 察 ，
支 援 を 行 う 参 与 型 の 研 究 で あ る こ と な ど が あ る ．  
 
 
1 . 4  本 論 文 の 構 成  
 
 第 1 章 で は ，研 究 の 背 景 と し て ，持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の「 事
前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」 の 必 要 性 に つ い て 述 べ た ． 次 に 「 事 前 復
興 ま ち づ く り 計 画 」 に 既 往 の 知 見 に つ い て 整 理 し ， 本 論 文 の 位 置
づ け と 目 的 を 示 し た ．  
 
第 2 章 で は ， 持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 住 民 主 体 に よ る 事 前 復
興 ま ち づ く り 計 画 を 提 案 す る た め に ， 既 往 事 例 と 研 究 を 踏 ま え な
が ら ， 1 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性 と ， 2 )  事 前 復 興 ま ち
づ く り 計 画 の 定 義 や 立 案 プ ロ セ ス に つ い て 示 し た ．  
 
第 3 章 で は ， 計 画 立 案 に あ た っ て 必 要 と な る ， 当 該 地 域 で の 歴
史 地 震・津 波 の 被 災 様 相 と 災 害 対 応 を 明 ら か に し た ．具 体 的 に は ，
1 )  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 余 震 の 特 性 と 津
波 の 再 現 ，2 )  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 被 害 様 相 ，
3 )  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動 ， 4 )  地 震 ・ 津 波 碑 の 価
値 と 活 用 に つ い て 調 査 し ，現 在 へ の 教 訓 に つ い て も 考 察 を 加 え た ． 
 
第 4 章 で は ， 当 該 地 域 で ， 現 在 世 代 と 将 来 世 代 に よ る 事 前 復 興
ま ち づ く り 計 画 の 立 案 を 実 践 し た ． 1 )  現 在 世 代 に よ る も の は ，持
続 の 危 ぶ ま れ る 美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で ， 自 主 防 災 会 を 中 心 と し た
地 域 住 民 に よ る 計 画 立 案 を 行 い ， 2 )  将 来 世 代 に よ る も の は ，徳 島
市 津 田 地 区 で ， 中 学 生 に よ る 計 画 立 案 を 行 い ， そ れ ぞ れ に プ ロ セ
ス や 課 題 と 対 策 な ど を 整 理 ， 考 察 を 行 っ た ．  
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最 後 に 第 5 章 で は ， 本 研 究 の 成 果 を 取 り ま と め て 結 論 と す る ．  
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第 2 章  事前復興まちづくり計画  
 
 
2 . 1  緒 言  
 持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 住 民 主 体 に よ る 事 前 復 興 ま ち づ く り
計 画 を 提 案 す る た め に ，既 往 事 例 と 研 究 を 踏 ま え な が ら ，1 )  事 前
復 興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性 と ，2 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 定
義 や 立 案 プ ロ セ ス に つ い て 示 す ．  
 
 
2 . 2  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性  
 ( 1 )  震 災 前 か ら の ま ち づ く り 組 織 の 設 置 と 継 続 的 な 活 動  
 小 林 （ 2 0 0 9 ） は ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 復 興 ま ち づ く り の 中 で 最
も 重 要 な こ と と し て ， 震 災 前 の ま ち づ く り 協 議 会 と 活 動 を 挙 げ て
い る ．  
「 阪 神・淡 路 大 震 災 の 復 興 ま ち づ く り の 中 で 最 も 重 要 な こ と は ，
ま ち づ く り 協 議 会 と い う 形 で 市 民 が 参 画 す る － と い う よ り “ 市 民
が 主 体 と な っ て 復 興 を 進 め て い く ” と い う シ ス テ ム が 確 立 さ れ た
こ と で あ る ． ど ん な 形 に せ よ ， 復 興 の 内 容 に つ い て ， 市 民 が 自 分
た ち の こ と と し て 進 め て い く こ と を 保 証 す る 仕 組 み を つ く ら な い
と い け な い し ，用 意 し て お か な く て は い け な い ．・・・（ 中 略 ）・・ ・  
 震 災 復 興 に お い て ま ち づ く り 協 議 会 の よ う な 活 動 が ス タ ー ト で
き る か ど う か は ， 震 災 前 に そ う い う 活 動 を し て い た か ど う か に か
か っ て い る ． 常 日 ご ろ 活 動 し て い な い と す ぐ に は で き な い ． 芦 屋
や 淡 路 島 で は 震 災 直 後 の 都 市 計 画 決 定 以 後 ず い ぶ ん も め た し ， 神
戸 も 東 の 方 で は も め て い る ． こ れ ら の 地 区 で は ま ち づ く り 協 議 会
活 動 の よ う な 経 験 が 乏 し か っ た か ら で あ ろ う ． ど う し て も め る か
と い う と ， だ い た い は そ の 手 続 き で も め る ． ど う い う 形 で 組 織 を
つ く る か で 2 ～ 3 カ 月 か か り ，「声 が 大 き い や つ が 会 長 に な る の か 」
「 何 で あ い つ が 仕 切 る ん や 」 と い う こ と に な る ．  
 協 議 会 の よ う な も の が 前 か ら あ り ， ま ち づ く り 活 動 を 重 ね て き
た 長 田 区 真 野 地 区 と か 東 灘 区 深 江 地 区 な ど で は ， す ぐ に ス タ ー ト
し て い る ． 震 災 前 か ら ま ち づ く り 活 動 が 細 々 と ， あ る い は ほ と ん
ど 夏 祭 り を や る だ け の 組 織 と し て 存 在 し て い た と し て も ， そ う い
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う と こ ろ は 震 災 の ほ と ん ど 当 日 の 夜 ぐ ら い か ら ， 災 害 対 策 本 部 と
い う か 災 害 対 策 用 の ま ち づ く り 協 議 会 が ス タ ー ト し て い た ．  
長 田 区 鷹 取 の 野 田 北 部 地 区 は 火 事 で 燃 え た の だ が ， 震 災 3 日 目
ぐ ら い で ほ ぼ 救 援 活 動 が 終 わ り ， 1 週 間 目 ぐ ら い に は も う 「 地 区
計 画 」 を ど う す る か と か ， 震 災 復 興 の ま ち の 中 で ど う い う シ ス テ
ム で 運 営 し て い く か と い う こ と の 相 談 が 始 ま っ て い る ． ど の よ う
な ま ち に す る か な ど の 議 論 は ， と っ く の 昔 に 済 ん で い た わ け で あ
る ． 被 災 直 後 は 電 気 も つ か な い 水 も こ な い の で ， や る こ と と い っ
た ら 毎 晩 夜 回 り な ど い ろ い ろ な 地 域 活 動 を し て ， そ の 合 間 に た き
火 を 囲 ん で み ん な で 相 談 を し て 話 を し た わ け で あ る ．  
 そ の と き に ， こ の よ う な 協 力 体 制 や 話 し 合 っ て も の ご と を 進 め
る 習 慣 や 経 験 が な い 地 区 で は ， い た ず ら に 時 間 が 過 ぎ る だ け で あ
る が ， そ う い う 経 験 が あ る 地 区 で は 取 り 組 ん で き た 人 た ち を 中 心
に ， い ろ い ろ な 話 し 合 い が 始 ま る の で あ る ．」  
 真 野 （ 2 0 0 9 ） も 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 に お い て ， 震 災 以 前 の ま ち づ
く り の 経 験 が ，震 災 復 興 ま ち づ く り に 役 立 っ た こ と を 挙 げ て い る ． 
 「 震 災 復 興 ま ち づ く り の 中 心 と な っ た 地 区 は ， 震 災 以 前 の 時 期
に 何 か し ら の ま ち づ く り 体 験 を 持 っ て い た 地 域 で あ り ， か つ ， 近
代 以 降 長 い 時 間 の 中 で さ ま ざ ま な 経 験 を 重 ね て き た 地 域 で あ っ た ．
ま た ， 震 災 以 前 に 公 共 空 間 や 公 益 施 設 整 備 ， 地 区 計 画 ， 協 定 等 で
行 政 と の 協 議 経 験 が あ り ， か つ 住 民 間 で 利 害 や 知 恵 の ぶ つ け あ い
を 体 験 し た 地 区 で あ っ た ． 震 災 復 興 ま ち づ く り に お い て ， 特 に 行
政 や 専 門 家 な ど ， 地 域 外 の ア ク タ ー に 対 す る 信 頼 は 形 成 さ れ な い
中 で ， こ れ ら の 外 部 主 体 と の 関 係 の 経 験 は ， 貴 重 な 潜 在 的 資 源 と
な っ た と 考 え ら れ る ．」  
 佐 藤 （ 2 0 0 9 ） は ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 に お い て ， 震 災 前 の ま ち づ
く り 協 議 会 の 市 町 の 認 定 ， 公 的 な 位 置 づ け が 復 興 ま ち づ く り の 行
政 の 支 援 に 役 だ っ た こ と を 挙 げ て い る 一 方 で ， ま ち づ く り の 実 践
も ま ち づ く り 協 議 会 も な か っ た よ う な 地 区 で は ， 復 興 ま ち づ く り
が 軌 道 に 乗 る ま で に 長 い 年 月 を 費 や し て し ま っ た り ， 復 興 ま ち づ
く り が 全 然 進 ま な か っ た 例 も 挙 げ て い る ．  
 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 で 被 害 を 中 心 的 に 受 け た 神 戸 市 は ， そ も そ
も 都 市 づ く り ・ ま ち づ く り の 先 進 地 で あ っ た ． 1 9 8 1 年 に は「 神 戸
市 ・ ま ち づ く り 条 例 」 を 制 定 し ，「 ま ち づ く り 協 議 会 」 を 市 町 が 認
定 し ， そ の 協 議 会 が 提 案 し た ま ち づ く り 構 想 に つ い て 市 町 と 協 定
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が 結 ば れ る と 市 町 は そ の 実 現 に 協 力 す る と い う 筋 書 き が で き て い
た ． す な わ ち ，「 住 民 参 加 」 の ま ち づ く り か ら 「 住 民 主 導 」 の そ れ
へ の 転 換 で あ る ． こ の 条 例 は ， 基 本 的 に は 任 意 の 団 体 で あ る ま ち
づ く り 協 議 会 を 公 的 に 位 置 づ け ， 地 元 が 責 任 を 持 っ て 進 め る ま ち
づ く り を 行 政 が 様 々 な 形 で 支 援 す る 根 拠 と な っ て い た ． そ う し て
ま さ に 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 復 興 ま ち づ く り も ， こ の 条 例 に よ り 位
置 づ け ら れ た ま ち づ く り 協 議 会 が 復 興 計 画 を 決 定 し ， そ れ を 行 政
が 実 現 の た め に 支 援 す る と い う 筋 書 き だ っ た の で あ る ．・ ・ ・（ 中
略 ）・ ・ ・  
 神 戸 の 復 興 ま ち づ く り も み な う ま く い っ た ま わ で は な い ． ま ち
づ く り の 実 践 も ま ち づ く り 協 議 会 も な か っ た よ う な 地 区 で は ， 復
興 ま ち づ く り が 軌 道 に 乗 る ま で に 2 , 3 年 と 長 い 時 間 を 費 や し て し
ま っ た 例 も 多 く ， あ る い は 復 興 ま ち づ く り が ま っ た く 進 ま ず ， 逆
に 荒 廃 が 進 ん で し ま っ た 地 区 す ら あ る ． 巨 大 地 震 災 害 は 弱 者 に 被
害 が 集 中 す る だ け で な く ， 復 興 の 過 程 に お い て も 大 き な 格 差 を 生
ん で し ま う の で あ る ．」  
 ( 2 )  復 興 ま ち づ く り に 関 わ る 膨 大 な 業 務 量 の 事 前 整 理  
 吉 川 ( 2 0 0 7 ) は ， 事 前 復 興 が 求 め ら れ る 理 由 と し て 2 つ の 側 面 を
挙 げ ， 1 つ 目 と し て 「 莫 大 な 膨 大 量 の 事 前 整 理 」 と し て い る ．  
 「 事 前 復 興 が 必 要 な 理 由 に つ い て は ， 事 前 復 興 の 考 え 方 を 先 進
的 に 取 り 入 れ た 東 京 都 ・ 区 部 の 震 災 マ ニ ュ ア ル に よ る と ， 阪 神 ・
淡 路 で の 教 訓 を 基 に ， 1 )  莫 大 な 業 務 量 を 事 前 に 準 備 す る 必 要 性
（ 業 務 の 流 れ と 役 割 分 担 を 予 め 決 め て お く こ と ）， 2 )  重 要 な 意 思
決 定 を 事 前 に 検 討 す る 必 要 性 （ 決 定 の 手 続 き や 判 断 基 準 ， 合 意 形
成 の 方 法 を 予 め 決 め て お く こ と ） が 指 摘 さ れ て い る ． つ ま り ， 突
然 の 大 規 模 災 害 が 起 こ れ ば ，緊 急 対 策 や 応 急 対 策 と 並 行 し な が ら ，
復 旧 ・ 復 興 対 策 を 進 め な け れ ば な ら ず ， 震 災 後 の 様 々 な 行 政 サ ー
ビ ス に 対 す る 需 要 が 急 増 す る 中 で ， 復 旧 ・ 復 興 対 策 の 行 動 手 順 や
作 業 方 法 ， 人 員 配 置 を 予 め 明 確 に し て お か な い と 現 場 が 混 乱 す る
と の 懸 念 が あ る か ら で あ る ．」  
 ( 3 )  復 興 事 業 導 入 プ ロ セ ス の 事 前 検 討  
 吉 川 ( 2 0 0 7 ) に よ る と ， 2 つ 目 の 事 前 復 興 が 求 め ら れ る 理 由 は ，
「 復 興 事 業 導 入 プ ロ セ ス の 事 前 検 討 」 を 挙 げ て い る ．  
 「 復 興 事 業 は ， 都 市 空 間 に 新 し い 価 値 や 質 を 付 加 す る た め の 手
段 で あ り ，わ が 国 で は 関 東 大 震 災（ 1 9 2 3 年 ）以 来 ，函 館 大 火（ 1 9 3 4
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年 ），福 井 地 震（ 1 9 4 8 年 ），酒 田 大 火（ 1 9 7 6 年 ），阪 神 ・ 淡 路（ 1 9 9 5
年 ） 等 ， 大 規 模 災 害 の 度 に ， 防 災 都 市 づ く り の 手 法 と し て ， 土 地
区 画 整 理 事 業 （ 以 下 ，「 区 画 整 理 」 と 略 す る ）， 市 街 地 再 開 発 事 業
（ 以 下 ，「 再 開 発 」 と 略 す る ） 等 の 復 興 事 業 が 活 用 さ れ て き た ．  
 例 え ば ， 阪 神 ・ 淡 路 で は ， 区 画 整 理 が ， 兵 庫 県 内 で 2 0 地 区 ，
2 5 5 . 9 h a に 導 入 さ れ ， 新 長 田 駅 北 地 区 や 淡 路 市 豊 島 地 区 等 5 地 区
が 未 完 了 ， 再 開 発 が ， 同 様 に ， 6 地 区 ， 3 3 . 4 h a に 導 入 さ れ ， 新 長
田 南 地 区 が 未 完 了 と な っ て い る （ 0 7 年 7 月 1 日 現 在 ）．  
 こ れ ま で 復 旧 事 業 に 指 摘 さ れ て き た 問 題 と し て ，区 画 整 理 で は ，
1 )  都 市 計 画 決 定 の 問 題 ， 2 )  市 街 地 空 間 の あ り 方 の 問 題 ， 3 )  住 民
負 担 （ 減 歩 ） の 問 題 ， 4 )  借 家 層 が 元 の 地 域 に 戻 れ な い 問 題 が ， 再
開 発 で は ， 1 )  従 前 権 利 者 等 の 復 帰 可 能 性 の 問 題 ， 2 )  過 大 な 商 業
床 の 問 題 ，3 )  店 舗 ・ 分 譲 住 宅 の 保 留 床 処 分 と 事 業 見 直 し の 問 題 等
が 指 摘 さ れ て き た ．  
 こ れ ら は ， 防 災 都 市 づ く り を 目 指 し て ， 長 期 の 時 間 を か け ， 膨
大 な 予 算 を 投 じ ， 途 方 も な い 数 の 協 議 を 積 み 重 ね ， 中 に は ， 従 前
居 住 者 や 地 域 社 会 の 数 多 く の 犠 牲 を 伴 い な が ら 進 め ら れ て き た 結
果 で あ る ． こ の よ う な 重 要 な 意 思 決 定 を 震 災 後 の ド サ ク サ だ け で
な く ， 震 災 前 の 冷 静 な 時 期 に ， 行 政 ， 住 民 ， 専 門 家 が 協 働 で ， 防
災 ・ 復 興 ビ ジ ョ ン ， 事 業 手 法 ， 事 業 プ ロ セ ス 等 の あ り 方 に つ い て
じ っ く り 検 討 す る こ と が 求 め ら れ て い る ．」  
 
以 上 の よ う に ， 復 興 を 速 や か に 行 う た め に は ， 震 災 以 前 の ま ち
づ く り の 経 験 ， 復 旧 ・ 復 興 対 策 の 行 動 手 順 や 作 業 方 法 ， 人 員 配 置
を 予 め 明 確 に し て お く こ と ， 防 災 ・ 復 興 ビ ジ ョ ン ， 事 業 手 法 ， 事
業 プ ロ セ ス 等 の あ り 方 な ど を 事 前 に 住 民 参 加 で 検 討 し て お く こ と
が 必 要 で あ る こ と が わ か る ．  
 
 
2 . 3  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 定 義 と 想 定 し た 立 案
プ ロ セ ス  
 
表 1 - 1 に ， こ れ ま で の 事 前 復 興 と 本 研 究 の 事 前 復 興 ま ち づ く り
計 画 の 定 義 を 登 場 順 に 整 理 し て 示 す ．  
 山 中 （ 2 0 0 9 ） は ，「 事 前 復 興 」 と い う 言 葉 は 一 般 に な じ み の 薄 い
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言 葉 で あ り ， 災 害 研 究 の 世 界 で は 一 応 ， 市 民 権 を 得 て い る が ， そ
の 用 法 に は 2 通 り あ り ， い ず れ の 用 法 が 優 位 に あ る か は 定 か で な
い が ， 誤 解 を 生 じ や す い の が 難 点 で あ る と 指 摘 し て い る ．  
 一 方 は ，「 災 害 が 発 生 し た 際 の こ と を 想 定 し ，被 害 の 最 小 化 に つ
な が る 都 市 計 画 や ま ち づ く り を 推 進 す る こ と ． 減 災 や 防 災 ま ち づ
く り の 一 環 と し て 行 わ れ る 取 り 組 み の 一 つ で あ る 」 と 定 義 す る ．
平 時 か ら 被 災 し た と 思 っ て 防 災 に 力 を 入 れ る こ と を 「 事 前 に 復 興
す る 」 と い う 言 葉 で 表 現 し ， こ こ で の 「 復 興 」 は ハ ー ド 系 ， 土 木
工 学 的 な 意 味 で 使 わ れ て い る ．  
 か た や ，「 発 災 後 ，限 ら れ た 時 間 内 に 復 興 に 関 す る 意 思 決 定 や 組
織 の 立 ち 上 げ を 急 ぐ 必 要 が あ る ． そ こ で ， 復 興 対 策 の 手 順 の 明 確
化 ， 復 興 に 関 す る 基 礎 デ ー タ の 収 集 ・ 確 認 な ど を 事 前 に 進 め て お
く こ と 」 こ そ 「 事 前 復 興 」 だ と い う 考 え 方 で あ る ．「 ま さ か 」 の 時
に 備 え ， 企 業 が 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル を 用 意 し た り ， 保 険 に 入 っ た
り す る の と 似 通 っ て ろ い ， こ こ で の 「 復 興 」 は ソ フ ト 系 ， 知 恵 や
教 訓 の 伝 承 ・ 集 積 の 具 体 化 を 意 味 し て い る ．  
 山 中 （ 2 0 0 9 ） に よ れ ば ，「 事 前 復 興 」 は ， 被 災 前 の ハ ー ド 対 策 を
対 象 に し て い る か ， 被 災 後 の ソ フ ト 対 策 を 対 象 に し て い る か に 大
別 さ れ る ． 前 者 に 類 す る も の に は ， 室 崎 （ 1 9 9 9 ） の 定 義 が あ る ．
後 者 に 類 す る も の に は ， 山 田 ら （ 1 9 9 8 ）， 佐 藤 ら （ 1 9 9 8 ）， 村 上 ら
（ 2 0 0 3 ）， 吉 川 （ 2 0 0 9 ） の 定 義 が あ る ．  
 饗 庭 ら （ 2 0 0 4 ） は ， 塩 崎 の 復 興 戦 略 モ デ ル と 饗 庭 ら の 東 京 都 で
の 経 験 を 踏 ま え て ， 事 前 復 興 の 手 法 を 5 点 に わ け て 示 し ， 事 前 復
興 の 考 え 方 を ， 時 系 列 に 整 理 し て い る （ 図 2 - 1）． ま た ， ① ～ ⑤ の
手 法 は ， 個 別 バ ラ バ ラ に 実 施 さ れ る の で は な く ， 相 互 補 完 的 で あ
り ， 戦 略 的 に 組 み 立 て て 実 践 さ れ る べ き も の で あ る と し て い る ．
ま た ，「 事 前 復 興 」は ，被 災 前 の ハ ー ド 対 策 と 被 災 後 の ソ フ ト 対 策
の 双 方 を 対 象 と し て お り ， 連 続 的 に 行 っ て い く も の と し て い る ．
中 林 （ 1 9 9 9 ）， 佐 藤 （ 2 0 0 7 ， 2 0 0 9 ）， 市 古 （ 2 0 1 0 ） ら の 定 義 は こ
れ に 類 す る も の で あ る ．  
 東 京 都 の よ う な 都 市 で あ れ ば ， 被 災 前 の ハ ー ド 対 策 と 被 災 後 の
ソ フ ト 対 策 の 双 方 を 連 続 的 に 行 え ば ， 速 や か な 復 興 が で き る か も
し れ な い ． し か し ， 本 研 究 の 対 象 と す る 徳 島 県 の よ う な 地 方 ， 持
続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で は ， こ れ ら の 事 前 復 興 だ け で は 速 や か な 復
興 は で き ず ， 地 域 が 消 滅 し て し ま う か も し れ な い た め ， 事 前 復 興
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ま ち づ く り で 地 域 の 活 性 も 高 め ， 地 域 を 存 続 さ せ て い く 必 要 が あ
る（ 図 2 - 2）．そ の 際 ，目 標 と す る 水 準 も ，従 来 の 成 長 ，人 口 ，G D P
と い っ た 成 長 ・ 拡 大 で は な く ， 持 続 性 ， 豊 か さ ， 幸 福 と い っ た 地
域 の 現 実 ， 規 模 ， 個 性 に 沿 っ た も の に 変 え る 必 要 も あ ろ う ．  
 以 上 の 議 論 を 踏 ま え て ， 本 研 究 の 「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」
の 定 義 を 次 の よ う に す る こ と と し た ． 現 時 点 で 持 続 の 危 ぶ ま れ る
地 域 で は ， 行 政 を 待 た ず し て 住 民 が 主 体 と な り ， ま ち の リ ス ク を
受 け 止 め ， 復 興 を 含 め た ま ち の 将 来 像 を 共 有 す る と い っ た 「 ま ち
づ く り プ ラ ン 」と し て の 事 前 復 興 の 取 り 組 み が 必 要 と 考 え ら れ る ．
本 研 究 で は ，こ う し た 取 り 組 み 自 体 を「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」
と 呼 ぶ ．「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」 の 目 的 は ，「 地 域 に お い て 次
世 代 に 継 承 す べ き 地 域 の 資 源 や 特 質 を 共 有 し ， 大 災 害 を 想 定 し つ
つ も ， そ の 継 承 に 向 け た 多 様 な 取 り 組 み を 事 前 に 了 解 す る こ と 」
で あ る ．  
 巨 大 災 害 の 発 生 が 想 定 さ れ て い る 地 域 の 計 画 に は ， 防 災 ， 土 地
利 用 ， 産 業 ， 医 療 ， 福 祉 ， 教 育 な ど ， ま ち づ く り の 多 様 な 要 素 を
含 む こ と に な る ． こ の こ と か ら ，「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」 は ，
地 域 の 総 合 計 画 や 土 地 利 用 規 制 ， 防 災 計 画 と い っ た 法 定 計 画 の 基
礎 と な る 総 合 的 な 地 域 別 ビ ジ ョ ン と し て 位 置 づ け ら れ る べ き と 考
え る ．  
 た だ し ，こ う し た 計 画 体 系 が な い 現 在 で は ，地 域 住 民 に よ る「 地
域 ビ ジ ョ ン の 共 有 と し て の 計 画 」 を 有 す る こ と が ， ま ず は そ の 一
歩 に な り 得 る と 本 研 究 で は 考 え た ． こ の た め ， 自 主 防 災 組 織 や コ
ミ ュ ニ テ ィ 組 織 な ど の 住 民 主 体 の 組 織 に お い て 立 案 し ， 地 域 を 継
承 し て い く 次 世 代 を も 巻 き 込 ん だ 立 案 プ ロ セ ス を も つ こ と が 肝 要
で あ り ， 本 研 究 で は ， ① 住 民 か ら の 発 意 ， ② 地 域 の 骨 格 ， 魅 力 や
課 題 等 の 現 状 整 理 ， ③ 地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽 出 と 共 有 化 （ こ
の 時 ，未 成 年 の 意 見 も 尊 重 す る ），④ 災 害 と 地 域 継 承 の 歴 史 の 整 理 ，
⑤ 地 域 継 承 に 及 ぼ す 次 の 災 害 の 影 響 評 価 ， ⑥ 地 域 継 承 の た め の 方
策 立 案 と い っ た プ ロ セ ス を 措 定 し て い る ．  
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表 1 - 1  事 前 復 興 の 定 義  
年  著 者  対 象  定 義  
1 9 9 8  
山 田
ら  
事 前 復
興 計 画  
当 該 地 域 の 地 震 に 関 す る 被 害 想 定 等 に 基 づ き ，地
震 が 発 生 し た 場 合 の 都 市 機 能 や 住 民 生 活 へ の 影
響 を 事 前 に 想 定 し ，震 災 後 の 復 興 対 策 の あ り 方 や
事 業 内 容 ， 方 法 ， 復 興 理 念 ， 復 興 目 標 等 を あ ら か
じ め 検 討 し て お く も の で あ り ，震 災 が 発 生 し た 場
合 に お け る 迅 速 か つ 円 滑 な 復 興 計 画 の 立 案 及 び
復 興 事 業 の 推 進 を 図 る た め の 計 画 で あ る ．  
1 9 9 8  
佐 藤
ら  
事 前 復
興 計 画  
想 定 さ れ る 地 震 災 害 を 前 提 と し ，予 想 さ れ る 被 害
に 対 し て ，ど の よ う な 方 向 性 や 水 準 を も と に ，復
興 を 図 る べ き か ，ま た そ れ ぞ れ の プ ラ ン を 実 行 に
移 す た め に 必 要 な 事 項 を ， 誰 が ， 何 を ， 何 時 ， 何
処 で ，ど の よ う に 行 う べ き か ，そ の 手 順 や 方 法 等
に つ い て 事 前 に 検 討 し ，震 災 発 生 以 前 に 策 定 さ れ
る 復 興 準 備 計 画 で あ る ．し た が っ て ，事 前 復 興 計
画 は 施 策 の 体 系 と 施 策 の メ ニ ュ ー が 示 さ れ る マ
ス タ ー プ ラ ン と 方 法 ，手 順 が 示 さ れ る マ ニ ュ ア ル
に よ っ て 構 成 さ れ る も の で あ り ，総 合 計 画 と 同 等
も し く は 直 接 の 下 位 計 画 と し て 位 置 づ け を 有 す
る も の で あ る ．法 的 に は 災 害 対 策 基 本 法 に 定 め る
地 域 防 災 計 画 に お い て 位 置 づ け ら れ ，経 済 ・ 社 会
情 勢 の 変 化 及 び 市 街 地 や 集 落 構 造 の 変 化 を 的 確
に 捉 え て 策 定 さ れ な け れ ば な ら な い 性 格 を 有 す
る も の で あ り ， お お む ね 5 年 程 度 ご と に 見 直 し
を 行 う 必 要 が あ る ．事 前 復 興 計 画 は ，飽 く ま で も
準 備 計 画 で あ り ，実 際 の 発 災 に お い て は ，速 や か
に 復 興 計 画 を 策 定 し な け れ ば な ら な い が 想 定 被
害 に 大 き な 相 違 が な い 場 合 に は ，こ の 事 前 復 興 計
画 を も っ て 復 興 計 画 と す る こ と が で き る ．  
1 9 9 9  室 崎  
事 前 復
興  
災 害 の 起 き る 前 に 起 き た 後 の こ と を 考 え よ う と
い う の で は な く ，壊 れ た つ も り に な っ て 先 に 復 興
を や ろ う と い う こ と で あ り ，格 言 す れ ば ，最 強 の
状 態（ 健 康 な 状 態 ）で 地 震 を 迎 え よ う と す る も の
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で な け れ ば な ら な い ．  
1 9 9 9  中 林  
事 前 復
興 都 市
計 画  
都 市 復 興 計 画 の 計 画 的 概 念 と そ れ に 基 づ く 策 定
方 法 を 「 事 前 」 に 考 え ， 準 備 し ， 共 有 化 し ， 実 践
し て お く こ と は ， 事 後 の 都 市 復 興 に お け る 迅 速
性 ・ 即 効 性 を 確 保 す る と と も に ，事 前 の 住 民 の 主
体 的 な 参 加 に 基 づ く 防 災 都 市 づ く り・防 災 ま ち づ
く り を 促 進 し ，復 興 ま ち づ く り の 実 施 を よ り 実 効
性 の あ る も の と す る ．  
2 0 0 3  
村 上
ら  
事 前 復
興 対 策  
復 興 対 策 に つ い て も 被 害 想 定 等 に 基 づ い て あ ら
か じ め 方 針 ・ 手 順 ・ 担 当 部 署 ・ 関 連 組 織 な ど を あ
る 程 度 確 立 し て お き ，実 際 の 被 害 時 に は そ う し た
「 復 興 準 備 」に 基 づ い て 被 災 直 後 か ら 復 興 を 視 野
に 入 れ た 対 策 等 を 実 施 す る ．  
2 0 0 7  吉 川  
事 前 復
興  
予 め 大 規 模 な 災 害 が 予 測 さ れ て い る 地 域 に お い
て ，想 定 被 害 に 対 応 す る 復 興 対 策 の 基 本 方 針 や 組
織 体 制 ，行 動 手 順 ，実 施 方 法 等 を 事 前 に ま と め る
な ど の 準 備 を す る こ と ．  
2 0 0 7  佐 藤  
事 前 復
興 ま ち
づ く り  
東 京 で あ れ ば 今 後 繰 り 返 し 地 震 災 害 に 遭 う こ と
は 避 け ら れ な い の で あ り ，対 処 療 法 で は な く 必 ず
遭 遇 す る 被 災 と そ の 後 の 復 興 ま ち づ く り を 前 提
と し て ， 今 か ら 「 復 興 ま ち づ く り 」 と 同 等 の ま ち
づ く り を 進 め よ う ， そ う す れ ば 例 え 被 災 し て も ，
ま ち づ く り を 粛 々 と 継 続 す る こ と が で き る ，と い
う 考 え 方 で あ る ．  
2 0 0 9  山 中  
事 前 復
興  
災 害 が 発 生 し た 際 の こ と を 想 定 し ，被 害 の 最 小 化
に つ な が る 都 市 計 画 や ま ち づ く り を 推 進 す る こ
と ．減 災 や 防 災 ま ち づ く り の 一 環 と し て 行 わ れ る
取 り 組 み の 一 つ で あ る ．  
発 災 後 ，限 ら れ た 時 間 内 に 復 興 に 関 す る 意 思 決 定
や 組 織 の 立 ち 上 げ を 急 ぐ 必 要 が あ る ．そ こ で ，復
興 対 策 の 手 順 の 明 確 化 ，復 興 に 関 す る 基 礎 デ ー タ
の 収 集 ・ 確 認 な ど を 事 前 に 進 め て お く こ と ．  
2 0 0 9  吉 川  
事 前 復
興  
『 新 た な 価 値 に 基 づ く 将 来 ビ ジ ョ ン を 目 指 し た
地 域 社 会 の 創 造 』 を 事 前 に 備 え て お く こ と ．  
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2 0 0 9  佐 藤  
事 前 復
興 ま ち
づ く り  
被 災 か ら 復 興 へ つ な げ る イ メ ー ジ を 持 ち ，被 災 後
も 連 続 的 な ま ち づ く り を 進 め ら れ る よ う ま ち づ
く り の 体 制 を 整 備 し ， 具 体 的 な 計 画 づ く り を 進
め ， 部 分 的 に で も 実 行 に 移 す こ と ．  
2 0 0 9  市 古  
事 前 復
興 ま ち
づ く り  
大 地 震 に 備 え る た め の 一 連 の ま ち づ く り の 取 り
組 み ．  
2 0 1 3  
本 研
究  
事 前 復
興 ま ち
づ く り
計 画  
現 時 点 で 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 に お い て ，行 政 を
待 た ず し て 住 民 が 主 体 と な り ，ま ち の リ ス ク を 受
け 止 め ，復 興 を 含 め た ま ち の 将 来 像 を 共 有 す る と
い っ た「 ま ち づ く り プ ラ ン 」と し て の 事 前 復 興 の
取 り 組 み ． そ の 目 的 は ，「 地 域 に お い て 次 世 代 に
継 承 す べ き 地 域 の 資 源 や 特 質 を 共 有 し ，大 災 害 を
想 定 し つ つ も ，そ の 継 承 に 向 け た 多 様 な 取 り 組 み
を 事 前 に 了 解 す る こ と 」 で あ る ．  
 
 
図 2 - 1  事 前 復 興 に 基 づ く 減 災 戦 略 （ 饗 庭 ら ， 2 0 0 4）  
事前復興
Ｔ Ｔ
持続性
豊かさ
幸福
成長
人口
ＧＤＰ
事前復興まちづくり
Ｔ0 Ｔ1 Ｔ2
現在 発災
Ｔ0 Ｔ1 Ｔ2
現在 発災
 
図 2 - 2  持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 事 前 復 興 ま ち づ く り（ 本 研 究 ） 
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2 . 4  結 言  
 
 第 2 章 で は ， 持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計
画 を 提 案 す る た め に ，既 往 事 例 と 研 究 を 踏 ま え な が ら ， 1 )  事 前 復
興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性 と ，2 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 考 え
方 や 進 め 方 を 示 し た ．  
 
1 )  復 興 を 速 や か に 行 う た め に は ， 震 災 以 前 の ま ち づ く り の 経 験 ，
復 旧 ・ 復 興 対 策 の 行 動 手 順 や 作 業 方 法 ，人 員 配 置 を 予 め 明 確 に
し て お く こ と ， 防 災 ・ 復 興 ビ ジ ョ ン ， 事 業 手 法 ， 事 業 プ ロ セ ス
等 の あ り 方 な ど を 事 前 に 住 民 参 加 で 検 討 し て お く こ と が 必 要
で あ る こ と を 示 し た ．  
2 )  本 研 究 の「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」の 定 義 を 次 の よ う に 示 し
た ．現 時 点 で 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で は ，行 政 を 待 た ず し て 住
民 が 主 体 と な り ，ま ち の リ ス ク を 受 け 止 め ，復 興 を 含 め た ま ち
の 将 来 像 を 共 有 す る と い っ た「 ま ち づ く り プ ラ ン 」と し て の 事
前 復 興 の 取 り 組 み が 必 要 と 考 え ら れ る ．本 研 究 で は ，こ う し た
取 り 組 み 自 体 を 「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」 と 呼 ぶ ．「 事 前 復
興 ま ち づ く り 計 画 」 の 目 的 は ，「 地 域 に お い て 次 世 代 に 継 承 す
べ き 地 域 の 資 源 や 特 質 を 共 有 し ，大 災 害 を 想 定 し つ つ も ，そ の
継 承 に 向 け た 多 様 な 取 り 組 み を 事 前 に 了 解 す る こ と 」 で あ る ． 
3 )  本 研 究 の「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」の 想 定 し た 立 案 プ ロ セ ス
を 次 の よ う に 示 し た ．自 主 防 災 組 織 や コ ミ ュ ニ テ ィ 組 織 な ど の
住 民 主 体 の 組 織 に お い て 立 案 し ，地 域 を 継 承 し て い く 次 世 代 を
も 巻 き 込 ん だ 立 案 プ ロ セ ス を も つ こ と が 肝 要 で あ り ，本 研 究 で
は ， ① 住 民 か ら の 発 意 ， ② 地 域 の 骨 格 ， 魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整
理 ， ③ 地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽 出 と 共 有 化 （ こ の 時 ， 未 成 年
の 意 見 も 尊 重 す る ）， ④ 災 害 と 地 域 継 承 の 歴 史 の 整 理 ， ⑤ 地 域
継 承 に 及 ぼ す 次 の 災 害 の 影 響 評 価 ，⑥ 地 域 継 承 の た め の 方 策 立
案 と い っ た プ ロ セ ス を 措 定 し て い る ．  
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第 3 章  徳島県における歴史地震・津波
の被害様相と災害対応  
 
 
3 . 1  緒 言  
 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス の 内 ， ④ 災 害 と 地 域 継
承 の 歴 史 の 整 理 に つ い て ，徳 島 県 を 対 象 地 域 と し て ， 1 )  海 陽 町 宍
喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 余 震 の 特 性 と 津 波 の 再 現 ，
2 )  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震・ 津 波 の 被 害 様 相 ，3 )  安 政 ・
昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動 ， 4 )  地 震 ・ 津 波 碑 の 価 値 と 活 用 に
つ い て 調 査 し ， 現 在 へ の 教 訓 に つ い て も 考 察 を 加 え た ．  
 
 
3 . 2  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の
余 震 の 特 性 と 津 波 の 再 現  
 
3 . 2 . 1  研 究 概 要  
 徳 島 県 海 部 郡 海 陽 町 宍 喰 地 区 を 襲 っ た 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 当
時 の 状 況 を ， 当 地 の 元 組 頭 庄 屋 田 井 久 左 衛 門 宣 辰 ( 1 8 0 2 ～ 1 8 7 4 ) が
『 震 潮 記 』 に 克 明 に 書 き 残 し て い る ． そ の 中 で も 特 筆 す べ き は ，
絵 図 が 添 え ら れ て お り ， そ れ に は こ の 安 政 の 津 波 に 襲 わ れ た 宍 喰
浦 集 落 の 被 害 の 様 子 を ， 流 失 家 屋 ， 浸 水 家 屋 ， 被 害 が な か っ た 家
屋 に 色 分 け さ れ ， さ ら に 町 並 み の 区 画 ご と に 「 坐 上 何 尺 」 と 示 さ
れ ， こ の 集 落 全 域 の 浸 水 深 も わ か る こ と で あ る ． さ ら に ， 本 文 に
は こ の 地 に お け る ， 液 状 化 に よ る 噴 砂 現 象 や ， 余 震 の 発 生 回 数 な
ど も 記 述 さ れ て い る ． 2 0 0 6 年 ， 田 井 家 の 子 孫 に あ た る 田 井 晴 代 氏
が ， 現 代 語 訳 『 震 潮 記 』（ 田 井 ， 2 0 0 6 ） を 上 梓 さ れ ， 当 地 に お け る
被 災 様 相 の 詳 細 を 明 ら か に で き る 機 会 を 得 た ．  
そ こ で ，『 震 潮 記 』 を 基 に 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 に つ い て ， 1 )  宍
喰 に お け る 余 震 の 特 性 ，2 )  数 値 計 算 に 基 づ く 当 時 の 津 波 の 再 現 を
行 い ， 宍 喰 地 区 に お け る 南 海 地 震 ・ 津 波 に つ い て 考 察 し た ．  
 
3 . 2 . 2  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 余 震 の 特 性  
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 安 政 南 海 地 震 の 余 震 に つ い て は ， 高 知 県 土 佐 市 宇 佐 の 『 真 覚 寺
日 記 』（ 吉 村 淑 甫 ， 1 9 6 8； 宇 佐 美 龍 夫 ， 2 0 0 3 ）（ 以 下 ，『 地 震 日 記 』
と 呼 ぶ ） に 貴 重 な 資 料 が 残 さ れ て い る ． 本 研 究 で 対 象 と し た 『 震
潮 記 』 に も ， 安 政 南 海 地 震 発 生 前 日 ， す な わ ち ， 安 政 東 海 地 震 発
生 日 か ら 約 1 年 間 に わ た る 余 震 に 関 す る 詳 細 な 記 述 が な さ れ て お
り ， こ こ で は 宍 喰 に お け る 余 震 の 特 性 を 考 察 す る ．  
 『 震 潮 記 』 に お い て は ， 嘉 永 7 年 1 1 月 4 日 ～ 1 2 月 3 0 日
( 1 8 5 4 . 1 2 . 2 3 ～ 1 8 5 5 . 2 . 1 6 )の 間 は ，「 五 日 ・ ・ ・ 午 後 五 時 前 大 地 震 が
一 度 ・ ・ ・ 暮 れ 方 、 大 揺 り 一 度 、 中 揺 り 続 い て 二 度 、 夜 十 時 頃 最
も 大 き な 揺 り が 一 度 。・ ・ ・ 夜 半 か ら 明 け 方 に な る ま で に 、 中 揺 り
八 度 、小 揺 り は 休 み な く 三 十 七 度 。」と い っ た よ う に 記 さ れ て お り ，
日 別 の 大 ， 中 ， 小 揺 り の 地 震 回 数 が 解 析 で き る ．  一 方 ， 安 政 2
年 1 月 ～ 1 1 月 （ 1 8 5 5 . 2 ～ 1 8 5 5 . 1 2 ） の 間 は ，「 安 政 二 年 （ 一 八 五 五 ）
正 月 上 旬 の 頃 よ り 二 月 下 旬 ま で 、 一 日 に 二 度 、 或 い は 三 度 、 大 揺
り ま た は 小 揺 り 、地 震 の な い 日 と て も 稀 。」と い っ た よ う に 記 さ れ
て お り ，月 別 で あ れ ば ，大 ，中 ，小 揺 り の 地 震 回 数 が 解 析 で き る ．  
本 研 究 で 整 理 し た 日 別 ， 月 別 に お け る 地 震 回 数 ， そ の 算 定 方 法 お
よ び 備 考 を 末 尾 の 付 表 に 示 し た ．   
 な お ，『 地 震 日 記 』に お い て も ，『 震 潮 記 』と 同 条 件 で 解 析 し た ．  
 ( 1 )  宍 喰 に お け る 嘉 永 7 年 1 1 月 4 日 ～ 1 2 月 3 0 日 の 日 別 余 震 特
性  
 図 3 - 1 に ， 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 発 生 前 日 ， す な わ ち ， 安
政 東 海 地 震 発 生 日（ 1 1 月 4 日 ）か ら 約 2 ヶ 月 間 の 日 別 地 震 回 数 を
示 し た ． 同 図 に は 『 地 震 日 記 』 か ら 得 ら れ た 宇 佐 に お け る 地 震 回
数 も 併 記 し て い る ．  
『 震 潮 記 』 に よ れ ば ， 安 政 東 海 地 震 発 生 日 の 1 1 月 4 日 ， 宍 喰
で は 中 揺 り の 地 震 が 3 回 発 生 し て い る ． ま た ， 宍 喰 川 の 中 ほ ど ま
で 潮 が 入 っ て 来 た よ う で あ る ．『 地 震 日 記 』に も ，こ の 日 宇 佐 で も
地 震 が 発 生 し ， 津 波 が 来 襲 し た 記 述 は あ る ．  
翌 1 1 月 5 日 の 安 政 南 海 地 震 発 生 当 日 ， 宍 喰 で は 大 揺 り 3 回 に 加
え ， 中 揺 り ， 小 揺 り も 含 め 5 0 回 も の 余 震 が 発 生 し ， 3 日 後 の 1 1
月 8 日 に も 余 震 が 4 6 回 も 起 き て い る ．  
ま た ， 安 政 南 海 地 震 発 生 日 か ら 1 9 日 後 で あ る 1 1 月 2 4 日 ， 3 8
日 後 で あ る 1 2 月 1 4 日 ， 5 4 日 後 で あ る 1 2 月 3 0 日 に 大 揺 り が 1
回 ず つ 発 生 し て い る ． そ の 中 で も ， 1 2 月 3 0 日 の 大 揺 り 1 回 に つ
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い て ，『 震 潮 記 』 で は 「 人 々 は 大 い に 騒 ぎ 、 今 に も 津 波 が 襲 来 す る
よ う 伝 え ら れ 、あ ち こ ち へ 逃 げ る 者 も あ っ た 」よ う で あ る ．一 方 ，
『 地 震 日 記 』 に は ， こ の 日 宇 佐 で も 安 政 南 海 地 震 発 生 日 （ 1 1 月 5
日 ） と 同 規 模 の 地 震 が 発 生 し た こ と が 記 さ れ て お り ， こ の 日 2 3 5
回 も の 地 震 が 発 生 し て い る ．  
宍 喰 と 宇 佐 の 記 述 を 比 較 す る と ， こ の 日 高 知 の ど こ か で 大 き な 地
震 が 発 生 し ， そ の 余 震 が 長 く 続 い た の か も し れ な い ． し か し ， そ
う だ と し て も さ ほ ど 距 離 の 離 れ て い な い 宍 喰 で ， 1 度 の 大 揺 り し
か 記 録 さ れ て い な い の は 不 思 議 で あ る ．  
 ( 2 )  宍 喰 に お け る 嘉 永 7 年 1 1 月 ～ 安 政 2 年 1 1 月 の 月 別 余 震 特
性  
図 3 - 2 に ，宍 喰 に お け る 嘉 永 7 年 1 1 月 か ら 1 年 間 の 月 別 地 震 回
数 を 示 し た ． 同 図 に は 『 地 震 日 記 』 か ら 得 ら れ た 宇 佐 に お け る 地
震 回 数 も 併 記 し て い る ．  
 安 政 南 海 地 震 発 生 月 の 嘉 永 7 年 1 1 月 ， 宍 喰 で は ， 本 震 も 含 め
2 6 9 回 ， 翌 1 2 月 か ら 安 政 2 年 2 月 ま で は 7 0 回 余 り の 地 震 が 発 生
し て い る ．そ れ 以 降 ，安 政 2 年 7 月 と 1 0 月 は 他 の 月 よ り も 多 少 地
震 が 多 く み ら れ る が ， そ れ で も 2 3 回 以 下 で あ る ．  
安 政 2 年 の 9 月 と 1 0 月 ，『 震 潮 記 』 に は 「 九 月 二 十 八 日 午 後 六
時 、 中 揺 り 一 度 。 も っ と も こ の 地 震 は 、 徳 島 や 大 阪 あ た り で は 大
揺 り で あ っ た 。」 こ と ，「 十 月 二 日 夜 八 時 頃 の 地 震 は 、 当 辺 で は 続
い て 両 三 度 ば か り の 小 震 、江 戸 は 大 地 震 。」と あ り ，他 の 場 所 で 発
生 し た 地 震 に よ る 揺 れ も 含 ま れ て い る ． そ の 内 容 か ら ， 前 者 は ，
安 政 2 年 9 月 2 8 日 ( 1 8 5 5 . 1 1 . 7 )に 発 生 し た 遠 州 灘 の 地 震 ，後 者 は ，
安 政 2 年 1 0 月 2 日 ( 1 8 5 5 . 1 1 . 1 1 )に 発 生 し た 江 戸 地 震 に よ る も の で ，
こ れ ら の 地 震 に つ い て も ，宍 喰 で そ の 揺 れ が み ら れ た よ う で あ る ． 
 宍 喰 と 宇 佐 の 地 震 回 数 を 比 較 す る と ， 大 き く 異 な る こ と が わ か
る ．特 に ，嘉 永 7 年 1 2 月 以 降 の 地 震 回 数 は ，全 て の 月 で 宇 佐 の 方
が 圧 倒 的 に 多 い ． 図 3 - 1 で ， 1 2 月 3 0 日 に ， 宍 喰 で は 大 揺 り が 1
回 あ っ た も の の ， そ れ 以 外 の 揺 れ は 記 録 さ れ て い な い ． 一 方 ， 宇
佐 で は 2 3 5 回 も の 揺 れ が あ っ た ．既 に 述 べ た よ う に ，こ の こ と は ，
1 2 月 3 0 日 に 高 知 の ど こ か で 大 き な 地 震 が 発 生 し ， そ の 余 震 が 長
く 続 い た の か も し れ な い ． そ の よ う な 視 点 で 図 3 - 2 を 見 る と ， 宇
佐 で は ， 嘉 永 7 年 1 2 月 に 合 計 3 8 0 回 ， そ の う ち 2 3 5 回 は 1 2 月 3 0
日 な の で ， そ の 地 震 の 余 震 が 翌 年 の 1 月 も 続 い た と み る の が 妥 当
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で は な い だ ろ う か ． も ち ろ ん ， 安 政 南 海 地 震 の 余 震 が そ れ 以 降 も
続 い て い る と 考 え ら れ よ う ．  
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図 3 - 1  宍 喰 と 宇 佐 に お け る 日 別 地 震 回 数  
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図 3 - 2  宍 喰 と 宇 佐 に お け る 月 別 地 震 回 数  
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3 . 2 . 3  海 陽 町 宍 喰 地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 津 波 の 再 現  
現 在 行 わ れ て い る 一 般 的 な 歴 史 津 波 の 再 現 計 算 に は ， 過 去 に は
存 在 し な か っ た 海 岸 構 造 物 等 を 除 い た 現 況 の 地 形 デ ー タ が 用 い ら
れ て い る ． こ れ は ， 海 溝 型 地 震 の 発 生 頻 度 が 数 十 年 ～ 百 数 十 年 に
１ 度 程 度 で あ る た め ， 一 般 に ， 過 去 の 津 波 来 襲 時 点 の 地 形 を 把 握
す る た め の 資 料 が 極 端 に 少 な い た め で あ る ． ま た ， 資 料 を 入 手 で
き た と し て も ， 再 現 計 算 の 結 果 の 考 察 時 に の み 用 い ら れ る の が ほ
と ん ど で あ る ．  
 安 政 南 海 地 震 津 波 に お い て は ，1 8 5 4 年 の 江 戸 時 代 に 起 き た 津 波
で あ る た め そ の 傾 向 は 強 く ， 従 来 の 再 現 計 算 で は 上 記 の 地 形 デ ー
タ が 用 い ら れ て い た ． し か し ， 過 去 の 地 形 と 現 在 の 地 形 を 比 較 す
る と ， 海 岸 構 造 物 が 建 設 さ れ た だ け で な く ， 局 所 的 に は 水 平 ・ 鉛
直 方 向 と も に 地 形 が 変 化 し て い る ． し た が っ て ， 水 平 ・ 鉛 直 方 向
と も に 過 去 の 地 形 を 再 現 し た 地 形 デ ー タ を 用 い て 計 算 し ， そ の 結
果 に つ い て 検 証 す べ き で あ る ．  
こ こ で は ， 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 津 波 を 再 現 す る た め ， 現
況 の 地 形 デ ー タ を 作 成 し た 後 ， 絵 図 ら 用 い て ， 現 況 地 形 を 安 政 南
海 地 震 発 生 当 時 の 地 形 デ ー タ へ と 修 正 し ，津 波 数 値 計 算 を 行 っ た ． 
( 1 )  地 形 デ ー タ の 作 成  
基 礎 と な る 地 形 デ ー タ は ， 次 の 3 つ の 方 法 を 用 い て ， 現 況 地 形
を 安 政 南 海 地 震 発 生 当 時 の 地 形 デ ー タ へ と 修 正 し た ．  
a )  絵 図 を 基 に し た 修 正  
 こ こ で の 修 正 は ， 宍 喰 の 元 庄 屋 多 田 家 に 残 さ れ た 江 戸 時 代 末 期
作 と い わ れ る 図 3 - 3 に 示 す「 宍 喰 浦 絵 図 」（ 分 間 図 ）基 づ い て 行 っ
た ． ま ず ，「 宍 喰 浦 絵 図 」（ 分 間 図 ） を ス キ ャ ニ ン グ に よ り デ ジ タ
ル デ ー タ 化 し ， S I S 上 で 現 況 の 地 図 と 重 ね 合 わ せ る ． そ の 後 ， 当
時 か ら 大 き な 地 形 の 変 化 が な い と 考 え ら れ る 山 の 谷 や 尾 根 ， さ ら
に は 海 岸 線 や 河 道 を 参 考 に 両 者 の 縮 尺 が 一 致 す る ま で 歪 を 補 正 す
る ． 最 後 に ， 縮 尺 が 一 致 し 完 全 に 重 な り 合 っ た 両 者 の 地 形 の 比 較
よ り 修 正 を 行 っ た ． す な わ ち ， 水 平 方 向 の 地 形 デ ー タ を ， 図 3 - 4
に 示 す 地 形 が 大 き く 変 化 し て い た 2 箇 所 に つ い て 修 正 し た ． 一 つ
は ，北 の 古 港 の 入 り 江 が ，現 在 は 埋 立 て ら れ て い る ( A - A ′ ) ．も う
一 つ は ， 南 の 宍 喰 川 の 河 口 部 が ， 現 在 は 港 に な っ て い る ( B - B ′ ) ．
た だ し ， 絵 図 は 平 面 で あ る た め ， 鉛 直 方 向 の 変 化 ま で 読 み 取 る こ
と は で き な い ． そ こ で ， 鉛 直 方 向 の 地 形 は ， 次 の 2 ) ， 3 ) に よ り 修
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正 し た ．  
 
 
図 3 - 4  宍 喰 浦 絵 図 （ 分 間 図 ）（ 縦 1 8 0 0 m m×横 2 7 0 0 m m）  
徳 島 県 海 部 郡 海 陽 町 多 田 家 所 蔵  制 作 者（ 不 明 ）・ 制 作 年（ 江 戸 時
代 末 期 ）（ 徳 島 県 立 文 書 館 資 料 提 供 ）  
 
：当時の古港
：現在の古港
：現在の宍喰川河口
：当時の宍喰川河口
A′
A
B′
B
A′
B′
B
A
N
 
図 3 - 5  主 な 地 形 修 正 箇 所 （ 宍 喰 浦 絵 図 （ 分 間 図 ） よ り 作 成 ，  
現 況 の 地 図 に 電 子 国 土 図 を 使 用 ）  
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b )  過 去 の 写 真 を 基 に し た 修 正  
こ こ で の 修 正 は ， 写 真 3 - 1 に 示 す 昭 和 初 期 に 撮 影 さ れ た 宍 喰 の
町 並 み と 浜 辺 の 写 真 （ 宍 喰 町 教 育 委 員 会 ， 1 9 8 6 ） に 基 づ い て 行 っ
た ． こ の 写 真 か ら ， 昭 和 初 期 ， 海 岸 線 に は 全 面 に 砂 浜 が 広 が っ て
お り ， 宍 喰 川 河 口 部 に は 砂 州 が 存 在 し ， 宍 喰 川 両 岸 に は 堤 防 と い
え る よ う な も の も 存 在 し な か っ た こ と が 見 て 取 れ る ． す な わ ち ，
鉛 直 方 向 の 地 形 デ ー タ を ， 近 代 に な っ て 整 備 さ れ た 海 岸 防 波 堤 ，
河 口 お よ び 河 川 堤 防 周 辺 部 分 に つ い て 修 正 し た ．  
 
写 真 3 - 1  昭 和 初 期  宍 喰 の 町 並 み と 浜 辺 （ 吉 田 泰 博 氏 提 供 ） 1 )  
 
 c )  町 誌 を 基 に し た 修 正  
 こ こ で の 修 正 は ，「宍 喰 町 誌 上・下 巻 」（ 宍 喰 町 教 育 委 員 会 ，1 9 8 6 ）
に 基 づ い て 行 っ た ． す な わ ち ， 鉛 直 方 向 の 地 形 デ ー タ を ， 近 代 に
な っ て 行 わ れ た 河 川 の 改 修 工 事 ， 漁 港 の 修 築 ， 埋 立 て お よ び 土 地
の 嵩 上 げ 部 分 に つ い て 修 正 し た ． 以 下 に そ の 上 で 参 考 に し た 主 な
内 容 を 示 す ． ま た ，「 」 内 は 本 文 を そ の ま ま 抜 粋 し た も の で あ る ． 
・  河 川 の 改 修 工 事 （ 宍 喰 川 ）：「 現 状 の ま ま で 拡 幅 し て 改 修 す れ
ば よ い と す る 現 状 説 に 決 定 し て 昭 和 3 7 年 度 か ら 県 営 改 修 事
業 に 着 工 さ れ た の で あ る ．」 ま た ， 宍 喰 川 改 良 工 事 図 面 も 参
考 に し た ．  
・  漁 港 の 修 築（ 宍 喰 漁 港 ）：「 漁 港 は 水 産 業 発 展 の 基 盤 で あ る が ，
以 前 宍 喰 に は 港 と い え る も の は 無 か っ た 川 口 の 潮 溜 り は ， 僅
か に 無 動 力 の 小 船 が つ な げ る 程 度 で ， 少 し 大 型 船 と も な れ ば
1 . 5 キ ロ 近 く 離 れ た 水 床 湾 に け い 船 し て お き ， 漁 業 者 は 潮 汐
往 復 し て 操 業 し な け れ ば な ら な か っ た ．」 ま た ， 昭 和 2 6 年 度
よ り 修 築 事 業 が 施 行 さ れ て か ら 現 在 ( 1 9 8 6 ) に 至 る ま で の 修 築
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お よ び 改 修 事 業 の 計 画 内 容 が 記 さ れ て お り ， そ の 中 に は ， 浚
渫 ( － 1 . 0 m ～ － 4 . 0 m ) お よ び 埋 立 て に 関 す る 記 述 も 存 在 す る ．
さ ら に ， 宍 喰 漁 港 改 修 工 事 図 面 も 参 考 に し た ．  
・  埋 立 て お よ び 土 地 の 嵩 上 げ （ 宍 喰 貯 木 場 ）：「 宍 喰 貯 木 場 は ，
吹 越 線 林 道 の 開 設 に よ っ て ， 本 町 に 搬 出 さ れ る 国 有 林 材 等 を
貯 留 す る た め に ， 俗 に 「 古 目 の タ ン ポ 」 と い わ れ た 公 有 水 面
を ，港 の 浚 渫 土 砂 を 転 用 し て 造 成 さ れ た も の で あ る ．昭 和 3 1
年 公 有 水 面 4 , 5 8 7 坪 ( 1 3 , 9 2 0 m 2 ) が 埋 立 て ら れ 町 有 地 と な っ た ．
そ の 奥 地 に 町 有 の 原 野 3 , 7 0 0 坪 ( 1 1 , 2 3 3 m 2 ) が あ り ， 低 湿 地 で
利 用 さ れ て い な か っ た の で ， 昭 和 3 3 年 春 こ れ も 浚 渫 土 砂 で
盛 立 て ， 土 地 の 嵩 上 げ が 行 わ れ た ．」 ま た ， 建 設 後 の 土 地 利
用 の 図 面 も 参 考 に し た ． な お ， 精 度 の 高 い 標 高 デ ー タ を 作 成
す る こ と が 求 め ら れ る 宍 喰 浦 集 落 の 地 盤 高 に つ い て は ，
「 1 5 1 2 年 の 永 正 の 大 津 波 後 に つ く ら れ た 街 並 み が 現 在 ま で
残 さ れ て い る 」 こ と か ら ， 現 在 の 地 盤 高 を 当 時 の 地 盤 高 と し
て 採 用 し た ．  
 
 ( 2 )  津 波 数 値 計 算 方 法  
 津 波 数 値 計 算 は ， 原 則 と し て す で に 村 上 ら （ 1 9 9 6 ） が 行 っ て い
る 手 法 に 従 っ た ．  
 a )  支 配 方 程 式  
 津 波 の 数 値 計 算 に 用 い る 支 配 方 程 式 と し て ， 水 深 の 深 い 第 1 領
域 で は 移 流 項 と 摩 擦 項 を 無 視 し た 線 形 長 波 方 程 式 ， お よ び 沿 岸 域
を 含 む 第 2 領 域 ～ 第 5 領 域 で は 移 流 項 と 摩 擦 項 を 含 む 非 線 形 長 波
方 程 式 を 用 い た ．  
 b )  計 算 領 域  
 こ こ で は ， 外 洋 で 空 間 格 子 を 粗 く ， 沿 岸 部 に 近 づ く に つ れ て 格
子 間 隔 を 細 か く す る 従 来 と 同 じ 方 法 を 用 い た ．  
 c )  粗 度  
 水 域 お よ び 陸 域 に お け る 粗 度 係 数 は ，表 3 - 1 に 示 し た M a n n i n g
の 粗 度 係 数 を 用 い て 評 価 し た ． た だ し ， 一 般 的 に は 市 街 地 等 は 粗
度 係 数 を 大 き く 与 え る ．し か し ， 1 8 5 4 年 当 時 ，来 襲 す る 津 波 に 対
し て 大 き な 抵 抗 と な る 建 物 は な か っ た も の と し て ， 市 街 地 に お い
て も 標 高 に 基 づ く 粗 度 係 数 0 . 0 2 5 を 与 え た ．  
 d )  解 析 条 件  
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本 計 算 に お け る 解 析 条 件 を 表 3 - 2 に 示 し た ． 津 波 の 波 源 モ デ ル
に は ， 1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 を 想 定 し た 相 田 （ 1 9 8 1 ） の 断 層 モ デ ル
を 用 い た ．   
 
表 3 - 1  M a n n i n gの 粗 度 係 数  
Manningの粗度係数
陸域 陸域でT.P.10m以上 0.030
陸域でT.P.10m未満 0.025
市街地 0.040
建物 0.060
水域 水域で水深5m以深 0.020
水域で水深5m以浅 0.025
地形条件
 
 
 
表 3 - 2  各 計 算 領 域 の 解 析 条 件  
第１領域
Area1
第２領域
Area2
第３領域
Area3
第４領域
Area4
第５領域
Area5
1620m 540m 180m 60m 20m
線形長波
沖 透過条件
陸 遡上
格子サイズ
底面摩擦
非線形長波
Manningの粗度係数
初期水面 T.P.+0.00m，静水面
計算時間間隔 0.1秒
再現時間 3時間
領域
基礎方程式
境界条件
隣接する領域との接続
完全反射
 
 
 ( 3 )  宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 津 波 の 再 現 性 の 検 証 資 料  
 本 数 値 計 算 で は ，再 現 性 を 向 上 さ せ る た め に ，『 震 潮 記 』を も と
に 以 下 に 記 す 資 料 に よ り 再 現 性 の 検 証 を 行 っ た ．  
 a )  津 波 の 遡 上 位 置 と そ の 浸 水 高  
 『 震 潮 記 』 に は ， 表 3 - 3， 図 3 - 6 に 示 す 宍 喰 各 所 の 津 波 の 遡 上
位 置 と そ の 浸 水 高 が 記 さ れ て い る ． こ れ よ り ， 遡 上 範 囲 と 宍 喰 各
所 の 浸 水 高 の 再 現 性 を 検 証 す る ． た だ し ， こ れ ら の 値 に つ い て は
村 上 ら （ 1 9 9 6 ） の 現 地 調 査 に よ り 観 測 値 と し て 得 て い る の で そ の
結 果 を 用 い た ． 計 算 結 果 の 良 否 の 指 標 と し て ， 相 田 （ 1 9 8 1 ） に よ
り 提 案 さ れ た ， 津 波 高 の 観 測 値 と 計 算 値 の 対 数 幾 何 平 均 値 K， お
よ び 対 数 幾 何 標 準 偏 差  を 用 い る ．  
 
表 3 - 3  宍 喰 各 所 の 遡 上 位 置 と
浸 水 高 ， 観 測 値  
地点番号 遡上位置 浸水高 観測値(m)（T.P.上）
① 古目御番所床 一丈六尺五寸 7.7
② 古目大師堂前 一丈八尺 7.9
③ 愛宕山の南手上がり口 石段二つ目まで 3.9
④ 日比原 50m手前 4.5
⑤ 鈴ヶ峯桜のもと 丁石のあたりまで 5.3
⑥ 祇園拝殿 内庭まで 3.2
⑦ 八幡石段 二つ目まで 3.6
⑧ 那佐大師堂前 一尺五寸 5.5  
 
 
 
 
図 3 - 6  宍 喰 各 所 の 遡 上 位 置
（ ⑧ は 図 外 に 位 置 ）  
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 b )  第 1 波 ～ 第 3 波 ま で の 津 波 の 挙 動  
 『 震 潮 記 』 に は ， 宍 喰 を 襲 っ た 安 政 南 海 地 震 津 波 の 第 1 波 ～ 第
3 波 ま で の 遡 上 位 置 が 以 下 の よ う に 記 さ れ て い る ．  こ れ よ り ， 津
波 の 挙 動 の 再 現 性 を 検 証 す る ．  
 「 た ち ま ち 逆 波 が 来 る こ と 3 度 、最 初 の 波 は あ め や は り 渕 辺 り ま
で 、 2 度 目 の 潮 は 正 田 薬 師 森 よ り 一 丁 （ 約 1 1 0 m ） ほ ど 下 ま で 、 川
筋 は 日 比 原 村 よ り 半 丁 （ 約 5 5 m ） ば か り 下 ま で 、 北 手 は 鈴 ヶ 峯 の
麓 ま で 押 し 寄 せ た 。・・・ 続 い て 3 度 目 の 潮 が 来 た け れ ど も 一 番 目
の 潮 く ら い の こ と で 済 み 、 こ れ よ り 続 い て 来 る 波 も な か っ た 。」  
 c )  宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深  
 『 震 潮 記 』 に は ， 図 3 - 7 に 示 す 安 政 南 海 地 震 津 波 に 襲 わ れ た 宍
喰 浦 集 落 の 被 害 と 浸 水 深 の 図 面「 宍 喰 浦 荒 図 面 」が 残 さ れ て い る ．
こ れ よ り ， 宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深 の 再 現 性 を 検 証 す る ．  
 な お ，1 8 5 4 年 の 江 戸 時 代 に 起 き た 安 政 南 海 地 震 津 波 に 関 す る 資
料 と し て 集 落 の 被 害 と 浸 水 深 が 町 並 み の 区 画 ご と に 明 確 に 残 さ れ
て い る こ と は 珍 し く ， そ の 内 容 は 津 波 工 学 的 に も 価 値 が 高 い ． ま
た ， 痕 跡 値 が 点 で あ る の に 対 し ，「 宍 喰 浦 荒 図 面 」 は 平 面 で あ り ，
さ ら に 現 在 と 同 じ く 海 岸 線 付 近 に 位 置 す る 宍 喰 浦 集 落 の 再 現 性 を
評 価 す る こ と が 可 能 と な る ．  
 そ こ で ， 図 3 - 8 よ り 「 宍 喰 浦 荒 図 面 」 に 記 さ れ た 宍 喰 浦 集 落 の
被 害 と 浸 水 深 の 関 係 を 整 理 し て お く ．「 坐 上 」 は 「 敷 地 標 高 」 プ ラ
ス 7 0 c m と 見 な せ ば ，「 一 尺 」 は 約 3 0 c m ，「 一 寸 」 は 約 3 c m で あ る
こ と よ り ， 以 下 の よ う に 換 算 で き る ． ま た ， 浸 水 深 の 語 尾 に 「 位 」
と 記 さ れ た も の に つ い て は ， 評 価 の し や す さ を 考 慮 し て 0 . 2 5 m 単
位 で 分 割 し た ．  
・  「 坐 上 四 尺 位 」 ＝ 「 浸 水 深 1 9 0 c m 位 」 ＝ 浸 水 深 約 2 . 0 m  
・  「 坐 上 三 尺 五 寸 位 」 ＝ 「 浸 水 深 1 7 5 c m 位 」 ＝ 浸 水 深 約 1 . 7 5 m  
・  「 坐 上 三 尺 位 」 ＝ 「 浸 水 深 1 6 0 c m 位 」 ＝ 浸 水 深 約 1 . 5 m  
・  「 坐 上 二 尺 位 」 ＝ 「 浸 水 深 1 3 0 c m 位 」 ＝ 浸 水 深 約 1 . 2 5 m  
・  「 坐 上 一 尺 」 ＝ 「 浸 水 深 1 0 0 c m  」 ＝ 浸 水 深 1 . 0 m  
 安 政 南 海 地 震 津 波 に 襲 わ れ た 宍 喰 浦 集 落 で は ， 被 害 と 浸 水 深 に
表 3 - 4 に 示 す 関 係 が 得 ら れ る ．  
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図 3 - 7  「 宍 喰 浦 荒 図 面 」（ 原 図 ）  
 
表 3 - 4  宍 喰 浦 集 落 の 被 害 と 浸 水 深 の 関 係  
（ 集 落 全 域 に お い て 木 造 ）  
被害区分 浸水深(H) 備考
流家 2.0ｍ≦H 坐上4尺以上
潮入家 1.0m≦H<2.0m 坐上1尺，2尺，3尺，3尺5寸
無難家 少なくとも H<1.0m 不明
 
 
 
図 3 - 8  「 宍 喰 浦 荒 図 面 」 を 改 変  
（「 徳 島 の 地 震 津 波 」（ 猪 井 他 ， 1 9 8 2 ） よ り ）  
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 ( 4 )  宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 津 波 の 再 現 性  
 a )  津 波 の 遡 上 位 置 と そ の 浸 水 高 の 再 現 性  
 数 値 計 算 よ り 得 ら れ た 最 大 水 面 高 の 分 布 を 図 3 - 9 に 示 し た ． 計
算 値 と 観 測 値 を 比 較 し た 結 果 ， 対 数 幾 何 平 均 値 K ＝ 1 . 0 0 ， 対 数 幾
標 準 偏 差 κ＝ 1 . 0 1 と な り ， 再 現 計 算 に 必 要 と さ れ る 精 度 0 . 8 ≦ K
≦ 1 . 2 ， κ≦ 1 . 6 以 内 を 満 た し ， 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た ． し か し ，
各 所 の 再 現 性 を 個 々 に 検 証 す る と ， 地 点 に よ っ て は 計 算 値 と 観 測
値 に 差 が 1 . 5 m 程 度 み ら れ た（ 表 3 - 6 参 照 ）．こ の 結 果 に つ い て は ，
本 数 値 計 算 に お い て も ， 局 所 的 に み る と こ れ 以 上 の 再 現 は 難 し い
と 考 え る ．  
 な お ， 現 在 用 い ら れ て い る 数 値 計 算 手 法 で は ， 適 切 な 初 期 波 形
が 与 え ら れ 十 分 に 細 か い 差 分 格 子 を 用 い る な ら ば ， 津 波 の 最 大 打
ち 上 げ 高 さ を 誤 差 1 5 % 以 内 で 再 現 で き る と ま で い わ れ て い る
（ S h u t o ， 1 9 8 5 ； G o t o ， 1 9 8 5 ）． 本 再 現 計 算 で は ， 最 大 打 ち 上 げ 高
さ は 古 目 大 師 堂 前 で 6 . 4 m と な り ， 観 測 値 ( 7 . 9 m ) と の 誤 差 は 1 9 %
で あ り 少 し 高 い が ， 津 波 初 期 波 形 す な わ ち 断 層 モ デ ル の 限 界 と も
い え る ． ま た ， 本 再 現 計 算 で は 最 小 空 間 格 子 を 2 0 m と し た が ， 更
に 細 か い 空 間 格 子 を 用 い れ ば 精 度 が 上 昇 す る 可 能 性 も 考 え ら れ る
が ， 遡 上 範 囲 を 良 好 に 表 現 で き て い る の で こ れ で 十 分 と す る ．  
 b )  第 1 波 ～ 第 3 波 ま で の 津 波 の 挙 動 の 再 現 性  
 第 1 波 の 再 現 図 を 図 3 - 1 0 に 示 し た ．第 1 波 の 遡 上 位 置 は『 震 潮
記 』の 記 述「 最 初 の 波 は あ め や は り 渕 辺 り ま で 」と ほ ぼ 一 致 し た ．
し た が っ て ， 第 1 波 の 再 現 の 信 頼 性 は 高 い と い え る ．  
 第 2 波 の 引 き 波 の 再 現 図 を 図 3 - 1 1 に 示 し た ．第 2 波 の 津 波 の 挙
動 に つ い て 『 震 潮 記 』 に は 「 二 度 目 の 潮 の 引 く こ と 中 磯 の 沖 一 丁
（ 約 1 0 0 m ）ほ ど 先 ま で ，た だ 1 面 の 白 浜 と な り 」と 記 さ れ て お り ，
第 2 波 の 引 き 波 が か な り 大 き か っ た こ と が 読 み 取 れ る ． こ れ は ，
本 再 現 計 算 に お い て も ， 海 底 が 広 い 範 囲 に 渡 っ て 露 出 す る 程 の 引
き 波 が 現 れ て お り ， 第 2 波 の 挙 動 に お い て も 良 好 な 再 現 性 が 得 ら
れ た と い え る ．  
 最 大 波 （ 第 3 波 ） の 再 現 図 を 図 3 - 1 2 に 示 し た ．「 震 潮 記 」 に は
「 2 度 目 の 潮 は 正 田 薬 師 森 よ り 一 丁 （ 約 1 1 0 m ） ほ ど 下 ま で 、 川 筋
は 日 比 原 村 よ り 半 丁 （ 約 5 5 m ） ば か り 下 ま で 、 北 手 は 鈴 ヶ 峯 の 麓
ま で 押 し 寄 せ た 。・・・ 続 い て 3 度 目 の 潮 が 来 た け れ ど も 一 番 目 の
潮 く ら い の こ と で 済 み 、こ れ よ り 続 い て 来 る 波 も な か っ た 。」と 記
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さ れ て お り ， 第 2 波 が 最 大 波 で あ っ た と 思 わ れ る ． 一 方 ， 本 再 現
計 算 で は ， 第 2 波 は 第 1 波 よ り も 大 き い も の の ， 第 3 波 が 最 大 波
と な っ た ． し か し な が ら ， 最 大 波 の 遡 上 位 置 と い う 点 で 検 証 す る
と 「 震 潮 記 」 の 記 述 と ほ ぼ 一 致 し た ．  
 こ れ は ， 現 在 の 断 層 モ デ ル が 断 層 面 と し て 長 方 形 で 近 似 さ れ ，
面 上 で は 一 様 に 変 位 す る も の と 仮 定 し て あ り ， ま た 断 層 面 も 主 な
破 壊 面 と し て 1 ～ 2 枚 程 度 を 考 え る と い う ，第 一 近 似 的 な も の で あ
る こ と に よ る も の と 思 わ れ る （ 相 田 ， 1 9 8 0 ）． さ ら に ， 1 8 5 4 年 当
時 に は 検 潮 所 の よ う な 津 波 の 波 形 を 記 録 す る 手 段 が な か っ た た め ，
相 田 に よ る 断 層 モ デ ル の 数 値 実 験 に お い て ， 津 波 の 挙 動 は 全 く 検
証 さ れ て い な い（ 相 田 ， 1 9 8 0 ）．断 層 モ デ ル 自 体 の 精 度 か ら い っ て
も ， 津 波 の ピ ー ク が 第 何 波 目 に 来 る か を 再 現 す る の は 困 難 で あ る
が ， 遡 上 位 置 が 再 現 で き て お り ， お お む ね 妥 当 な 結 果 が 得 ら れ た
と い え よ う ．  
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図 3 - 9  宍 喰 の 最 大 水 面 高 の 分 布 図  
 
表  3 - 5  宍 喰 各 所 の 観 測 値 と 計 算 値 （ T . P .上 ）  
地点番号 地点名 観測値(m) 計算値(m) 差 (±m)
① 古目
御番所 7.7 6.2 － 1.5
② 古目
大師堂 7.9 6.4 － 1.5
③ 愛宕山
南上り口 3.9 4.6 ＋ 0.7
④ 日比原50m手前 4.5 4.4 － 0.1
⑤ 鈴ヶ峯
桜の本 5.3 4.6 － 0.7
⑥ 祇園拝殿
内庭 3.2 4.2 ＋ 1.0
⑦ 八幡石段2つ 3.6 4.8 ＋ 1.2
－ 那佐大師堂 5.5 4.8 － 0.7  
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図 3 - 1 0  第 1 波 の 再 現 図  
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図 3 - 1 1  第 2 波 の 引 き 波 の 再 現 図  
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図 3 - 1 2  最 大 波 （ 第 3 波 ） の 再 現 図  
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 c )  宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深 の 再 現 性  
 宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深 の 再 現 図 を 図 3 - 1 3 に ，図  3 - 1 4 の「 宍
喰 浦 荒 図 面 」を 改 変 し た 図 を も と に 表  3 - 5 よ り 町 並 み の 区 画 ご と
の 浸 水 深 （ 単 位 ： m ） に 色 分 け し た 図 を 図 3 - 2 0 に 示 し た ．  
 再 現 計 算 に よ り 得 ら れ た 宍 喰 浦 集 落 の 浸 水 深 は ， 南 町 と 浜 横 町
で 2 . 0 m 以 上 ， 本 町 ， か じ 町 お よ び 寺 町 で 1 . 0 m ～ 2 . 0 m ， 愛 宕 山 の
南 手 で 2 . 0 m 以 上 （ 一 部 で 0 m ～ 2 . 0 m ） と な っ た ．「 宍 喰 浦 荒 図 面 」
（ 図  3 - 2 0）と 比 較 す る と ，愛 宕 山 の 南 手 こ そ 再 現 計 算 結 果 の 方 が
「 宍 喰 浦 荒 図 面 」 よ り も 浸 水 深 が 高 く な っ た も の の ， そ れ 以 外 の
宍 喰 浦 集 落 の 全 域 で ほ ぼ 同 じ よ う な 浸 水 深 の 広 が り が 得 ら れ た ．
特 に ， 南 町 ・ 浜 横 町 と 本 町 の 間 で 見 ら れ る 表 3 - 5 に 示 し た 流 家
( 2 . 0 m ≦ H ) と 潮 入 家 ( 1 . 0 m ≦ H ＜ 2 . 0 m ) の 境 界 が 良 く 表 現 で き て い る ．
さ ら に ，『 震 潮 記 』 の 本 文 の 記 述 「 愛 宕 山 の 北 手 は 無 潮 」 と も 一 致
し た ． 以 上 の 結 果 よ り ， 宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深 に お い て も 忠
実 に 再 現 で き た と 言 え る ．  
 な お ， 上 記 以 外 と し て ， 愛 宕 山 の 東 か ら 北 東 に お い て ， 再 現 結
果 の 方 が 「 宍 喰 浦 荒 図 面 」 よ り も 浸 水 深 が 高 く な っ て い る ． こ れ
に つ い て ，図 3 - 7 の 「 宍 喰 浦 荒 図 面 」（ 原 図 ） か ら 見 て と る こ と が
で き る よ う に ， 1 8 5 4 年 当 時 ， 愛 宕 山 の 東 手 の 御 米 蔵 が あ る 屋 敷 の
周 り を 囲 う よ う に 竹 藪 が 存 在 し て い た ． し た が っ て ， こ の 竹 藪 が
津 波 に 対 し て ど れ 程 の 効 果 を 発 揮 し た か は わ か ら な い も の の ， 防
潮 林 の よ う な 役 割 を 果 た し ， 南 方 か ら 侵 入 し て 来 た で あ ろ う 津 波
か ら ， 屋 敷 お よ び そ の 背 後 に あ た る 北 の 家 々 の 浸 水 被 害 を 軽 減 さ
せ た と 推 測 で き な く も な い ．こ の よ う に ，「 宍 喰 浦 荒 図 面 」で は 集
落 部 の 被 害 と 浸 水 深 に 加 え ， 当 時 の 町 並 み に 関 す る 詳 細 な 情 報 が
読 み 取 る こ と が で き る こ と か ら ， 再 現 性 の 適 否 に つ い て も 詳 細 な
考 察 が 可 能 と な る の で あ る ．  
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図 3 - 1 3  宍 喰 浦 集 落 に お け る 浸 水 深 の 再 現 図  
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図 3 - 1 4  宍 喰 浦 荒 図 面 （ 図  3 - 9 よ り 作 成 ）  
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3 . 3  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害
様 相  
 
3 . 3 . 1  研 究 概 要  
 1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 ( M 8 . 4 ) に お け る 徳 島 県 の 被 害 は ， こ れ ま で
猪 井 ら（ 1 9 8 2 ），村 上 ら（ 1 9 9 0 ，1 9 9 9 ），山 本 ら（ 2 0 0 1 ），大 谷 ら（ 2 0 0 5 ）
に よ り 詳 細 に ま と め ら れ ， 津 波 被 害 の 顕 著 な 県 南 部 沿 岸 域 か ら 火
災 被 害 が 多 数 発 生 し た 県 北 部 の 県 都 徳 島 市 ま で ， 被 害 発 生 メ カ ニ
ズ ム が 明 ら か に さ れ て き た ． し か し な が ら ， 県 最 北 端 に 位 置 す る
鳴 門 市 周 辺 （ こ こ で は 鳴 門 市 ， 松 茂 町 ， 北 島 町 ， 藍 住 町 東 部 と す
る ） で は ， 当 時 の 被 害 を 記 し た 歴 史 史 料 が 極 め て 乏 し い た め ， 必
ず し も 被 害 の 詳 細 が 明 ら か に さ れ て い な か っ た ．  
徳 島 県 鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 に よ る 被 害 を 記 し た 歴
史 史 料 は ，こ れ ま で『 新 収 日 本 地 震 史 料  第 五 巻  別 巻 五 ‐ ニ 』（ 東
京 大 学 地 震 研 究 所 （ 編 ）， 1 9 8 7 ） に 収 め ら れ て い た が ， か ね て か
ら 新 た な 歴 史 史 料 の 発 見 が 切 望 さ れ て い た ． そ う し た 折 ， 2 0 0 7 年
2 月 に ， 安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 被 害 状 況 を 記 し た 古 文
書 『 四 国 地 震 記 』 が 地 元 住 民 ・ 自 主 防 災 会 と 鳴 門 市 の 手 に よ っ て
発 見 さ れ た ．  
そ こ で ，1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 に よ る 徳 島 県 鳴 門 市 周 辺 の 被 害 を
記 録 し た 既 存 の 史 料 に 新 し い 史 料 を 加 え ， 鳴 門 市 周 辺 に お け る 地
震 ・ 津 波 被 害 を 抽 出 ， 整 理 し ， 震 度 分 布 を 初 め と す る 当 時 の 被 害
様 相 を 明 ら か に す る ．  
 
3 . 3 . 2  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 歴 史 史 料  
 ( 1 )  『 新 収 日 本 地 震 史 料  第 五 巻  別 巻 五 ‐ ニ 』  
 『 新 収 日 本 地 震 史 料  第 五 巻  別 巻 五 ‐ ニ 』 に 収 め ら れ て い る 徳
島 県 鳴 門 市 周 辺 の 安 政 南 海 地 震 に よ る 被 害 を 記 し た 歴 史 史 料 は ，
『 御 大 典 記 念  阿 波 藩 民 政 資 料  下 』，『 丈 六 寺 旧 記 』，『 先 祖 年 代 記 』，
『 鳴 門 市 史  上 』，『 松 茂 町 誌  上 』，『 北 島 町 史 』，『 祖 父 聞 書  昔 の 高
島 』，『 阿 波 の 地 蔵 』，『 藍 住 町 史 』 の 9 編 で あ る ． 鳴 門 市 周 辺 に お
い て は ， こ れ ま で 安 政 南 海 地 震 に よ る 被 害 状 況 の み を 対 象 と し た
歴 史 史 料 は 存 在 し て い な か っ た ．  
 ( 2 )  『 四 国 地 震 記 』  
 『 四 国 地 震 記 』は ，鳴 門 市 撫 養 町 小 桑 島 の 天 羽 家 で 発 見 さ れ た ．
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こ の 記 述 者 は ， 過 去 帳 な ど か ら ， 現 在 の と こ ろ 天 羽 氏 の 祖 先 で 当
時 医 師 だ っ た 天 羽 一 郎 と 推 測 さ れ て い る ．本 文 は ，「記 大 地 震 之 事 」
の 書 き 出 し で 始 ま り ，a )  1 8 5 4 年 1 2 月 2 3 日（ 安 政 元 年 十 一 月 四 日 ）
の 安 政 東 海 地 震 ， b )  1 8 5 4 年 1 2 月 2 4 日 （ 安 政 元 年 十 一 月 五 年 ） の
安 政 南 海 地 震 に お け る 鳴 門 市 周 辺 の 被 害 が 記 さ れ て い る ．   
 
3 . 3 . 3  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害 様 相
 安 政 南 海 地 震 に よ る 徳 島 県 鳴 門 市 周 辺 の 被 害 を 記 し た 既 存 の
『 新 収 日 本 地 震 史 料  第 五 巻  別 巻 五 ‐ ニ 』 お よ び 今 回 新 た に 発 見
さ れ た 『 四 国 地 震 記 』 を 基 に ， 当 時 の 地 名 か ら 現 在 の 住 所 に お け
る 揺 れ （ 震 度 の 推 定 ） に 加 え ， 液 状 化 現 象 ， 火 災 ， 津 波 に よ る 被
害 を 抽 出 し た ．  
な お ， 震 度 の 推 定 方 法 は ， 気 象 庁 （ 1 9 9 6 ） の 震 度 階 級 関 連 表 お
よ び 宇 佐 美 ら （ 1 9 9 4 ） の 震 度 階 解 説 表 に 基 づ い た ．  
( 1 )  震 度 分 布  
図 3 - 1 5 に ，『 新 収 日 本 地 震 史 料  第 五 巻  別 巻 五 ‐ ニ 』（ 以 下『 既
存 史 料 』と 呼 ぶ ）よ り ，図 3 - 1 6 に ，『 四 国 地 震 記 』（ 以 下『 新 史 料 』
と 呼 ぶ ） よ り 得 ら れ た 安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 震 度 分 布
を 示 す ．『 新 史 料 』 に よ り ， 主 に 鳴 門 市 を 中 心 に 1 0 地 区 余 り の 震
度 が 新 た に 明 ら か に な っ た ．  
図 3 - 1 7 に ，『 四 国 地 方 の 古 地 理 に 関 す る 調 査 報 告 書 』（ 国 土 交
通 省 四 国 地 方 整 備 局・国 土 交 通 省 国 土 地 理 院 ，2 0 0 3 ）に 基 づ く ，
1 8 9 6（ 明 治 2 9 ）年 の 鳴 門 市 周 辺 の 土 地 利 用 図（ 一 部 加 筆 ）を 示 す ．
鳴 門 市 周 辺 に お い て は ，市 街 地 化 が 進 行 し た の が 戦 後 で あ る た め ，
こ こ で は 1 8 9 6 年 の 土 地 利 用 を 1 8 5 4 年 の 安 政 南 海 地 震 時 の 土 地 利
用 と し て 扱 っ た ．  
図 3 - 1 8 に ，安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 震 度 分 布 と 土 地 利
用 を 示 す ． 鳴 門 市 周 辺 で は ， 震 度 4 か ら 6 強 ま で が 確 認 さ れ た ．
一 方 ， 宇 佐 美 （ 2 0 0 3 ） に よ る と ， 安 政 南 海 地 震 に お け る 鳴 門 の 震
度 は Ⅴ ～ Ⅵ ， 松 茂 で Ⅵ と な っ て い る ． な か で も ， 特 に 震 度 6 弱 お
よ び 6 強 が 多 く ， 多 数 の 家 屋 が 倒 壊 し て い た ． ま た ， 海 岸 沿 い や
河 川 沿 い で 震 度 が 大 き い よ う に も 見 ら れ る ． こ れ ら の 傾 向 は ， 大
谷 ら （ 2 0 0 5 ） が 求 め た 安 政 南 海 地 震 時 に お け る 徳 島 市 の 地 区 別 の
家 屋 被 害 数 で も 確 認 さ れ て い る ．し か し な が ら ，鳴 門 市 南 西 部（ 高
畑 ， 野 口 ， 松 村 ， 三 俣 ） に お い て は 山 際 で あ る に も か か わ ら ず 震
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度 が 6 強 と 大 き い ． 今 後 ， こ れ ら の 結 果 の 究 明 に は ， 当 時 の そ の
地 区 の 住 人 の 身 分 を 知 る こ と か ら 家 屋 の 耐 震 性 を 判 断 す る と い っ
た 震 度 推 定 の 見 直 し と ， そ の 地 区 に お け る 精 密 な 地 質 調 査 の 双 方
が 必 要 で あ る ．  
 
 
図 3 - 1 5  安 政 南 海 地 震 に よ る
鳴 門 市 周 辺 の 震 度 分 布  
（『 既 存 史 料 』）  
 
図 3 - 1 6  安 政 南 海 地 震 に よ る
鳴 門 市 周 辺 の 震 度 分 布  
（『 新 史 料 』）
 
 
図 3 - 1 7  1 8 9 6 年 の 鳴 門 市 周 辺 の 土 地 利 用 図  
（ 出 典 ：『 四 国 地 方 の 古 地 理 に 関 す る 調 査 報 告 書 』）  
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図 3 - 1 8  安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の  
震 度 分 布 と 土 地 利 用  
( 2 )  液 状 化 現 象  
 図 3 - 1 9 に ，『 既 存 史 料 』 お よ び 『 新 史 料 』 よ り 得 ら れ た 安 政 南
海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 液 状 化 現 象 発 生 地 点 と 土 地 利 用 を 示 す ．
『 新 史 料 』 に よ り ， こ れ ま で の 松 茂 町 ， 北 島 町 に 加 え 鳴 門 市 東 部
（ 撫 養 ， 濱 田 ） で も 液 状 化 現 象 が 発 生 し て い た こ と が 新 た に 明 ら
か に な っ た ． ま た ， 当 時 液 状 化 現 象 が 確 認 さ れ た 地 点 は ， 松 茂 町
お よ び 北 島 町 で は 水 田 ， 鳴 門 市 東 部 （ 撫 養 ， 濱 田 ） で は 塩 田 で あ
っ た こ と が わ か る ． し た が っ て ， こ れ ら の 地 点 以 外 で も 水 田 や 塩
田 の 各 地 で 液 状 化 現 象 が 発 生 し て い た こ と が 十 分 に 考 え ら れ る ．  
 ( 3 )  火 災  
図 3 - 2 0 に ，『 既 存 史 料 』 お よ び 『 新 史 料 』 よ り 得 ら れ た 安 政 南
海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 火 災 発 生 地 点 と 土 地 利 用 を 示 す ．『新 史
料 』 に よ り ， 鳴 門 市 で 新 た に 7 箇 所 の 火 災 の 発 生 が 明 ら か に な っ
た ． ま た ， 地 震 発 生 時 刻 が 午 後 5 時 で あ っ た こ と も あ り ， 倒 壊 家
屋 に 伴 う 火 災 が 少 な く と も 数 箇 所 で 発 生 し た ． し か し な が ら ， 商
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工 業 地 区 で 家 屋 が 密 集 し て い た た め ，内 町 に お い て 死 者 7 3 名 ，負
傷 者 1 3 名 を 出 し た 徳 島 市 （ 大 谷 ， 2 0 0 5 ） と は 異 な り ， 市 街 地 が
分 散 し て い た 鳴 門 市 周 辺 で は 火 災 に よ る 死 者 は な い ．  
( 4 )  津 波  
図 3 - 2 1 に ，『 既 存 史 料 』 お よ び 『 新 史 料 』 に よ り 得 ら れ た 安 政
南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の 津 波 確 認 地 点 と 土 地 利 用 を 示 す ．『新
史 料 』 に よ り ， こ れ ま で の 岡 崎 の 流 死 者 2 0 名 ， 高 島 の 溺 死 者 1
名 （ 7 歳 の 小 児 ）， 長 原 の 溺 死 者 1 名 （ 手 習 師 匠 の 妻 ）， 新 喜 来 の
溺 死 者 1 名 （ 庄 屋 の 娘 ） に 加 え ， 新 た に 撫 養 で 3 名 （ 娘 ） の 溺 死
者 が 確 認 さ れ た ． ま た ， こ の 3 名 は ， い ず れ も 地 震 に よ る 揺 れ か
ら 逃 れ よ う と 船 に 乗 っ た と こ ろ ， 大 波 が 来 て 船 が 転 覆 ， あ る い は
急 に 打 ち 上 げ ら れ 溺 死 し た 者 で あ る ． も ち ろ ん ， 山 に 逃 げ 上 っ た
者 は 助 か っ て お り ， ま さ に 現 代 に 生 き る 教 訓 と 言 え よ う ． 津 波 の
高 さ は 旧 吉 野 川 の 河 口 付 近 で 2 間 （ 約 3 . 8 m ） く ら い で あ っ た ． 当
時 ， 海 岸 沿 い に 市 街 地 は そ れ ほ ど 広 が っ て い な か っ た た め ， 津 波
の 対 象 と な っ た 者 は 少 数 で あ り ， 被 害 者 も 少 な く て 済 ん だ と 思 わ
れ る ．  
 
 
図 3 - 1 9  安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の  
液 状 化 現 象 発 生 地 点 と 土 地 利 用  
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図 3 - 2 0  安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の  
火 災 発 生 地 点 と 土 地 利 用  
 
 
図 3 - 2 1  安 政 南 海 地 震 に よ る 鳴 門 市 周 辺 の  
津 波 確 認 地 点 と 土 地 利 用  
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3 . 4  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動
 
 3 . 4 . 1  研 究 概 要  
 東 南 海 ・ 南 海 地 震 が 連 動 し て 発 生 し た 場 合 ， 津 波 に よ る 死 亡 者
は ， 避 難 意 識 が 低 い 場 合 は 約 8 , 6 0 0 人 に 上 る が ， 避 難 意 識 が 高 い
場 合 は 約 3 , 3 0 0 人 に 減 少 さ せ る こ と も 可 能 だ と 言 わ れ て い る （ 中
央 防 災 会 議 ， 2 0 0 3 ）．し か し ， 想 定 さ れ る 東 南 海 ・ 南 海 地 震 発 生 時
に ，揺 れ が 収 ま っ た 後 す ぐ に 避 難 す る 人 が 少 な い（ 4 県 平 均 4 0 . 2 % ）
こ と ， 2 0 0 4 年 東 海 道 沖 地 震 （ 避 難 率 6 % ） や 2 0 1 0 年 チ リ 沖 中 部 地
震 （ 避 難 率 3 % ） な ど ， 津 波 警 報 ・ 注 意 報 や 避 難 勧 告 が 発 表 さ れ て
も 避 難 率 が 低 い こ と が 問 題 に な っ て い る ．  
 こ れ ら の 改 善 策 を 検 討 す る う え で ， 現 在 の よ う に 津 波 に 関 す る
科 学 的 知 識 や 予 警 報 シ ス テ ム な ど の 防 災 情 報 が 無 か っ た 過 去 の 南
海 地 震 時 に お い て ， 住 民 が ど の よ う な 経 験 や 知 識 の も と に 津 波 避
難 行 動 を と っ て い た の か 検 証 し て お く こ と も 有 効 で あ る ．し か し ，
こ れ ま で の 過 去 の 南 海 地 震 時 に お け る 津 波 避 難 行 動 の 研 究 事 例 を
み る と ，宮 野 ら（ 1 9 8 8 ）に よ る 1 9 4 6 年 昭 和 南 海 地 震 津 波 に よ り 大
き な 被 害 を 受 け た 高 知 県（ 須 崎 市 ），徳 島 県（ 牟 岐 町 ，海 陽 町 浅 川 ），
和 歌 山 県 （ 田 辺 市 新 庄 町 ， 西 牟 婁 郡 す さ み 町 ） の 5 地 区 を 選 定 し
て 行 わ れ た 被 害 追 跡 調 査 し か み あ た ら な い ． 幸 い に も ， 前 々 回 の
1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 や 前 回 の 1 9 4 6 年 昭 和 南 海 地 震 に つ い て は ，
被 害 を 受 け た 先 人 達 が 古 文 書 や 体 験 談 を 残 し て く れ て お り ， そ れ
ら の 歴 史 資 料 か ら 当 時 の 津 波 避 難 行 動 の 実 態 の 一 部 を 把 握 す る こ
と が で き る ．  
そ こ で ， 有 史 以 来 幾 度 と な く 南 海 地 震 津 波 に よ り 甚 大 な 被 害 を
受 け ， 歴 史 資 料 も 豊 富 に 残 さ れ て い る 徳 島 県 を 対 象 に ， 被 災 者 に
関 す る 文 献 調 査 に よ り ， 1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 時 と 1 9 4 6 年 昭 和 南
海 地 震 時 に お け る 津 波 避 難 行 動 に つ い て 検 討 し ， 早 期 の 避 難 行 動
を 促 し た 要 因 に つ い て 考 察 を 行 っ た ．  
 
3 . 4 . 2  研 究 内 容 お よ び 方 法  
 ( 1 )  対 象 地 震 と 歴 史 資 料  
地 震 に つ い て は ， 江 戸 時 代 の 幕 末 期 に あ た る 嘉 永 7 年 ／ 安 政 元
年 （ 1 8 5 4 年 1 2 月 2 4 日 ） の 午 後 4 時 頃 に 発 生 し た 安 政 南 海 地 震
( M 8 . 4 ) と 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 翌 年 の 昭 和 2 3 年 （ 1 9 4 6 年 1 2 月 2 1
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日 ） の 午 前 4 時 1 9 分 に 発 生 し た 昭 和 南 海 地 震 ( M 8 . 0 ) を 対 象 と し
た ． 用 い た 歴 史 資 料 （ 表 3 - 6） は ， 徳 島 県 に 現 存 す る 安 政 お よ び
昭 和 南 海 地 震 に 関 す る 歴 史 資 料 5 9 編 で ， 以 下 の 3 つ の 観 点 か ら
分 析 を 行 っ た ．  
( 2 )  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時 の 死 亡 者 の 行 動  
徳 島 県 に お い て ， 安 政 南 海 地 震 で は 村 上 ら （ 1 9 9 9 ） と 井 若 ら
（ 2 0 0 8 ） に よ り 2 1 3 人 の 死 亡 者 が い た こ と ， 昭 和 南 海 地 震 で は 村
上 ら （ 1 9 9 9 ） に よ り 2 0 2 人 の 死 亡 者 が い た こ と が わ か っ て い る ．
し か し ， 全 死 亡 者 に 占 め る 津 波 が 死 因 と す る 者 の 割 合 や ど の よ う
な 津 波 避 難 行 動 の た め に 死 亡 に 至 っ た の か に つ い て は 把 握 で き て
い な い ． こ こ で は ， 文 献 調 査 か ら 徳 島 県 に お け る 安 政 ・ 昭 和 南 海
地 震 時 の 一 部 の 死 亡 者 の 行 動 に つ い て 検 討 し た ．  
( 3 )  安 政 東 海 地 震 津 波 の 体 験 と 安 政 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動
と の 関 係  
 紀 伊 水 道 か ら 四 国 に か け て の 南 方 海 域 を 震 源 と す る 安 政 南 海 地
震 が 発 生 す る 3 1 時 間 前 の 嘉 永 7 年 ／ 安 政 元 年 1 1 月 4 日 （ 1 8 5 4
年 1 2 月 2 3 日 ） の 午 前 9 時 頃 に は ， 紀 伊 半 島 東 南 部 の 熊 野 灘 か ら
遠 州 沖 ， 駿 河 湾 内 に 至 る 広 い 海 域 を 震 源 と す る 安 政 東 海 地 震
( M 8 . 4 ) が 発 生 し て い た ． 中 央 防 災 会 議 の 「 災 害 教 訓 の 継 承 に 関 す
る 専 門 調 査 会 」（ 中 央 防 災 会 議 ，2 0 0 5 ）の 報 告 書 の 中 で 都 司 は ，「 徳
島 県 の 太 平 洋 に 面 し た 海 岸 は 和 歌 山 県 の 海 岸 と は 違 っ て ， 東 南 向
き に 面 し て い る ． こ の た め ， 1 8 5 4 年 1 1 月 4 日 の 安 政 東 海 地 震 に
よ る 津 波 は か な り 大 き  な 現 れ 方 を し た ．こ の こ と が か え っ て 翌 日
の 安 政 南 海 地 震 の ト レ ー ニ ン グ と な り ， 人 的 な 被 害 の 発 生 を 減 ら
し た 面 が あ る ． 前 日 の 地 震 の 後 に 津 波 が 来 た と い う 経 験 が ， 翌 日
に 直 ち に 役 立 っ た の で あ る ．・ ・ ・ 徳 島 県 徳 島 市 南 沖 洲 ，「 蛭 子 神
社 百 度 石 」 の 碑 文 か ら は ， 大 き な 地 震 と 津 波 は 百 年 ほ ど 経 過 し た
後 に は 来 る と 気 づ い て い た 先 人 が 徳 島 に い た こ と ， 徳 島 県 由 岐 町
志 和 岐 浦 ，「 安 政 津 波 ノ 碑 」 の 碑 文 に は ， 安 政 東 海 地 震 ， 南 海 地 震
と い う わ ず か 2 日 間 に 起 き た 2 回 の 出 来 事 か ら ， 地 震 の 後 に は 津
波 が 来 る と い う 法 則 を 知 り 得 た こ と が 記 さ れ て い る ．」と 述 べ ，安
政 東 海 地 震 の 経 験 ・ 教 訓 が 翌 日 の 安 政 南 海 地 震 に 役 立 っ て い た こ
と を 指 摘 し て い る ．  
 こ こ で は ， 安 政 東 海 地 震 の 経 験 が 翌 日 の 安 政 南 海 地 震 に 役 立 っ
た こ と ， 人 的 被 害 を 未 然 に 防 い だ 事 例 を さ ら に 収 集 し ， 安 政 東 海
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地 震 津 波 の 体 験 と 安 政 南 海 地 震
時 の 津 波 避 難 行 動 と の 関 係 に つ
い て 検 討 し た ．  
 ( 4 )  昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 に
関 す る 言 い 伝 え と 津 波 避 難 行 動
と の 関 係  
 宮 野 （ 1 9 8 8 ） は ， 1 9 4 6 年 昭 和
南 海 地 震 の 被 害 追 跡 調 査 の 中 で ，
高 知 県（ 須 崎 市 ），徳 島 県（ 牟 岐
町 ，海 陽 町 浅 川 ），和 歌 山 県（ 田
辺 市 新 庄 町 ，西 牟 婁 郡 す さ み 町 ）
の 5 地 区 で 人 間 行 動 に 関 す る ア
ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ て い る ． そ
の 結 果 ， 2 8 3 人 の 回 答 者 の う ち
1 9 2 人 が 「 避 難 し た 」 と 回 答 し
て お り ， 調 査 対 象 地 区 の 住 民 の
多 く が ， 伝 承 と し て 津 波 の 危 険
性 を 十 分 認 識 し て い た こ と ， あ
ら か じ め ， 高 所 に あ る 寺 院 ・ 神
社 を 避 難 場 所 と し て 選 定 し ， そ
こ へ 逃 げ た 人 が か な り い た こ と
述 べ て い る ．  
 こ こ で は ，1 9 4 6 年 昭 和 南 海 地
震 時 に ， 当 時 の 住 民 が ど の よ う
な 内 容 の 地 震 や 津 波 に 関 す る 言
い 伝 え を 聞 い て い た の か ， ま た
そ の 言 い 伝 え を 知 っ て い た こ と
が 実 際 に 津 波 か ら の 早 期 避 難 を
促 し て い た か に つ い て 検 証 す る ．
3 2 7 編 の 体 験 談 に 登 場 す る 人 の
中 か ら ， 津 波 時 の 行 動 が 明 確 に
読 み 取 れ る 5 9 0 人 を 調 査 対 象 者
（ 表 3 - 7） と し ， 津 波 に 関 す る
言 い 伝 え と 津 波 避 難 行 動 と の 関
係 に つ い て 解 析 し た ． そ の 後 ，  
表 3 - 6  歴 史 資 料 （ 五 十 音 順 ）  
No. 書籍名
1 あの惨状を忘れない…昭和南海地震聞き取り調査
2 阿波国宍喰浦　地震・津波の記録　震潮記
3 阿波に於ける地震の研究
4 大日本地震史料
5 四国地震記
6 地震津波体験の記録「恐怖の大津波」
7 昭和南海地震体験談にみる徳島市の姿と知恵
8 新収日本地震史料
9 徳島県警察史
10 徳島県災異史
11 南海大地震～50年の記憶と教訓～
12 南海地震津波の記録「宿命の浅川港」
13 南海道地震津波の記録　海が吠えた日
14 日本地震史料
No. 地方誌名
1 相生町誌
2 藍住町史
3 阿南市史
4 阿南市史　第2巻
5 阿南市史　史料編（近世）
6 井内谷村誌
7 井川町誌
8 池田町誌　下巻
9 板野郡誌
10 石井町史　上巻
11 今津村史略
12 浦庄村史
13 大津村誌
14 海南町史　上・下巻
15 海部町史
16 海部郡誌
17 勝浦郡史
18 勝浦町前史
19 川島町史　上巻
20 北島町誌
21 木頭村誌
22 桑野村誌
23 國府町史資料
24 小松島市史　上・下巻
25 佐古郷土誌
26 貞光町史
27 佐那河内村史
28 宍喰町誌　上・下巻
29 多家良村六十二年行政誌
30 橘浦村史
31 辻風土記
32 椿村史
33 鳴門市史　上巻
34 羽ノ浦町誌　自然環境編
35 半田町誌　上巻
36 平島村史
37 日和佐町史
38 松茂町誌　上巻
39 三好町誌
40 牟岐町史
41 山川町誌
42 山城谷村史
43 由岐町史　上巻　地域編
44 由岐町史　図説通史編
45 鷲敷町史
a) 書籍
b) 地方誌
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そ れ ら の 背 景 を 知 る た め 美 波 町
の 昭 和 南 海 地 震 の 体 験 者 1 2 人
に ヒ ア リ ン グ 調 査 も 併 せ て 行 っ
た ．  
 3 . 4 . 3  安 政・昭 和 南 海 地 震 時
の 死 亡 者 の 行 動  
 徳 島 県 に お け る 安 政 南 海 地 震
時 （ 死 者 2 1 3 人 ） と 昭 和 南 海 地
震 時 （ 死 者 2 0 2 人 ） の 一 部 の 死
亡 者 の 行 動 を 把 握 す る こ と が で
き た （ 図 3 - 2 2）． ま ず ， 安 政 南
海 地 震 時 で は ， 地 震 の 揺 れ を 死
因 と す る 者 は 全 死 亡 者 の 僅 か
1 % （ 2 人 ）， 同 じ く 火 災 に 巻 き
込 ま れ た 者 は 3 4 %（ 7 3 人 ）で あ
る の に 対 し て ， 津 波 に よ る 者 は
6 5 %（ 1 3 8 人 ） で ，「 逃 げ 遅 れ ま
た は 引 き 返 し て 津 波 に 襲 わ れ
た 」 お よ び 「 舟 に 乗 り 逃 げ て 津
波 に 襲 わ れ た 」 者 が 多 く い た ．
ま た ， 昭 和 南 海 地 震 時 で も ， 地
震 の 揺 れ を 死 因 と す る 者 は 全 死
亡 者 の 2 0 % （ 4 1 人 ）， 同 じ く 火
災 に よ る 者 は 0 %（ 0 人 ）で あ る
の に 対 し て ， 津 波 に よ る 者 は 全
体 の 8 0 % （ 1 6 1 人 ） を 占 め ， 前
回 の 安 政 南 海 地 震 と 同 様 に 「 逃
げ 遅 れ ま た は 引 き 返 し て 津 波 に
襲 わ れ た 」 者 も 多 く い た ． こ の
よ う に ， 安 政 と 昭 和 の い ず れ の
南 海 地 震 に お い て も ， 津 波 に よ
っ て 亡 く な っ た 人 が 死 亡 者 の 大
半 を 占 め ， 当 時 に お い て も 津 波
避 難 行 動 に 問 題 が あ っ た こ と が
わ か る ．  
表 3 - 7  市 町 別 の 体 験 談 数 と  
調 査 対 象 者  
市町 体験談数（編） 調査対象者（人）
徳島市 119 89
小松島市 1 1
阿南市 23 49
美波町 18 35
牟岐町 83 251
海陽町 83 165
計 327 590  
 
地
震
火
災
津
波
0 50 100 150 200
安政南海地震(N=213)
昭和南海地震(N=202)
逃げ遅れまたは
引き返して
津波襲われた
舟に乗り逃げて
津波に襲われた
舟に乗っていて
津波に襲われた
建物の下敷きに
なり逃げられず
津波に襲われた
火災に巻き込ま
れた
地震による
家屋倒壊に
巻き込まれた
その他津波
によるが
行動は不明
（人）
84
41
36
0
4
4
1
3
73
0
2
13
133
20
1
3
その他地震の
揺れによるが
行動は不明
( =21
( =20
 
図 3 - 2 2  安 政・昭 和 南 海 地 震 時
の 死 亡 者 の 行 動  
 
 3 . 4 . 4  安 政 東 海 地 震 津 波 の 経
験 と 安 政 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難
行 動  
 表 3 - 8 に ， 徳 島 県 の 海 岸 線 に
位 置 す る 4 市 4 町 に お け る 安 政
東 海 地 震 ・ 安 政 南 海 地 震 に よ る
地 震 ・ 津 波 発 生 後 の 避 難 行 動 を
県 北 部 ・ 中 部 ・ 南 部 の 3 地 方 に
分 類 し て 示 す ． ま ず ， 県 南 部 の
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美 波 町 の 住 民 は ， 安 政 南 海 地 震 の 前 日 に 起 っ た 安 政 東 海 地 震 で も
地 震 発 生 直 後 に 汐 が 引 く の を み て 「 大 汐 が 入 る 」 と 家 具 類 を 土 地
の 高 い 所 へ 運 び 避 難 し て お り ， 海 陽 町 の 住 民 は 「 宝 永 地 震 の よ う
に 震 潮 が あ る か も し れ な い 」 と 地 震 発 生 直 後 に 山 上 に 避 難 し て い
た こ と は ， 当 時 こ れ ら の 地 域 で は 津 波 へ の 備 え に つ い て の 伝 承 が
あ っ た こ と 示 唆 す る も の で あ る ． ま た ， 安 政 東 海 地 震 の 約 1 ～ 2
時 間 後 に は ， 徳 島 県 の 海 岸 線 に も 津 波 が 来 襲 し た た め ， 県 中 部 お
よ び 北 部 の 住 民 も 山 へ 避 難 し ， 多 く の 者 が 翌 朝 ま で 家 に 帰 ら な か
っ た ．  
安 政 東 海 地 震 に よ る 津 波 は 「 潮 が 入 る 」 程 度 の 小 さ な 津 波 で あ
っ た が ， そ の 経 験 は 翌 日 の 安 政 南 海 地 震 に 活 か さ れ ， 県 海 岸 線 の
全 域 で 地 震 発 生 後 に 津 波 か ら の 早 期 避 難 が な さ れ ，「強 欲 な 者 は 皆
流 さ れ ，欲 を 捨 て た 者 の み 助 か っ た（ 表 3 - 6 の b ）地 方 誌 の N o . 3 7 ）」．
な か で も ， 牟 岐 町 の 出 羽 島 で は ， 住 民 が 安 政 東 海 地 震 発 生 後 に 山
に 逃 げ ， 翌 日 の 安 政 南 海 地 震 が 発 生 す る ま で 山 に 居 続 け て い た た
め 死 亡 者 は い な か っ た ．  
 3 . 4 . 5  地 震 や 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え と 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避
難 行 動 と の 関 係  
 図 3 - 2 3 に ，徳 島 県 に お け る 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動 の 概
要 を 示 す ． 地 震 後 に 早 期 避 難 し た 人 は 1 3 2 人 お り ， そ の 内 ， 死 亡
者 は ゼ ロ ， 生 存 者 は 1 3 2 人 で あ っ た ． ま た ， 生 存 者 の 中 で も ， 津
波 に 浸 か る ま た は 住 居 や 舟 に 緊 急 避 難 し た よ う に 危 険 な 目 に あ  
 
表 3 - 8  徳 島 県 に お け る 安 政 東 海 ・ 南 海 地 震 に よ る  
地 震 ・ 津 波 発 生 後 の 避 難 行 動  
地震発生後 津波発生後 地震発生後 津波発生後
山に避難 藪・山に避難
船に乗る 船に乗る
松茂町 山へ避難
船に乗る 船に乗る
小松島市 何も持たず家を飛び出す 各所に避難
阿南市 津波の来襲に備える 山に避難 牛馬に乗って逃げる
牟岐町 山へ諸道具を持ち運ぶ 諸道具も打ち捨てる
山上に避難 山口へ避難
何一つ持てず山へ避難
船に乗る 山へ避難
蒲団・食物を用意して
山に避難
家財を携え山へ避難
大事な物を山へ持ち運ぶ
県中部
県南部
鍋鎌など山へ持ち運ぶ 家財を捨て避難
海陽町 津波の来襲を察知できる
ように浜辺で火を炊く
諸道具を山上へ持ち運ぶ
安政南海地震（1854年12月24日）午後4時頃
地方 地名
県北部
鳴門市 外に避難
徳島市 門へ逃げ出す 山上に避難
美波町
家具等を土地の高い所へ
持ち運び避難
安政東海地震（1854年12月23日）午前9時頃
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っ た 人 が 1 9 人 ( 1 4 . 4 % ) あ っ た ． 一 方 ， 地 震 後 に 早 期 避 難 し な か っ
た 人 は 4 5 8 人 お り ，そ の 内 ，死 亡 者 は 2 8 人 ( 6 . 1 % ) ，生 存 者 は 4 3 0
人 で あ っ た ． ま た ， 生 存 者 の 中 で も 危 険 な 目 に あ っ た 人 が 1 3 8 人
( 3 0 . 1 % ) あ っ た ．こ の こ と か ら ，現 在 の よ う に 堤 防 や 津 波 避 難 施 設
な ど が 十 分 に 無 か っ た 当 時 に お い て も ， 地 震 発 生 後 に 早 期 避 難 す
れ ば ， 津 波 に よ り 死 亡 や 危 険 な 目 に あ う こ と は 半 減 さ せ る こ と が
で き た こ と が わ か る ．  
次 に ， 昭 和 南 海 地 震 当 時 の 地 震 や 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え を 知 っ
て い た と 確 認 で き た 8 0 人 か ら ， 2 0 種 類 の 言 い 伝 え を 抽 出 ， 整 理
す る こ と が で き た ． そ の 内 ， 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え を 知 っ て い た
の は 6 2 人 ， 1 3 種 類 で ， 内 容 を 現 象 の 一 般 性 と 確 実 性 を 考 慮 し て
“ 適 切 な も の ” と “ 不 適 切 な も の ” に 区 分 す る こ と が で き た （ 表
3 - 9）．ま た ，「言 い 伝 え を 誰 か ら 聞 い た か 」に つ い て は（ 図 3 - 2 4），
直 接 人 か ら 聞 い た 人 が 8 割 を 占 め て い た ．  
 最 後 に ，津 波 に 関 す る 言 い 伝 え と 避 難 行 動 と の 関 係 を み る と（ 図  
3 - 2 5），適 切 な 言 い 伝 え を 知 っ て い た 人 ほ ど 早 期 避 難 し た 人 の 割 合
が 高 か っ た ． こ の こ と か ら ， 津 波 に 関 す る 科 学 的 知 識 や 予 警 報 シ
ス テ ム な ど の 防 災 情 報 が 無 か っ た 当 時 は ， 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え
を 頼 り に ， 早 期 避 難 を し て い た 様 子 が 伺 え る ． ま た ， 適 切 な 言 い
伝 え を 知 っ て い な が ら 早 期 避 難 し な か っ た 人 々 の 行 動 に つ い て 整
理 し て お く と （ 表 3 - 7）， N o . 1 の よ う に 津 波 避 難 行 動 を 具 体 的 に
促 す 言 い 伝 え を 知 っ て い た 人 は 早 期 避 難 し た 人 も 多 い が ，
N o . 3 , N o . 4 の よ う に 津 波 現 象 に 関 す る こ と を 知 っ て い た も の の ，
実 際 に 津 波 を 確 認 し に 行 っ た 人 も 多 く い た ． な お ， 著 者 ら が 美 波
町 で ヒ ア リ ン グ し た 1 2 人 の 被 災 者 に よ る と ， 適 切 な 言 い 伝 え を
知 っ て い た 人 の 例 と し て は ，「大 き な 地 震 だ っ た の で 必 ず 津 波 が 来
る と 祖 父 が 言 っ た の で ， 家 族 で 直 ぐ に 近 く の 高 台 の 神 社 に 避 難 し
た た め ， 津 波 に 遭 う こ と も な か っ た 人 （ 1 人 ）」 が お り ， 不 適 切 な
言 い 伝 え を 知 っ て い た 人 の 例 と し て は ，「 地 震 発 生 後 ，家 族 に 言 わ
れ て 井 戸 の 水 を 確 か め に 行 っ た が 水 位 の 変 化 は な く ， 津 波 が 来 な
い と 思 っ て 家 の 中 で い た た め に 避 難 が 遅 れ ， 津 波 に 浸 か り 危 険 な
目 に あ っ た 人 （ 3 人 ）」 が い た ．  
以 上 の 結 果 よ り ， 災 害 文 化 と し て 地 域 に 伝 承 さ れ 続 け て い る 津
波 に 関 す る 言 い 伝 え を 防 災 情 報 と し て 活 用 す る た め に は ， ま ず 科
学 的 知 見 か ら 適 切 で か つ 具 体 的 に 避 難 を 促 す よ う に 表 現 し た も の
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を 学 び ， 伝 え て い く こ と が 重 要 で あ る こ と が わ か る ．  
 
調査対象者（590人）
早期避難した者（132人）
死亡者（0人） 生存者（132人） 死亡者（28人） 生存者（430人）
危険な目＊にあわなかった者
（113人）
危険な目＊にあった者
（19人）
危険な目＊にあわなかった者
（320人）
危険な目＊にあった者
（110人）
早期避難しなかった者（458人）
 
図 3 - 2 3  徳 島 県 に お け る 昭 和 南 海 地 震 時 の 津 波 避 難 行 動 の 概 要  
（ ＊ 津 波 に 浸 か る ま た は 住 居 や 舟 に 緊 急 避 難 し た ）  
 
表 3 - 9  昭 和 南 海 地 震 当 時 の 津 波 に 関 す る 言 い 伝 え  
した しなかった
1 大きな地震後には必ず津波が来るから早く高い所に逃げなさい 11 2
2 津波の時は山へ避難しなさい 1 1
3 大地震の後に大潮が押し寄せた（安政南海地震の津波碑） 1 1
4 大地震の後には津波が来る 3 6
16 10
5 沖の方がざわざ光っていると津波が来る 1 0
6
午前7～9時に地震，午前9時～11時に津波があった
百年後に大地震津波があり前兆がある（安政南海地震の津波碑）
5 1
7 津波が来る時は潮が引いてから押し寄せる 1 1
8 過去の地震では津波来襲までに30分から1時間あり十分避難できる 3 8
9 津波の時には位牌，宝物，米を持って逃げなさい 0 1
10 地震後空には月のような丸い物が出たら津波が来る 0 1
11 ここら辺りは土地が高く水は来ない 0 2
12 安政地震から100年目に津波が来る 0 4
13 地震が揺れたら必ず井戸の水が引くそれから津波が来る 0 8
10 26
不適切
計
区分 No. 津波に関する言い伝えの内容
早期避難（人）
適切
計
 
 
0 10 20 30 40 50
人から教えられた
家族から聞いた
津波碑で知った
学校で習った
祖先の書があった
不明
(%)
41%
32%
12%
8%
6%
1%
（N=80人）
＊
 
図 3 - 2 4  言 い 伝 え の 伝 わ り 方
の 割 合 （ ＊ 具 体 的 な 人 は 不 明 ）  
早期避難した 早期避難しなかった
0 20 40 60 80 100
P<0.05
10
(N=26)
16
(N=36) 506
10
26
適切な言い伝えを
知っていた
不適切な言い伝えを
知っていた
(%)
 
図 3 - 2 5  言 い 伝 え と 避 難 行 動
と の 関 係  
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3 . 5  地 震 ・ 津 波 碑 の 価 値 と 活 用  
 
3 . 5 . 1  研 究 概 要  
 2 0 1 1 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 で は ，1 8 9 6 年 明 治 三 陸 地 震 ，1 9 3 3
年 昭 和 三 陸 地 震 に 伴 う 津 波 に よ り 被 害 を 受 け た 地 域 に お い て ，「地
震 が あ っ た ら 津 波 に 用 心 」 や 「 此 処 よ り 下 に 家 を 建 て る な 」 な ど
と 記 さ れ た 石 碑 の 教 訓 を 活 か し て 被 害 を 免 れ た 人 も い た （ 産 経 新
聞 ， 2 0 1 1 a ， 2 0 1 1 b ）． 一 方 で ， 石 碑 建 立 か ら 時 間 経 過 に 伴 い ， 公 園
の 隅 な ど 人 目 に 触 れ な い 場 所 に 移 設 さ れ ， 役 に 立 っ て い る の か わ
か ら な い と 言 わ れ る 石 碑 も 存 在 し て い た （ 週 刊 新 潮 ， 2 0 1 1 ）．  
わ が 国 は ， 全 国 各 地 で 繰 り 返 し 地 震 ・ 津 波 災 害 を 被 っ て 来 た 歴
史 が あ り ， 多 く の 地 域 で は 先 人 達 が 建 立 し た 地 震 ・ 津 波 碑 が 現 存
し て い る （ 羽 鳥 ， 1 9 9 7； 卯 花 ， 例 え ば 1 9 9 1； 小 松 ， 2 0 0 2； 中 川 ，
2 0 0 2； 上 西 ，例 え ば 2 0 0 8 ）．近 い 将 来 ，全 国 各 地 で 大 規 模 な 地 震 ・
津 波 が 発 生 す る こ と が 予 測 さ れ て い る 中 で ， こ れ ら の 地 震 ・ 津 波
碑 を 教 材 に し 防 災 ・ 減 災 に 活 用 す れ ば ， 今 回 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖
地 震 の よ う な 減 災 効 果 が 各 地 で 得 ら れ る こ と も 期 待 さ れ る ．  
 地 震 ・ 津 波 碑 の 建 立 経 緯 に つ い て は ， 昭 和 三 陸 地 震 の 石 碑 を 対
象 に し た 首 藤 （ 2 0 0 1 ） と 大 池 ら （ 2 0 0 5 ） の 研 究 が あ る ． ま た ， 地
震 ・ 津 波 碑 の 碑 文 内 容 に つ い て は ， 羽 鳥 (例 え ば 1 9 7 8 )が 碑 文 内 容
か ら 歴 史 地 震 ・ 津 波 の 被 害 や 津 波 の 高 さ お よ び 浸 水 域 の 推 定 を し
て お り ， 北 原 （ 2 0 0 1 ） は 明 治 三 陸 地 震 お よ び 昭 和 三 陸 地 震 の 石 碑
を 対 象 に 碑 文 内 容 の 分 類 を 行 い ， 首 藤 （ 2 0 0 1 ） は 昭 和 三 陸 地 震 の
石 碑 の 碑 文 内 容 の 有 効 性 と 注 意 点 を 述 べ て い る ． さ ら に ， 地 震 ・
津 波 碑 の 伝 承 に つ い て は ， 首 藤 （ 2 0 0 1 ） と 齋 藤 （ 2 0 0 8 ） が 三 陸 沿
岸 地 方 の 石 碑 を 対 象 に そ の 問 題 点 を 挙 げ て い る ． そ の 他 ， 1 9 9 5
年 兵 庫 県 南 部 地 震 に 関 す る モ ニ ュ メ ン ト を 扱 っ た 研 究 は 幾 つ か あ
る が ， こ れ 以 上 の 地 震 ・ 津 波 碑 の 研 究 は 見 当 た ら ず ， 他 に も 全 国
各 地 に は 多 く の 地 震 ・ 津 波 碑 が 存 在 す る と 思 わ れ る が ， そ の 現 状
は 明 ら か に さ れ て い な い ．  
著 者 ら は こ れ ま で に ， 南 海 地 震 ・ 津 波 に よ り 甚 大 な 被 害 を 繰 り
返 し 受 け て 来 た 徳 島 県 に 現 存 す る 地 震 ・ 津 波 碑 を 調 査 ， 整 理 し て
来 た （ 猪 井 ら ， 1 9 8 2 ； 徳 島 県 ， 2 0 0 8 a ， 2 0 0 8 b ）． 本 研 究 で は ， 徳 島
県 に お け る 地 震 ・ 津 波 碑 （ 合 計 3 6 基 ） の 現 状 と そ れ に 期 待 さ れ
る 役 割 や 価 値 ， 保 全 や 活 用 に つ い て 調 査 し ， 考 察 を 加 え た ．  
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3 . 5 . 2  研 究 内 容 お よ び 方 法  
表 3 - 1 0 に 徳 島 県 に お け る 地
震 ・ 津 波 碑 の 一 覧 を ， 図 3 - 2 6
に そ の 対 象 地 震 別 の 割 合 を 示 す ．
1 3 6 1 年 正 平 南 海 地 震 2 基 ，1 6 0 5
年 慶 長 地 震 2 基 ，1 7 0 7 年 宝 永 地
震 5 基 ，1 8 5 4 年 安 政 南 海 地 震 1 9
基 ，1 9 4 6 年 昭 和 南 海 地 震 1 3 基 ，
1 9 6 0 年 チ リ 津 波 1 基 で ，全 体 の
約 7 6 % が 安 政 ま た は 昭 和 南 海 地
震 の 石 碑 で あ る ．  
ま ず 地 震 ・ 津 波 碑 の 建 立 者 の
意 図 や 石 碑 の 存 在 価 値 を 確 認 す
る た め に ， ① 近 年 の 石 碑 建 立 者
（ 表 3 - 1 1）か ら 建 立 意 図 を 聞 き ，
② 石 碑 の 碑 文 内 容 か ら そ の 役 割
と 価 値 に つ い て 検 討 し た ．次 に ，
地 震 ・ 津 波 碑 に 期 待 さ れ て い る
「 伝 え る 」 機 能 を 十 分 に 活 か す
た め に ， ③ 石 碑 の 「 伝 え る 」 機
能 を 「 場 所 の わ か り や す さ 」 と
「 碑 文 内 容 の わ か り や す さ 」 で
評 価 し ，ま た ，関 係 者（ 表 3 - 1 1）
か ら 石 碑 の 管 理 状 況 や ④ 石 碑 の
活 用 事 例 と 方 法 を 聞 い た ．  
 
3 . 5 . 3  地 震・津 波 碑 の 建 立 者 と
建 立 意 図  
 碑 文 か ら 徳 島 県 に お け る 地
震 ・ 津 波 碑 の 建 立 者 を 推 定 し た
（ 図 3 - 2 7）．多 い 順 に ，「団 体（ 1 6
基 ）」，「 個 人 （ 9 基 ）」，「 市 町 村
（ 7 基 ）」，「 不 明（ 4 基 ）」で あ っ
た ． 建 立 意 図 に つ い て は ， 石 碑
の 数 が 多 い こ と ， の 建 立 時 期 が  
表  3 - 1 0  徳 島 県 に お け る 地
震 ・ 津 波 碑 の 一 覧  
市町 No. 地震・津波碑の名称
対象
地震
松茂町 1 春日神社「敬諭碑」 安政
徳島市 2 蛭子神社「百度石」 安政
3 立江川排水改良事業之碑 昭和
4 立江八幡神社「農地災害復旧碑」 昭和
5 豊浦神社「石碑」 安政
6 和光神社「石碑」
昭和
チリ
7 大原「地神上棟式記念碑」 昭和
8 住吉神社「海嘯潮痕標石」 昭和
9 八幡神社　「常夜燈台石」 安政
那賀町 10 妙法寺「庚申搭」 安政
11 志和岐「震災碑」 安政
12 東由岐「康暦碑」 正平
13 東由岐「修堤碑」 安政
14 西の地「貞治の碑」 正平
15 木岐王子神社「石灯籠」 安政
16 旧旭町南海地震「記念碑」 昭和
17 「牟岐町における南海震災史碑」 昭和
18 牟岐「大震潮記念碑」 安政
19 「牟岐町南海震災記念碑」 昭和
20 出羽島観栄寺「石碑」 安政
21 出羽島観栄寺「石碑」（再建碑） 安政
22 浅川「南海津浪死没者　供養塔」 昭和
23 浅川天神社「折損鳥居」 慶長
24 浅川天神社「石碑」 安政
25 浅川天神社「石碑」（再建碑） 安政
26 浅川天神社前「南海大地震記念碑」 昭和
27 浅川観音堂「地蔵尊台石」 宝永
28 浅川観音堂「宝永之津浪」 宝永
29
浅川観音堂石段
「津波襲来地点石標」
安政
昭和
30 「震災後50年南海道地震津波史碑」 昭和
31 「津波十訓」 昭和
32 浅川御崎神社「大地震津浪記」
宝永
安政
33
浅川御崎神社「大地震津浪記」
（再建碑）
宝永
安政
34 旧熟田峠地蔵尊碑「供養塔」 安政
35 大岩「慶長・宝永地震津波碑」
慶長
宝永
36 鞆浦「海嘯記」 安政
阿南市
美波町
牟岐町
海陽町
小松島市
　（注）　表中の対象地震において，正平は1361年正平南海地震，
　　　　　慶長は1605年慶長地震，宝永は1707年宝永地震，安政
　　　　　は1854年安政南海地震，昭和は1946年昭和南海地震，
　　　　　チリは1960年チリ津波を指す．
　　　　　また，長願寺「扁額」（佐那河内村），浅川千光寺「大地
　　　　　震津浪記」扁額（海陽町），宍喰「南海地震津波最高潮位
　　　　　石標」（海陽町）は除いた．
 
51 
 
正平南海地震
慶長地震
宝永地震
安政南海地震
昭和南海地震
チリ津波
0% 20% 40% 60% 80% 100%
2 18 13 12 4
 
図 3 - 2 6  徳 島 県 に お け る 地 震・津 波 碑 の 対 象 地 震 別 の 割 合 ( N = 4 1 )  
（ 注 ） 1 基 に 複 数 の 地 震 が 記 さ れ て い る 場 合 は 個 々 に 数 え た ．  
古 い こ と ， さ ら に 大 半 の 建 立 者
の 方 が 亡 く な っ て い る こ と か ら ，
直 接 話 が 聞 け た の は 次 の 3 名 の
方 の み で あ る ．  
a )  鵠 和 光 神 社 「 石 碑 」（ 岡 部
文 氏 ， 1 9 9 2 年 1 0 月 1 0 日 建 立 ）  
岡 部 氏 は ， 第 二 次 世 界 大 戦 後 ，
昭 和 南 海 地 震 津 波 ， チ リ 津 波 と
2 度 に わ た っ て 甚 大 な 被 害 に 遭
い ， こ の 悲 惨 な 体 験 を 子 や 孫 に
伝 え 残 し た い と 思 い ，「存 在 感 が
あ る こ と 」，「 見 た 人 の 印 象 に よ
く 残 る こ と 」，「 将 来 に わ た っ て
残 る こ と 」，「 県 南 に は 地 震 ・ 津
波 碑 が 沢 山 あ る が 橘 町 内 に は 1
基 も な い こ と 」な ど の 理 由 か ら ，
自 費 で 石 碑 を 建 立 す る こ と に し
た ．設 置 場 所 は ，「 公 民 館 や 県 道
の 傍 に あ り お 参 り や お 祭 り で 人
目 に 付 く 機 会 が 多 い こ と 」，「 土
地 の 所 有 者 の 了 解 が 得 や す く 将
来 に わ た り 管 理 が し 易 い こ と 」
の 理 由 か ら 選 ん だ ．  
 b )  「 牟 岐 町 に お け る 南 海 震 災
史 碑 」（ 中 山 清 氏 ， 1 9 9 6 年 1 2 月
2 1 日 建 立 ）  
 中 山 氏 ら が 呼 び か け ， 南 海 地  
表 3 - 1 1  ヒ ア リ ン グ 対 象 者  
県市町 対象者
徳島県 危機管理課　担当職員
総務課　担当職員
松茂町歴史民俗資料館　松下師一氏
徳島市 危機管理課　担当職員
防災安全課　担当職員
小松島市史風土記編集委員　立花秀夫氏
市民安全局　担当職員
鵠津波を語り継ぐ会　岡部文氏
那賀町 地域防災課　担当職員
消防防災課　担当職員
美波町文化保護審議会　真南卓哉氏
総務課　担当職員
牟岐町南海道地震津波の記録を残す会　中山清氏
海陽町町長　五軒家憲次氏
企画防災課　担当職員
海陽町立博物館　郡司早直氏
元浅川小学校元校長　太田光治氏
元浅川小学校　上田好美教諭
『震潮記』現代語訳者　田井晴代氏
松茂町
海陽町
美波町
阿南市
小松島市
牟岐町
 
 
震 津 波 の 体 験 者 の 記 録 を 後 世 に
残 し ， 将 来 必 ず 起 き る 地 震 津 波
へ の 教 訓 と す る こ と を 目 的 に ，
「 牟 岐 町 南 海 道 地 震 津 波 の 記 録
を 残 す 会 」 発 足 し ， そ の 事 業 の
中 で 昭 和 南 海 地 震 5 0 周 年 に 町
費 で 石 碑 を 建 立 し た ． 設 置 場 所
は ，「 人 目 に 付 き 易 い と い う こ
と 」 で 役 場 前 や 駅 前 が 適 当 と の
意 見 も 出 た が ，「子 ど も た ち の 目
に 付 き 易 い こ と 」，「 町 内 で 昭 和  
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団体 個人 市町 不明
0% 20% 40% 60% 80% 100%
16 9 7 4
 
図 3 - 2 7  徳 島 県 に お け る 地 震 ・ 津 波 碑 の 建 立 者 別 の 割 合 ( N = 3 6 )  
（ 注 ） 建 立 者 が 複 数 の 場 合 は 「 団 体 」 と し た ．  
 
犠牲者の供養
復興，再建の記念
地震・津波の様相
教訓とする行動
0% 40% 60% 80% 100%
1
1
13
2
1
2 2
1
1
3
5 99
4
20%
正平南海地震(N=2)
慶長地震(N=2)
宝永地震(N=5)
安政南海地震(N=24)
昭和南海地震(N=21)
 
図 3 - 2 8  徳 島 県 に お け る 地 震 ・ 津 波 碑 の 碑 文 内 容 の 割 合 (N = 5 4 )  
（ 注 ） 1 基 に 複 数 の 碑 文 内 容 が 記 さ れ て い る 場 合 は 個 々 に 数 え た ．  
 
南 海 地 震 に よ る 被 害 が 一 番 大 き っ た 旭 町 が 見 え る こ と 」 な ど の 理 由 で ，
児 童 公 園 内 に 決 定 し た ．   
 c )  「 震 災 後 5 0 年 南 海 道 地 震 津 波 史 碑 」，「 津 波 十 訓 」（ 五 軒 家 憲 次 氏 ，
1 9 9 6 年 1 2 月 2 1 日 建 立 ）  
昭 和 南 海 地 震 津 波 か ら 5 0 周 年 の 記 念 事 業 と し て ，町 内 の 南 海 地 震 津 波
の 被 災 史 と 津 波 の 心 得 を 日 頃 か ら 町 民 に 広 く 啓 発 す る こ と を 目 的 に 建 立
し た ．設 置 場 所 に は ，「 多 く の 町 民 の 目 に 付 く こ と 」か ら ，県 道 沿 い で か
つ 浅 川 湾 に 面 し た 海 南 庁 舎 浅 川 出 張 所 前 広 場 を 選 ん だ ．  
 以 上 ， 近 年 に な り 建 立 さ れ た 地 震 ・ 津 波 碑 に は ， 地 震 ・ 津 波 の 体 験 の
記 録 を 後 世 に 残 し ， 将 来 必 ず 起 き る 地 震 ・ 津 波 へ の 教 訓 と す る 目 的 が あ
り ， 石 碑 を 選 ん だ 理 由 に は ， 書 籍 な ど よ り 「 存 在 感 が あ る こ と 」，「 多 く
の 人 の 目 に 付 く こ と 」，「 将 来 に わ た り 残 る こ と 」 な ど が あ る こ と が わ か
っ た ．  
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 d )  そ の 他 の 石 碑  
徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 に 記 さ れ た 碑 文 内 容 は ， 次 の 4 種 類 に 分 類 で き
た （ 図 3 - 2 8）． 多 い 順 に ，「 地 震 ・ 津 波 の 様 相 （ 2 7 基 ）」，「 教 訓 と す る 行
動 （ 1 3 基 ）」，「 犠 牲 者 の 供 養 （ 8 基 ）」，「 復 興 ， 再 建 の 記 念 （ 8 基 ）」 で あ
っ た ． こ れ よ り ， 多 く の 徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 は ， 後 世 の 人 の た め に 今
回 の 災 害 の 様 相 や 教 訓 を 書 き 残 し ， 二 度 と こ の よ う な 悲 惨 な 目 に 合 わ な
い よ う に と い う 意 図 で 建 立 さ れ た こ と が 伺 え る ．  
 
3 . 5 . 4  地 震 ・ 津 波 碑 の 役 割 と 価 値  
 徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 に 記 さ れ た 「 地 震 ・ 津 波 の 様 相 」 に は ， そ の 地
域 で の 被 害 数 や 津 波 高 を 知 る 唯 一 無 二 の 史 料 で あ る 碑 も 数 基 あ り ， こ れ
ら は 学 術 的 な 価 値 も 非 常 に 高 い ．  
ま た ， 徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 に 記 さ れ た 「 教 訓 と す る 行 動 」 に は （ 表
3 - 1 1），多 い 順 に ，「 津 波 か ら 逃 げ ろ（ 9 基 ）」，「 船 に 乗 る な（ 4 基 ）」，「 避
難 所 に 備 蓄 品 を 確 保 し て お け （ 2 基 ）」，「 避 難 路 を 作 っ て お け （ 2 基 ）」，
「 火 の 元 に 気 を つ け ろ（ 1 基 ）」な ど 時 代 を 超 え て 現 在 の 防 災 対 策 に も 共
通 す る も の が あ り ，防 災 教 育 教 材 と し て の 価 値 も 高 い ．た だ し ，「大 地 震
の 折 に は ，必 ず 前 に 前 兆 が あ る で ，・・・ 」な ど 不 適 切 も の も あ り ，こ れ
ら は 内 容 を 改 め ， 正 し く 伝 え る 必 要 が あ る ．  
 さ ら に ，徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 の 中 に は ，日 本 最 古 と も 言 わ れ る 1 3 6 1
年 正 平 南 海 地 震 の 石 碑 な ど 大 変 古 い も の も あ り ， 災 害 文 化 財 と し て の 価
値 も あ る ． 2 0 1 1 年 5 月 末 現 在 ， 4 基 が 町 指 定 文 化 財 ， 2 基 が 町 準 指 定 文
化 財 ， 1 基 が 市 民 遺 産 に 指 定 さ れ て い る ．  
 
3 . 5 . 5  地 震 ・ 津 波 碑 の 「 伝 え る 」 機 能 と 管 理  
 ( 1 )  「 伝 え る 」 機 能  
 三 陸 沿 岸 地 域 に あ る 「 此 処 よ り 下 に 家 を 建 て る な 」 と 記 さ れ た も の や
津 波 到 達 地 点 を 示 す も の ， ま た ， 一 目 で わ か る と い っ た 地 震 ・ 津 波 碑 の
特 徴 を 活 か す た め に は ，設 置 場 所 や 管 理 方 法 な ど に 配 慮 す る 必 要 が あ る ． 
 表 3 - 1 2 に 地 震・津 波 碑 の「 伝 え る 」機 能 の 現 状 に つ い て 評 価 し た 結 果
を 示 す ． 先 ず ，「 場 所 の わ か り や す さ 」 に つ い て は ，「 街 路 な ど に あ り 人
目 に 付 く 」 も し く は 「 人 目 に 付 か な い が 場 所 を 示 す 標 識 が あ る 」 石 碑 は
全 体 の 約 4 2 %（ 1 5 基 ） で あ っ た ． 一 方 ，「 寺 社 の 奥 や 街 路 か ら 離 れ て い
て 人 目 に 付 か な い 」石 碑 は 全 体 の 約 5 8 %（ 2 1 基 ）で ，そ の 内 の 約 6 7 %（ 1 4
基 ）が 昭 和 南 海 地 震 以 前 に 建 立 さ れ た 石 碑 で あ っ た ．次 に ，「碑 文 内 容 の  
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表  3 - 1 1  徳 島 県 に お け る 地 震・津 波 碑 の「 教 訓 と す る 行 動 」の 碑 文 内 容
( N = 2 0 )  
要約 基数 対象地震 No. 碑文内容の抜粋
宝永地震 35 大地震が発生したら，津波は来るものだと思って，津波を避けるべき．
11
地震が起こり潮が高くなると，必ず津波が押し寄せて来るから，その時
は油断しないよう，石に彫る．
15 大地震の折は油断ないようあらかた記しておく．
18 天変地異の兆候にあえば油断せず避難をすることが肝要である．
24,25
大地震ゆる時は必ず油断するべきではないと後世へ心得を伝えるため之
を建てる．
36
このような変にあえば迅速に逃げて命を落とさないとの構えならば，こ
れは惻穏の至誠というべきなり．
16 大地震の直後津波の来襲を心すべきである．
31 「津波警報」が出れば，直ちに近くの高いところへ避難せよ．
2 必ず船には乗ってはいけない．
32,33
船に乗ったら助からないことを，後の世の人が心得るためにここに書き
残しておく．
昭和南海地震 31 湾内では直ちに下船し緊急避難せよ．
安政南海地震 32,33 山道は年々作っていくべき．
昭和南海地震 31 わが家の緊急時の避難道，避難場所を日頃より定めておけ．
安政南海地震 32,33
大地震の折には，必ず前に前兆があるので，山上へ仮小屋をたて，食
料，日用品を運んでおくこと．
昭和南海地震 31 非常時の最小限の特出品の準備を日頃よりおこたるな．
火の元に気をつけろ 1 安政南海地震 2 こころを静め火の元に気をつけることも肝要．
避難路を確保しておけ 3
備蓄しておけ 3
津波から逃げろ
船に乗るな
安政南海地震9
昭和南海地震
4
安政南海地震
 
 
表  3 - 1 2  徳 島 県 に お け る 地 震 ・ 津 波 碑 の  
「 伝 え る 」 機 能 の 評 価 (N = 3 6 )  
寺社の奥や街路から離れていて人目に付
かない
6 ／ 0 4 ／ 4 4 ／ 3 14 ／ 7
人目に付かないが場所を示す標識がある 0 ／ 0 0 ／ 0 1 ／ 0 1 ／ 0
街路などにあり人目に付く 2 ／ 0 1 ／ 1 3 ／ 7 6 ／ 8
8 ／ 0 5 ／ 5 8 ／ 10 21 ／ 15
（昭和南海地震以前 ／ 昭和南海地震以後）の建立された時期で区別
文字の判別はでき
るが解説がない
現代語の表記また
は解説がある
碑文
合計
合計
場所
傷んで文字の判別
ができない
 
 
わ か り や す さ 」に つ い て は ，「現 代 語 訳 も し く は 解 説 が あ る 」石 碑 は 全 体
の 5 0 %（ 1 8 基 ） で あ っ た ． 一 方 ，「 傷 ん で 文 字 の 判 別 が で き な い 」 あ る
い は「 文 字 の 判 別 は で き る が 解 説 が な い 」石 碑 は 全 体 の 5 0 %（ 1 8 基 ）で ，
そ の 内 の 約 7 2 %（ 1 3 基 ）が 昭 和 南 海 地 震 以 前 に 建 立 さ れ た 石 碑 で あ っ た ．
設 置 場 所 あ る い は 碑 文 解 読 に 問 題 が あ る 石 碑 は 全 体 の 約 7 2 %（ 2 6 基 ）に
も 上 り ， 石 碑 に 期 待 さ れ る 「 多 く の 人 に わ か り や す く 伝 え る 」 と い っ た
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機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ て い る 石 碑 は 全 体 の 約 2 8 %（ 1 0 基 ） で あ っ た ．  
「 伝 え る 」 機 能 を 高 め る 取 り 組 み に は ， 海 陽 町 御 崎 神 社 「 大 地 震 津 浪
記 」 の よ う に ， 風 化 が 激 し く 碑 文 が 読 み 取 れ な い 旧 碑 を 復 元 し ， 再 建 碑
を 建 立 し た こ と や （ 写 真 3 - 2）， 海 陽 町 浅 川 観 音 堂 「 宝 永 ノ 津 浪 」 の よ う
に ， 観 音 堂 内 に あ っ て 普 段 は 見 ら れ な い 地 蔵 尊 台 石 に 記 さ れ た 碑 文 を 記
し た 石 碑 を 人 目 に 付 く 場 所 に 再 建 し た 例 も あ っ た ． ま た ， 新 た に 石 碑 を
建 立 す る 予 算 や 場 所 が な い 場 合 で あ っ て も ， 現 代 語 訳 に よ る 解 説 や 所 在
場 所 を 示 す 標 識 を 設 置 す る こ と で 「 伝 え る 」 機 能 が 格 段 に 高 め ら れ た 例
も あ っ た （ 写 真 3 - 3）．  
( 2 )  管 理  
図 3 - 2 9 に 徳 島 県 に お け る 地 震・津 波 碑 の 管 理 者 を 示 す ．石 碑 の 管 理 者
は 多 い 順 に ，「寺 社・神 社（ 約 4 4 %）」，「市 町（ 約 2 8 %）」，「地 域（ 約 1 9 %）」，
「 不 明（ 約 8 %）」で あ っ た ．定 期 的 に 清 掃 が 行 わ れ て い る 碑 も あ る 半 面 ，
草 む ら の 中 に 埋 没 し て い る よ う に 放 置 さ れ て い る 石 碑 も あ っ た ． 徳 島 県
の 地 震 ・ 津 波 碑 の 多 く が 「 個 人 」 や 「 団 体 」 に よ っ て 建 立 さ れ て い る こ
と を 考 え る と （ 図 3 - 2 7）， 住 民 が 自 ら 地 域 の 地 震 ・ 津 波 碑 の 役 割 や 価 値
に 気 付 き ，自 主 的 な 管 理 が 行 わ れ る こ と が 望 ま し い ．「牟 岐 町 に お け る 南
海 震 災 史 碑 」 の 建 立 者 の 中 山 清 氏 は ， 町 内 小 中 学 生 の 夏 休 み の 自 由 研 究
の 教 材 と し て 石 碑 を 使 い ， 生 徒 ら と 共 に 清 掃 や 読 み づ ら く な っ た 文 字 の
色 入 れ な ど を し て い る ．  
 
3 . 5 . 6  地 震 ・ 津 波 碑 の 活 用  
 ( 1 )  自 治 体 の 取 り 組 み  
 徳 島 県 で は 2 0 0 9 年 度 に ，県 民 の 防 災 意 識 の 向 上 を 目 的 と し て ，著 者 ら
と 協 働 で ，『南 海 地 震 を 知 る ～ 島 県 の 地 震・津 波 碑 』（ 徳 島 県 ，2 0 0 8 a，2 0 0 8 b）
を 作 成 し ， 県 の H P 上 で の 公 開 ， 寄 り 合 い 防 災 講 座 や 各 種 イ ベ ン ト で 紹
介 し て い る ． ま た ， 2 0 1 0 年 度 に は ， 徳 島 県 の 地 震 ・ 津 波 碑 を 取 り 上 げ た
防 災 教 育 教 材「 津 波 碑 か ら 学 ぶ・と く し ま 地 震 の 歴 史 」( D V D )を 作 成 し ，
2 0 1 1 年 度 か ら 県 内 の 小 中 学 校 の 防 災 教 育 で 使 用 さ れ て い る ．  
 ( 2 )  小 中 学 高 の 取 り 組 み  
地 震 ・ 津 波 碑 が 多 い 徳 島 県 南 部 の 海 陽 町 ， 牟 岐 町 ， 美 波 町 の 一 部 の 小 中
学 校 で は ， 防 災 教 育 の 教 材 と し て 地 域 の 地 震 ・ 津 波 碑 を 活 用 し て い る ．  
 な か で も 海 陽 町 浅 川 小 学 校 （ 2 0 1 1 年 度 よ り 海 南 小 学 校 と 併 合 ） で は ，
毎 年 全 校 で 町 内 の 避 難 場 所 巡 り を 行 っ て お り ， 著 者 ら が 碑 文 内 容 を 指 導
し た 「 津 波 十 訓 」 の 前 で は 高 学 年 の 生 徒 が 低 学 年 の 生 徒 に 碑 文 を 読 み 聞  
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写 真  3 - 2  海 陽 町 浅 川 御 崎 神 社 「 大 地 震 津 浪 記 」  
（ 左 ： 旧 碑 ， 右 ： 再 建 碑 ）  
 
 
写 真  3 - 3  美 波 町 志 和 岐 「 震 災 碑 」  
 
か せ て い る（ 写 真  3 - 4）．そ の 結 果 ，生 徒 の 碑 文 の 内 容 理 解 が 深 ま り ，保
護 者 に も 伝 え て い る よ う で ， そ の 内 容 が 広 が り つ つ あ る こ と が 伺 え る ．
ま た ， 夏 休 み に は ， 海 陽 町 教 育 委 員 会 が 主 催 で ， 町 内 の 小 学 生 を 対 象 に
町 内 の 文 化 財 巡 り が 実 施 さ れ て お り ，「震 災 後 5 0 年 南 海 道 地 震 津 波 史 碑 」
と 「 津 波 十 訓 」 の 前 で は ， 昭 和 南 海 地 震 津 波 の 体 験 者 で あ り 元 浅 川 小 学
校 校 長 が 碑 文 内 容 や 体 験 談 を 生 徒 に 語 り 伝 え ， さ ら に ， 安 政 と 昭 和 の 南
海 地 震 の 津 波 到 達 点 を 示 す 浅 川 観 音 堂 石 段 「 津 波 襲 来 地 点 石 標 」 の 前 で
は ， 過 去 の 津 波 の 遡 上 高 さ を 教 え て い る ． こ れ ら の 指 導 者 に 使 用 し て い
る 地 震・津 波 碑 の 教 材 の 特 徴 に つ い て 尋 ね る と ，「小 中 学 生 で も 碑 文 が 読
め る こ と 」，「 内 容 が 理 解 し 易 い こ と 」，「 訪 れ 易 い 場 所 に あ る こ と 」 が 挙
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げ ら れ た ．  
 
寺社・神社 市町 地域 不明
0% 20% 40% 60% 80% 100%
16 10 7 3
 
図  3 - 2 9  徳 島 県 に お け る 地 震 ・ 津 波 碑 の 管 理 者 ( N = 3 6 )  
 
 
写 真  3 - 4  碑 文 の 読 み 聞 か せ を 行 う 生 徒 （ 撮 影 ： 浅 川 小 学 校 ）  
 
 
3.6 結言  
 
第 3 章 で は ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス の 内 ， ④ 災 害 と
地 域 継 承 の 歴 史 の 整 理 に つ い て ， 徳 島 県 を 対 象 地 域 と し て ， 歴 史 地 震 ・
津 波 の 被 災 様 相 と 災 害 対 応 を 明 ら か に し た ．具 体 的 に は ，1 )  海 陽 町 宍 喰
地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 余 震 の 特 性 と 津 波 の 再 現 ，2 )  鳴 門 市
周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害 様 相 ， 3 )  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時
の 津 波 避 難 行 動 ， 4 )  地 震 ・ 津 波 碑 の 価 値 と 活 用 に つ い て 調 査 し ，現 在 へ
の 教 訓 に つ い て も 考 察 を 加 え た ．  
 
1 )  海 部 郡 海 陽 町 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 余 震 特 性 に つ い て ，宍 喰 で
は ，安 政 南 海 地 震 発 生 前 日 の 安 政 東 海 地 震 発 生 日 に ，中 揺 り が 3 回 あ
り ，津 波 が 宍 喰 川 ま で 遡 上 し た ．翌 日 の 南 海 地 震 発 生 日 よ り 約 1 年 間
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に わ た る 余 震 の 実 態 を 明 ら か に し た ．そ の 年 の 1 2 月 3 0 日 に は ，宍 喰
で 大 揺 り が 1 回 記 録 さ れ て い る が ，そ れ 以 外 の 余 震 は な か っ た ．一 方 ，
こ の 日 宇 佐 で は 2 3 5 回 の 揺 れ が 記 録 さ れ て お り ， 翌 年 1 月 も 4 4 2 回 ，
2 月 に も 1 3 4 回 の 余 震 が 記 録 さ れ て い る ．宍 喰 と 大 き く 異 な る そ の 原
因 に つ い て は ，今 後 の 課 題 で あ る こ と を 指 摘 し た ．ま た ，海 部 郡 海 陽
町 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 津 波 の 再 現 に つ い て ，田 井 久 左 衛 門 が
安 政 南 海 地 震 津 波 に 襲 わ れ た 宍 喰 に つ い て 書 き 残 し た 津 波 の 浸 水 図
や 津 波 の 遡 上 位 置 を 基 に ，津 波 数 値 計 算 を 行 い ，当 時 の 津 波 の 挙 動 が
再 現 で き た ．  
2 )  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 被 害 様 相 に つ い て ，震 度 は ，
局 所 的 に 震 度 4 か ら 6 強 ま で が 確 認 さ れ ，な か で も 震 度 6 弱 お よ び 6
強 が 多 か っ た ．液 状 化 現 象 は ，鳴 門 市 ，松 茂 町 ，北 島 町 で 確 認 さ れ た ．
こ れ ら の 地 域 は ，当 時 塩 田 地 や 水 田 地 で あ っ た ．火 災 は ，午 後 5 時 と
い う 地 震 発 生 時 刻 と 多 数 の 倒 壊 家 屋 の 発 生 が 重 な り ， 1 0 箇 所 余 り で
発 生 し て い た ．し か し な が ら ，火 災 に よ る 死 者 は 発 生 し て い な い ．津
波 は ，鳴 門 市 お よ び 松 茂 町 の 海 岸 線 や 旧 吉 野 川 沿 い で 確 認 さ れ た ．ま
た ，地 震 の 揺 れ か ら 逃 れ よ う と 船 に 乗 っ た 者 の 中 に は 流 死 し た 者 も あ
っ た ．  
3 )  安 政・昭 和 南 海 地 震 時 の 被 災 者 の 行 動 か ら ，過 去 の 南 海 地 震 に お い て
も 全 死 亡 者 の 6 割 以 上 が 津 波 に 起 因 し ，ま た ，逃 げ 遅 れ 引 き 返 し て 津
波 に 襲 わ れ る 者 も 多 か っ た こ と か ら ，現 在 と 同 様 に 津 波 避 難 行 動 に 問
題 が あ っ た こ と が わ か っ た ．安 政 東 海 地 震 で も 津 波 へ の 備 え に つ い て
の 伝 承 が あ っ た 地 域 で は ，地 震 発 生 直 後 に 山 な ど の 高 い 所 に 津 波 避 難
し て い た こ と が 確 認 で き た ．ま た ，安 政 東 海 地 震 時 で の「 小 さ な 津 波 」
の 経 験 を 活 か し ，翌 日 の 安 政 南 海 地 震 津 波 時 ，早 期 避 難 を し た 人 々 が
多 く い た こ と を 見 出 す こ と が で き た ．昭 和 南 海 地 震 時 ，津 波 か ら 早 期
避 難 し た こ と に よ り ，死 亡 や 危 険 な 目 に あ っ た 人 を 半 減 す る こ と が で
き て い た こ と が わ か っ た ．ま た ，早 期 避 難 を 促 し た 要 因 に は ，津 波 避
難 行 動 を 具 体 的 に 促 す 言 い 伝 え を 知 っ て い た こ と が あ る こ と を 示 す
こ と が で き た ．  
4 )  地 震・津 波 の 体 験 の 記 録 や 教 訓 を 後 世 に 伝 え る た め の 媒 体 と し て 石 材
が 使 わ れ た 理 由 に は ，「 存 在 感 が あ る こ と 」，「 多 く の 人 の 目 に 付 く こ
と 」，「将 来 に わ た り 残 る こ と 」が あ る こ と が わ か っ た ．徳 島 県 の 地 震・
津 波 碑 に は ，① 学 術 的 資 料 ，② 防 災 教 育 教 材 ，③ 災 害 文 化 財 の 3 つ の
価 値 が 認 め ら れ た ．徳 島 県 の 地 震・津 波 碑 の 約 7 0 %が ，設 置 場 所 や 碑
59 
 
文 解 読 に 問 題 が あ り ，「 伝 え る 」 機 能 が 著 し く 低 め ら れ て い た ． 一 方
で ，再 建 碑 を 建 立 す る ，も し く は ，現 代 語 訳 に よ る 解 説 や 所 在 場 所 を
書 い た 標 識 を 設 置 し て い る 石 碑 も あ り ，今 後 も 積 極 的 に 保 全 策 を 講 じ
て い く 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．自 治 体 や 小 中 学 校 で の 地 震・津 波
碑 の 活 用 事 例 を 収 集 す る こ と が で き た ．今 後 ，石 碑 の 持 つ「 多 く の 人
に わ か り や す く 伝 え る 」特 徴 に 着 目 し ，保 全 ・ 活 用 が な さ れ れ ば ，徳
島 県 で も 有 用 な 防 災 教 育 教 材 に な り 得 る と 思 わ れ る ．  
5 )  歴 史 地 震 を ひ も 解 い て み る と ， 古 く か ら 「 逃 げ る 」 こ と に 失 敗 し て ，
多 く の 命 が 失 わ れ て き た こ と が わ か る ． ま た そ の 無 念 さ か ら 後 世 に
「 逃 げ る 」こ と に の 大 切 さ を 伝 え よ う と 石 碑 に も 言 葉 が 刻 ま れ て い る ．
東 日 本 大 震 災 で も ，残 さ れ た 者 た ち は そ れ を 教 訓 と し て ，伝 え ，地 域
の 文 化 と し て い た 所 で は ，被 害 が 少 な く ，そ れ を 忘 れ ，油 断 し て い た
人 た ち は 命 を 落 と し た よ う で あ る ． 災 害 の 地 位 特 性 を 理 解 し ， 生 活 ，
行 動 で き れ ば ，“ 震 災 ” と い わ れ る よ う な 大 規 模 な 災 害 に は な ら な い
と い う こ と を 歴 史 地 震 の 記 録 は 示 唆 し て い る ．  
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第 4 章  徳島県における事前復興まちづく
り計画の立案の実践  
 
 
4.1 緒言  
 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス の 内 ， ① 住 民 か ら の 発 意 ， ②
地 域 の 骨 格 ， 魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整 理 ， ③ 地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽 出
と 共 有 化 （ こ の 時 ， 未 成 年 の 意 見 も 尊 重 す る ） に つ い て ， 現 在 世 代 と 将
来 世 代 に よ る 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 を 実 践 す る ．1 )  現 在 世 代 に
よ る も の は ， 持 続 の 危 ぶ ま れ る 美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で ， 自 主 防 災 会 を 中
心 と し た 地 域 住 民 に よ る 計 画 立 案 を 行 い ，2 )  将 来 世 代 に よ る も の は ，徳
島 市 津 田 地 区 で ， 中 学 生 に よ る 計 画 立 案 を 行 い ， そ れ ぞ れ に プ ロ セ ス や
課 題 と 対 策 な ど を 整 理 ， 考 察 を 行 う ．  
 
 
4.2 持続性の危ぶまれる地域での住民主体による事前復
興まちづくり計画の立案初動期の課題と対策  
 
4 . 2 . 1  研 究 概 要  
 著 者 は ，2 0 1 2 年 1 月 よ り ，徳 島 県 美 波 町 で ，住 民 主 体 に よ る 事 前 復 興
ま ち づ く り 計 画 を 参 与 観 察 し つ つ ， 計 画 立 案 を 支 援 し て き た ． 本 研 究 で
は ， 持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 立 案 に 資 す る 資
料 と す る こ と を 目 的 に ， 計 画 立 案 初 動 期 の 課 題 と 対 策 ， さ ら に 地 域 を 継
承 さ せ て い く 意 欲 に つ い て 調 査 ， 考 察 を 行 っ た ．   
具 体 的 に は ，1 )  計 画 立 案 に 至 る ま で の 地 域 課 題 を 明 ら か に し ，そ の 対
策 と し て 組 織 を 立 ち 上 げ 運 営 を し た ． 2 )  住 民 の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 い ，
地 域 継 承 意 欲 の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に し た ．本 研 究 の 特 徴 は ，1 )  持 続 が
危 ぶ ま れ る 地 域 を 対 象 に し て い る こ と ， 2 )  課 題 抽 出 と そ の 対 策 を 講 じ ，
そ の 成 果 に つ い て 考 察 を 加 え た 点 に あ る ．  
な お ， 本 研 究 で は ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス の 内 ， ①
住 民 か ら の 発 意 ， ② 地 域 の 骨 格 ， 魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整 理 ， ③ 地 域 で 継
承 す べ き も の の 抽 出 と 共 有 化 の 一 部 を 扱 っ た ．  
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4 . 2 . 1  研 究 方 法  
( 1 )  研 究 対 象 地 区  
 美 波 町 は 四 国・ 徳 島 県 の 南 東 部 に 位 置 し ， 2 0 0 7 年 に ，日 和 佐 町 と 由 岐
町 が 合 併 し て 誕 生 し た 町 で あ る（ 図 4 - 1）．こ の 町 で は ，南 海 ト ラ フ の 巨
大 地 震（ M w 9 . 0）が 発 生 す れ ば ，徳 島 県 内 最 大 の 震 度 7，最 大 津 波 高 2 0 . 9 m
に 襲 わ れ ， 最 悪 の 場 合 ， 2 , 4 0 0 人 （ 町 全 体 の 3 1 %） が 死 亡 し ， 全 壊 ・ 焼
失 建 物 数 3 , 3 0 0 棟 （ 町 全 体 の 8 1 %） も の 被 害 が 発 生 す る と 想 定 さ れ て い
る （ 徳 島 県 ， 2 0 1 3）． 町 の 人 口 は ， 1 9 8 5 年 の 11 , 2 6 2 人 か ら 2 0 1 5 年 に は
6 , 9 2 4 人 に ま で 減 少 し ， 2 0 3 5 年 に は 4 , 1 5 1 人 に な る と 推 計 さ れ ，高 齢 化
率 は ， 2 0 3 5 年 に は 5 4 . 3 %に な る と 推 計 さ れ て い る （ 図 4 - 2）（ 国 立 社 会
保 険 ・ 人 口 問 題 研 究 所 ， 2 0 1 3）． ま た 町 の 中 心 部 か ら 離 れ る と 限 界 集 落
と い え る 集 落 が 存 在 し ， 主 幹 産 業 で あ る 漁 業 も 漁 獲 量 は 全 盛 期 の 約 1 / 4
と 振 る わ な い ．  
研 究 対 象 と し た の は ， 美 波 町 内 に あ る 由 岐 湾 内 地 区 で あ る ． こ こ は 旧
由 岐 町 の 中 心 部 に 位 置 し ， 海 と 山 に 囲 ま れ た 漁 村 集 落 で あ る （ 図 4 - 3）．
地 区 内 の 人 口 は 1 , 4 8 7 人 ， 世 帯 数 は 6 7 6 世 帯 ， 高 齢 化 率 は 4 4 . 3 %で あ る
（ 平 成 2 5 年 1 月 3 1 日 現 在 ）． 当 地 区 は ， 古 く か ら 漁 業 者 の 多 い 東 由 岐
地 区 ， 西 由 岐 地 区 と 地 区 内 外 か ら の 移 住 者 の 多 い 西 の 地 地 区 の 3 地 区 に
分 か れ ， そ れ ぞ れ に 町 内 会 が 形 成 さ れ て い る ．  
 
 
図 4 - 1  美 波 町 の 位 置  
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男性3,220人、女性3,704人、合計6,924人 高齢化率 45.8％
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男性1,889人、女性2,262人、合計4,151人 高齢化率 54.3％  
図 4 - 2  美 波 町 の 将 来 推 計 （ 人 口 ピ ラ ミ ッ ド ・ 高 齢 化 率 ）  
 
西の地
人口：594人
高齢化率：36%
西由岐
人口：395人
高齢化率：50%
東由岐
人口：519人
高齢化率：47%
 
図 4 - 3  美 波 町 由 岐 湾 内 地 区  
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( 2 )  ま ち づ く り 活 動  
当 地 区 は ， 漁 業 協 同 組 合 の 有 無 ， 町 内 会 の 運 営 方 法 ， 役 場 と の 位 置 関
係 な ど ， 様 々 な 差 異 が あ っ て ， 地 区 毎 に 町 内 会 行 事 が 行 わ れ て い る が ，
3 地 区 が 相 互 に 連 携 し て 行 事 を 行 う こ と は ほ と ん ど な い 地 域 で あ っ た ．
2 0 0 7 年 に 2 町 合 併 が 行 わ れ ，役 場 本 庁 が 日 和 佐 地 区 に 移 っ て も ，地 域 の
持 続 に 対 す る 住 民 の 意 識 は 変 わ ら な か っ た ．  
 こ の よ う な 状 況 を 町 が 心 配 し ，2 0 1 0 年 6 月 ，3 地 区 に 呼 び か け て ，「由
岐 湾 内 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 」 を 発 足 さ せ た ． こ の 協 議 会 は ， 3 地 区 の
町 内 会 を は じ め 地 区 内 の 各 種 団 体 等 に よ っ て 構 成 さ れ ， 当 地 区 の 持 続 と
活 性 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て ，環 境 ，防 災 ，都 市 漁 村 交 流 ，漁 業 体 験 ，
定 住 等 の 取 り 組 み を 進 め る た め の も の で あ っ た ． し か し ， 実 際 に は ， 町
の 支 援 期 間 が 終 了 す る と ， 活 動 も 休 止 状 態 と な っ て い た ． こ の 一 因 は ，
こ れ ら の 活 動 が 行 政 主 導 で あ る こ と ， 住 民 に は 3 地 区 共 同 で 活 動 を す る
こ と へ の 必 要 性 ， 理 解 が 十 分 で な か っ た こ と な ど で あ る ．  
( 3 )  自 主 防 災 活 動  
当 地 区 は ， 過 去 に 繰 り 返 し 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害 に 遭 っ て 来 た 地 域 で
あ る ．な か で も ， 1 3 6 1 年 の 南 海 地 震 の 被 災 記 録 は『 太 平 記 』に も 記 さ れ
て お り ， こ れ は 徳 島 県 で は 最 古 の 南 海 地 震 の 被 災 記 録 と な っ て い る ． ま
た 東 由 岐 地 区 に あ る 『 康 暦 碑 』 は ， 現 存 す る 日 本 最 古 の 津 波 碑 と も 言 わ
れ て い る （ 井 若 ら ， 2 0 11）． こ の 他 に も ， 昭 和 南 海 地 震 の 痕 跡 は 旧 家 や
街 路 の 石 碑 に も 残 さ れ て お り ，体 験 談 は 住 民 の 中 で 語 り 継 が れ て い る（ 井
若 ら ， 2 0 1 0）． 当 地 区 に お け る 自 主 防 災 活 動 は ， 各 町 内 会 幹 部 が 旧 由 岐
町 時 代 の 総 務 課 ・ 防 災 担 当 者 の 呼 び か け に 応 じ ， 2 0 0 3 年 か ら 2 0 0 4 年 の
間 に ， 東 由 岐 防 災 会 ， 西 由 岐 防 災 会 ， 西 の 地 防 災 き ず な 会 が そ れ ぞ れ に
発 足 し ， 活 動 が 行 わ れ て 来 た ．  
3 地 区 で は そ れ ぞ れ に 先 進 的 な 取 り 組 み が な さ れ ， 自 主 防 災 活 動 の 活
発 な 地 域 と し て 全 国 的 に 有 名 に な っ た ．東 由 岐 防 災 会 で は ，2 0 0 4 年 に 消
防 団 員 が 中 心 と な っ て ， 地 区 内 の 電 柱 に 「 安 政 南 海 地 震 」 と 「 昭 和 南 海
地 震 」 の そ れ ぞ れ の 津 波 高 さ を 示 す テ ー プ を 張 り 付 け た ． こ の 活 動 は 後
に 徳 島 県 内 に 広 が っ て い っ た ．西 由 岐 防 災 会 で は ，2 0 0 4 年 度 に 宝 く じ 助
成 金 を 受 け て ， 津 波 避 難 路 の 誘 導 板 や 避 難 場 所 を 明 示 し た 案 内 板 を 設 置
し た ． 西 の 地 防 災 き ず な 会 で は ，「 家 具 の 転 倒 防 止 プ ロ ジ ェ ク ト 」， 遊 山
と 津 波 避 難 訓 練 を 兼 ね た「 避 難 ま つ り 」，婚 活 と 防 災 訓 練 を 掛 け 合 わ せ た
「 ま じ め な 出 会 い 系 ぼ う さ い A M O U R」 な ど ， 独 自 性 豊 か な 活 動 に 取 り
組 ん で 来 た ．2 0 1 2 年 に は ，こ れ ら の 取 り 組 み が 評 価 さ れ ，県 か ら 徳 島 県
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南 部 津 波 減 災 対 策 推 進 モ デ ル 地 区 に 指 定 さ れ た ．  
し か し ， 東 日 本 大 震 災 の 被 災 映 像 を 目 の 当 た り に し た こ と ， そ の 後 ，
南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 が 発 生 し た 際 の 当 地 区 で の 津 波 影 響 開 始 時 間 が
1 2 分 ， 最 大 津 波 水 位 が 1 2 . 3 m と の 想 定 結 果 （ 徳 島 県 ， 2 0 1 2） を 受 け た
こ と も あ り ， そ れ ま で の 防 災 活 動 に す っ か り と 自 信 を 無 く し ， 諦 め る 住
民 や 地 域 外 に 転 出 す る 者 も 出 始 め る よ う に な っ た ．  
今 後 ， 徳 島 県 の 「 徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会
づ く り 条 例 」（ 徳 島 県 ， 2 0 1 3） に 基 づ く ，「 津 波 災 害 計 画 区 域 （ イ エ ロ ー
ゾ ー ン ）」 お よ び 「 津 波 災 害 特 別 警 戒 区 域 （ オ レ ン ジ ・ レ ッ ド ゾ ー ン ）」
に 当 地 域 が 指 定 さ れ る と ， 震 災 前 過 疎 に 拍 車 が か か る 可 能 性 も 危 惧 さ れ
る ．  
( 4 )  参 与 観 察  
 著 者 は ， 2 0 1 2 年 3 月 よ り ， 美 波 町 民 と な っ て 西 の 地 地 区 に 住 み 込 み ，
自 主 防 災 活 動 ， さ ら に 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 支 援 ， そ の プ ロ セ
ス に つ い て 調 査 を 行 っ て 来 た ． な お ， こ の 活 動 が 美 波 町 お よ び 徳 島 大 学
に 認 め ら れ ，2 0 1 3 年 7 月 に は ，美 波 町 と 徳 島 大 学 の 間 で ，持 続 可 能 な ま
ち づ く り を テ ー マ に し た 協 定 が 締 結 さ れ た ．  
 具 体 的 な 活 動 と し て は ， 由 岐 湾 内 3 地 区 自 主 防 災 会 主 催 の 事 前 復 興 ま
ち づ く り 計 画 の 立 案 に 向 け た 勉 強 会 の 講 師 ， 由 岐 湾 内 3 地 区 自 主 防 災 会
の 事 務 局 等 を 務 め る 他 ， 3 地 区 そ れ ぞ れ の 自 主 防 災 活 動 に も 携 わ っ て い
る ． そ の 間 ， 住 民 に ， ま ち の 魅 力 や 課 題 ， 防 災 意 欲 や 地 域 継 承 意 欲 に 関
す る ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 っ た ．  
ヒ ア リ ン グ 調 査 は ， 各 地 区 5 0 人 ず つ ， 当 地 区 の 人 口 の 約 1 割 に 当 た
る 1 5 0 人 と し た ． ま た ， 年 代 別 の 人 数 は ， 幼 児 と 9 0 歳 以 上 の 高 齢 者 を
除 き ， 各 地 区 の 年 齢 構 成 に あ わ せ る よ う に 努 め た ． な お ， 対 象 者 は ， 由
岐 湾 内 3 地 区 自 主 防 災 会 役 員 を 中 心 に 行 っ て い る た め（ 1 5 0 人 中 4 7 人 ），
比 較 的 防 災 意 識 や 意 欲 が 高 い 人 の 結 果 で あ る こ と を 踏 ま え て 考 察 す る ．
ま た 調 査 は ， 平 均 一 人 一 時 間 程 度 要 し た こ と と ， 仕 事 や 支 援 活 動 の 合 間
に 行 っ た の で ， 1 5 0 名 全 て を 終 え る に は 約 1 年 間 （ 2 0 1 2 年 7 月 ～ 2 0 1 3
年 8 月 ） を 要 し た ． な お ， こ こ で の 「 地 域 継 承 」 と は ， 住 民 が 地 域 の 文
化 ， 環 境 ， 財 産 ， コ ミ ュ ニ テ ィ を 将 来 世 代 に ま で 受 け 渡 す こ と を 言 う ．  
 
4 . 2 . 2  計 画 の 立 案 初 動 期 の 課 題 と そ の 対 策  
( 1 )  計 画 立 案 組 織 の 立 ち 上 げ と 勉 強 会 に よ る 意 識 向 上  
ま ち づ く り 活 動 と 自 主 防 災 活 動 を 概 観 す る と ， 当 地 区 で は 「 3 地 区 」
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そ れ ぞ れ の コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 帰 属 意 識 が 強 く ， 各 地 区 の 住 民 は 顔 見 知 り
で は あ る が ， 積 極 的 な 協 力 ， 交 流 を 進 め る 関 係 に は 無 く ， む し ろ 「 互 い
に 違 う こ と 」 を 意 識 す る こ と で 「 や り が い 」 を 感 じ て い る ラ イ バ ル 関 係
に あ る こ と が わ か っ た ． こ の こ と は ， 地 域 の 持 続 性 を 高 め る 巨 大 地 震 ・
津 波 と い う 危 機 対 策 上 の 大 き な 課 題 で あ り ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の
立 案 に あ た っ て は ， ま ず こ の こ と に 十 分 に 配 慮 し ， 住 民 か ら の 発 意 に よ
る 3 地 区 合 同 の 検 討 会 を 設 置 す る 必 要 が あ る と 考 え た ．  
そ こ で ， ま ず 3 地 区 が 連 携 し て 住 民 主 体 に よ る 事 前 復 興 ま ち づ く り 計
画 を 立 案 す る の た め の 組 織 づ く り を 提 案 す る こ と と し た ． 著 者 ら は ，
2 0 1 2 年 1 月 に 一 住 民 の 立 場 で ， 由 岐 湾 内 3 地 区 の 自 主 防 災 会 会 長 に ， 3
地 区 合 同 で の 「 事 前 復 興 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 願 い 出 た と こ ろ ，
承 諾 さ れ ，第 1 回 目 の 勉 強 会 を 開 催 す る こ と と な っ た ．勉 強 会 で は ， ( 1 )  
町 か ら 由 岐 支 所 前 飲 料 水 兼 用 耐 震 性 貯 水 槽 の 操 作 方 法 の 説 明 ，( 2 )  3 地 区
の 自 主 防 災 会 か ら 東 日 本 大 震 災 以 降 に 各 地 区 で 見 直 し た 津 波 避 難 場 所 に
つ い て の 報 告 が あ り ， ( 3 )  著 者 か ら は 東 日 本 大 震 災 で の 被 害 の 特 性 や 復
旧 ・ 復 興 の 遅 れ か ら 多 く の 住 民 が 転 出 し ， 集 落 の 維 持 が 困 難 に な っ て い
る 地 域 が あ る こ と ， ( 4 )  津 波 避 難 ， 備 蓄 な ど の 防 災 ・ 減 災 対 策 だ け で な
く ， 被 災 後 の ま ち の 持 続 性 を 考 え た 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 取 り 組 み
が 必 要 で あ る こ と ， ( 5 )  そ の 計 画 立 案 に は 3 地 区 の 連 携 が 必 要 で あ る こ
と 等 の 話 を し た ． 質 疑 で は ，“ 想 定 外 ” と い う こ と に 不 安 を 覚 え ，「 津 波
か ら 命 を 守 る こ と 」，「津 波 避 難 場 所 や 避 難 方 法 」と い っ た 内 容 に 終 始 し ，
事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に は 十 分 な 関 心 が 寄 せ ら れ な か っ た ． た だ し ，
今 後 ， 3 地 区 が 連 携 し て 同 プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 ん で い く こ と に つ い て
は ， 賛 同 を 得 る こ と が で き た ．  
 し か し ，そ の 直 後 ，徳 島 県 が 主 催 ，西 の 地 防 災 き ず な 会 が 共 催 し た「 命
の 絆 ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 事 業 」 が 開 催 さ れ ， 他 の 2 地 区 に も 参 加 が 呼 び か
け ら れ た が ， 十 分 な 協 力 を 得 る こ と は で き な か っ た ． そ こ で 著 者 ら は ，
東 由 岐 防 災 会 会 長 と 西 由 岐 防 災 会 会 長 の も と を 訪 れ ， 改 め て 3 地 区 連 携
の 重 要 性 を 説 明 し た ． そ の 結 果 ， 各 人 と も ， 著 者 が 3 地 区 の 中 立 的 な 立
場 で あ る こ と ， 計 画 立 案 の 意 図 な ど を 理 解 し ， 今 後 も 3 地 区 が 連 携 し て
「 事 前 復 興 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 継 続 し て 行 う こ と に ， 再 度 承 知
し た ．  
 2 0 1 2 年 3 月 に は ，第 2 回 目 の 勉 強 会 を 開 催 し た が ，今 後 の 勉 強 会 は 会
場 が 1 地 区 に 偏 ら な い よ う に ， 3 地 区 を 順 番 で 回 し て い く こ と に し た ．
勉 強 会 で は ， 由 岐 湾 内 地 区 に よ く 似 た 漁 村 集 落 の 東 日 本 大 震 災 の 被 災 か
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ら 数 ヶ 月 間 を 記 録 し た 番 組 を 鑑 賞 し ，意 見 交 換 を 行 っ た ．参 加 者 か ら は ，
南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 が 発 生 し た 際 に は ， 当 地 区 は 長 期 間 孤 立 す る 恐 れ
が あ る こ と を 実 感 し ， 行 政 に 頼 ら ず 個 人 や 地 域 で で き る こ と は 自 分 達 で
進 め る こ と ， 3 地 区 の 連 携 は 不 可 欠 で あ る こ と な ど の 意 見 が 出 さ れ ， 意
識 が 向 上 を し た こ と を 確 認 す る こ と が で き た ．  
ま た ， こ れ か ら 個 人 ， 地 域 ， 行 政 が 取 り 組 む こ と を W S 形 式 で 話 し 合
う こ と で ，「 防 災 ・ 夢 リ ス ト 」を 作 成 す る こ と も で き た ．こ こ で は ，津 波
避 難 ，備 蓄 対 策 だ け で な く ，「津 波 の 来 な い 場 所 に 避 難 所 や 復 興 基 地 を 整
備 す る 」，「仮 設 住 宅 や 住 宅 の 高 台 移 転 の た め の 高 台 用 地 を 確 保 し て お く 」，
「 被 災 後 の 共 同 船 と な る 漁 船 を 高 台 等 に 上 げ て お く 」 な ど ， 事 前 復 興 に
類 す る 意 見 が い く つ か 出 さ れ た ．こ の 中 か ら 2 0 1 3 年 8 月 末 現 在 ま で に ，
「 お 互 い の 地 区 の 防 災 タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ 」，「 非 常 食 の 斡 旋 」，「 簡 易 屋
根 用 ブ ル ー シ ー ト の 準 備 」，「 備 蓄 倉 庫 の 整 備 （ 共 同 出 資 の 倉 庫 を 含 む ）」
等 が 実 施 さ れ ，「仮 設 住 宅 や 住 宅 の 高 台 移 転 の た め の 高 台 用 地 を 確 保 し て
お く 」の 検 討 が な さ れ て い る ．ま た ，同 年 4 月 の 西 由 岐 町 内 会 総 会 で は ，
西 由 岐 防 災 会 の 新 会 長 が 立 候 補 ， 承 認 さ れ た ． 新 会 長 は ， 今 回 ， 3 地 区
の 連 携 に よ っ て ， 他 地 区 か ら も 学 ぶ 機 会 が で き ， さ ら に 自 身 の 地 区 の 防
災 活 動 も 発 展 さ せ る こ と が で き る と 思 い 会 長 に 立 候 補 し た と の こ と で あ
っ た ．  
2 0 1 2 年 4 月 に は ， 第 1 回 目 の 由 岐 湾 内 3 地 区 自 主 防 災 会 合 同 役 員 会
を 開 催 し た ． そ の 中 で ， ( 1 )  3 地 区 の 自 主 防 災 会 が 連 携 し た 由 岐 湾 内 3
地 区 自 主 防 災 会 を 新 し く 立 ち 上 げ る こ と ，( 2 )  3 地 区 の 上 下 関 係 を 作 ら な
い よ う に ， 当 面 は 会 の 役 職 や 規 則 を 設 け な い こ と ， ( 3 )  著 者 ら が 会 の 事
務 局 を 務 め る こ と ， ( 4 )  「 事 前 復 興 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト 」 を は じ め
と す る 3 地 区 合 同 の 活 動 は ， 当 会 で 協 議 し て 進 め る こ と ， ( 5 )  「 事 前 復
興 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト 」 で は 馴 染 み が な い の で ， 本 組 織 に よ る 取 り
組 み を「 ご っ つ い 由 岐 の 未 来 づ く り プ ロ ジ ェ ク ト（ 以 下 ，「ご っ つ い P J」）」
と 命 名 す る こ と ， ( 6 )  次 回 の 「 ご っ つ い P J」 は ， 東 日 本 大 震 災 の 体 験 者
を 美 波 町 に 招 い て 話 を 聞 く こ と が 決 ま っ た ．  
同 月 に 第 3 回 勉 強 会 と し て ， 東 日 本 大 震 災 当 時 ， 岩 手 県 宮 古 市 職 員 で
あ っ た 吉 水 誠 氏 を 招 き ，『東 日 本 大 震 災 か ら の １ 年 の 教 訓 ～ 津 波 防 災 の 町
岩 手 県 宮 古 市 田 老 ～ 』 と 題 し た 防 災 ま ち づ く り 講 演 会 を 開 催 し た ． 講 演
会 で は ， 吉 水 氏 か ら 復 興 計 画 の 期 限 が 限 ら れ て い る な か ， 期 限 内 に 住 民
の 意 見 を 集 約 す る こ と は 大 変 困 難 で あ る こ と ， 近 い 将 来 に 南 海 ト ラ フ 地
震 に 襲 わ れ る 美 波 町 で は ， 被 災 を 前 提 と し た ま ち づ く り が 必 要 で あ る こ
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と な ど が 伝 え ら れ た ． 住 民 か ら は ， 田 老 地 区 で の 復 興 状 況 の 他 ， 美 波 町
で の 事 前 復 興 ま ち づ く り な ど に つ い て も 質 疑 が あ り ， 熱 心 な 議 論 が な さ
れ た ． ま た ， 同 年 7 月 の 東 由 岐 町 内 会 総 会 で は ， 東 由 岐 町 内 会 と 東 由 岐
防 災 会 の 会 長 を 兼 任 し て い た 現 会 長 が ， 組 織 の 若 返 り を 図 る た め ， 現 東
由 岐 消 防 団 団 長 に 防 災 会 長 を 譲 り ， 承 認 さ れ た ．  
 第 4 回 勉 強 会（ 2 0 1 2 年 6 月 ）で は ，午 前 に 徳 島 県 建 築 士 会 に よ る『  応
急 危 険 度 判 定 訓 練  i n  美 波 町 』 を 行 い ， 午 後 か ら は 3 地 区 内 の 津 波 避 難
場 所 や 防 災 施 設 を 巡 る 「 ぼ う さ い タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ 」 を 開 催 し た ． そ
の 後 の 建 築 士 会 と の 意 見 交 換 会 で は ， 地 域 内 の 高 台 移 転 や 職 住 分 離 に 対
す る 補 助 制 度 の 創 設 に つ い て の 議 論 も 行 わ れ た ．  
 2 0 1 2 年 8 月 に は ，国 に よ る「 南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 に よ る 津 波 高・浸
水 域 等 （ 第 二 次 報 告 ） 及 び  被 害 想 定 （ 第 一 次 報 告 ）」 が 公 表 さ れ ， そ の
中 で 美 波 町 は ，徳 島 県 内 最 大 の 津 波 高 2 4 m と 想 定 さ れ た ．そ れ を 知 っ た
住 民 の 中 に は ，「何 の 対 策 を し て も 無 駄 」な ど 激 し く 動 揺 す る 者 も 現 れ た ．
そ こ で ， 第 5 回 勉 強 会 （ 2 0 1 2 年 11 月 ） で は ， 一 人 で も 多 く の 住 民 に 参
加 し て も ら う た め に 3 地 区 毎 に 開 催 し ， 著 者 か ら 南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震
の 新 想 定 の 考 え 方 ，数 値 の 根 拠 ，「最 大 ク ラ ス の 津 波 」の 正 し い 受 け 止 め
方 に つ い て 解 説 を 行 っ た 結 果 ， 地 域 内 の 動 揺 は 緩 和 さ れ た ．  
 ま た ， 東 日 本 大 震 災 の 津 波 被 災 市 街 地 で の 復 興 計 画 の 土 地 利 用 計 画 の
パ タ ー ン（ 移 転 ，現 地 集 約 ，嵩 上 げ ，移 転 ＋ 嵩 上 げ ，現 地 再 建 ）（ 国 土 交
通 省 都 市 局 ， 2 0 1 2） を 紹 介 し ， ( 1 )  由 岐 湾 内 の 復 興 計 画 で は ど の よ う な
土 地 利 用 計 画 の パ タ ー ン が よ い か ？ ， ( 2 )  移 転 す る 場 合 は ， 集 約 移 転 か
戸 別 移 転 の ど ち ら が よ い か ？ な ど に つ い て ，意 見 交 換 を 行 っ た ．最 後 に ，
ご っ つ い P J の 事 務 局 で 作 成 し た 由 岐 湾 内 の 土 地 利 用 計 画 案 を 示 し ， 高
台 移 転 の 候 補 地 や 住 ま い 方 の ア イ デ ア な ど に つ い て 話 を し た ．そ の 結 果 ，
具 体 的 な 計 画 案 を 示 し た こ と も あ っ て ， 建 設 的 な 意 見 が 多 数 出 さ れ ， 自
主 防 災 会 役 員 の 間 で は ， 高 台 候 補 地 の 選 定 や 土 地 所 有 者 の 確 認 等 の 議 論
も 行 わ れ る よ う に な っ た ． 特 に ， 山 を 削 る 高 台 へ の 集 落 移 転 は 予 算 面 で
は 難 し い が ，『高 台 に あ る 田 畑 な ど は 若 者 な ど の 住 宅 地 と し て 活 用 し た ら
い い 』 と い っ た 案 が 住 民 か ら 出 さ れ た ． 実 際 に ， こ れ は 高 台 の 田 を 宅 地
造 成 す る こ と に 繋 が り ， 現 在 取 り 組 み が 検 討 さ れ て い る ．  
 こ の よ う に ， 2 0 1 2 年 1 月 か ら 2 0 1 3 年 8 月 ま で の 間 に ，住 民 主 体 に よ
る 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 立 案 す る た め の 組 織 の 立 ち 上 げ か ら ， 防
災 ・ 減 災 ， 事 前 復 興 ま ち づ く り に 関 す る 計 5 回 の 勉 強 会 が 行 わ れ た ． そ
こ で ， 明 ら か に な っ た 課 題 と そ の 対 策 ， 結 果 を 表 - 1 の よ う に ま と め た ．
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地 区 間 の 連 携 ， 事 前 復 興 へ の 意 識 付 け ， 巨 大 災 害 へ の 無 力 感 な ど 様 々 な
課 題 が あ っ た が ， 3 地 区 合 同 で の 勉 強 会 ， 講 演 会 の 開 催 で 課 題 の 解 決 を
図 り ， 現 在 で は 一 部 で は あ る が ， 具 体 的 な 高 台 利 用 の 事 業 化 の 検 討 に ま
で 発 展 さ せ る こ と が で き た ． た だ し ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 目 標 で
あ る 次 世 代 へ の 地 域 継 承 に 向 け た 内 容 に ま で 議 論 は 及 ん で お ら ず ， 今 後
こ の 点 に も 配 慮 し て プ ロ ジ ェ ク ト を 運 営 す る 必 要 が あ る ．  
( 2 )  防 災 意 欲 と 地 域 継 承 意 欲  
 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 は ， 自 分 や 家 族 ， 地 域 の 人 と い っ た 現 在 世 代
の 命 や 暮 ら し を 守 る こ と を 目 的 に し た 従 来 の “ 防 災 ” と と も に ， 将 来 世
代 ま で の 地 域 の 持 続 可 能 性 を 高 め る こ と を 目 的 に す る た め ， 地 域 継 承 意
欲 が な け れ ば 成 り 立 た な い と 考 え ら れ る ． し か し ， 自 主 防 災 活 動 を 熱 心
に し て い る 住 民 か ら も ，「津 波 が 来 る ま で に 死 ん で こ の 世 に い な い 」，「津
波 か ら 生 き 残 っ て も 余 生 が 限 ら れ て い る 」 と い っ た 声 が 聞 か れ た ．  
 そ こ で ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス の 内 ，② 地 域 の 骨 格 ，
魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整 理 ， ③ 地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽 出 と 共 有 化 に 役
立 て る た め に ，次 の 6 点 に つ い て ，住 民 に 対 面 し て ，意 見 を 聞 い て み た ．  
①  由 岐 の ま ち の 良 い 所（ 魅 力 ）は 何 で す か ？（ 地 域 の 魅 力 に 関 す る 質
問 ）  
②  由 岐 の ま ち の 良 く な い 所（ 課 題 ）は 何 で す か ？（ 地 域 の 課 題 に 関 す
る 質 問 ）  
③  も し 自 宅 に い た 時 に ，南 海 地 震 が 発 生 し た ら ど う し ま す か ？（ 自 助 ，
避 難 意 欲 に 関 す る 質 問 ）  
④  自 分 や 家 族 に 関 す る も の で ，地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の は 何 で す
か ？ （ 自 助 ， 防 災 意 欲 に 関 す る 質 問 ）  
⑤  地 域 や ま ち に 関 す る も の で ，地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の は 何 で す
か ？ （ 共 助 ， 地 域 継 承 意 欲 に 関 す る 質 問 ）  
⑥  南 海 地 震 か ら 由 岐 の ま ち が 復 興 し て い く 時 に ，由 岐 に 住 ん で ，家 を
建 て た い で す か ？ （ 復 興 ， 地 域 継 承 意 欲 に 関 す る 質 問 ）  
な お ，ヒ ア リ ン グ 対 象 者 の 基 本 属 性（ 性 別 ，年 齢 ，家 族 構 成 ，出 身 地 ，
居 住 年 数 ） は 図 4 - 4 の 通 り で あ る ．  
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表 4 - 1  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 初 動 期 の 課 題 と 対 策  
 課 題  対 策  結 果  
1  3 地 区 の 自 主 防 災
活 動 の 連 携 が と
れ て い な い ．  
3 地 区 合 同 で の 「 事 前
復 興 ま ち づ く り プ ロ
ジ ェ ク ト 」 を 提 案 し
た ．  
一度は承諾されたが，十分な協力を得
られなかった．著者が 3 地区の中立的
な立場であること，計画立案の意図な
どが理解され，継続されることとなっ
た．  
2  事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 の 必 要
性 や 内 容 が 理 解
さ れ て い な い ．  
3 地 区 で 会 場 を 変 え つ
つ ，勉 強 会 や 被 災 者 を
招 い た 講 演 会 ，「 防
災 ・ 夢 リ ス ト 」 W S を
行 っ た ．  
当初は防災・減災の視点に留まったが， 
東日本大震災の被災地の映像や体験者
の話を聞くことで，必要性を理解する
ようになった．また，WS で具体的な対
策を考えることで，事前復興に類する
対策が自発的に提案されるようになっ
た．  
3  事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 の 立 案
組 織 を 設 置 す る ． 
3 地 区 自 主 防 災 会 合 同
役 員 会 を 設 置 し た ．  
3 地区連携の在り方が確認された．著
者らの位置付けが明確になった．事前
復興ま ちづくりプロジェクト の名称
が付けられ，住民主体による計画立案
が実質的な活動となった．  
4  南 海 ト ラ フ の 巨
大 地 震 の 新 想 定
に 対 し て 無 力 感
が あ る ．  
新 想 定 の 考 え 方 ，数 値
の 根 拠 ，「 最 大 ク ラ ス
の 津 波 」の 正 し い 受 け
止 め 方 を 解 説 し た ．  
次に起 こる南海トラフ地震が 必ずし
も新想 定の数値の災害ではな いこと
が理解され，無力感が緩和された．  
5  復 興 と は 何 か ？
が わ か ら な い ．  
勉 強 会 で 復 興 の 問 題
点 ，復 興 計 画 の 土 地 利
用 パ タ ー ン な ど を 説
明 し た ．  
土地利 用や高台移転などに 関 する具
体的な アイデアや候補地が自 発的に
出せれ，さらに一部では事業化の検討
が始まった．  
6  次 世 代 へ の 地 域
継 承 の 対 策 に な
っ て い な い ．  
不 明  不 明  
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51% 49%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
男 女
 
a )  性 別  
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20-29
30-39
40-49
50-59
60-69
70-79
80-89
90-
本調査対象者
由岐湾内住民
5152025
（％）（％）
 
b )  年 齢  
 
7% 41% 39% 9%
2%
2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
単身（一人暮らし） 夫婦のみ
親子（親族の同居も含む） ３世代（親族の同居も含む）
その他 未回答
 
c )  家 族 構 成  
 
59% 11% 21% 9%
1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
由岐湾内地区 美波町内 徳島県内 徳島県外 未回答
 
d )  出 身 地  
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4% 11% 11% 13% 25% 37%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
0～9年 10～19年 20年～29年 30年～39年 40年～49年 50年以上
 
e )  居 住 年 数  
 
図 4 - 4  ヒ ア リ ン グ 対 象 者 の 基 本 属 性 （ N  = 1 5 0）  
 
①  地 域 の 魅 力  
 「 由 岐 の ま ち の 良 い 所（ 魅 力 ）は 何 で す か ？（ 複 数 回 答 可 ）」と い う 質
問 に 対 し て ， 図 4 - 5 の よ う な 回 答 が 得 ら れ た ．  
多 い 順 に ，「自 然・環 境・風 景 が よ い 」（ 4 7 %），「人 が よ い 」（ 3 7 %），「人
付 き 合 い が よ い 」（ 3 6 %），「 地 元 食 材 が 美 味 し い 」（ 2 1 %），「 知 り 合 い が
多 い 」（ 2 0 %）で あ っ た ．ま た ，「住 み や す い 」，「の ん び り し て い る 」，「ス
ー パ ー ， 郵 便 局 ， 銀 行 ， 駅 ， 役 場 が 近 い 」，「 治 安 が よ い 」，「 子 育 て ・ 教
育 環 境 が よ い 」 と い っ た 住 環 境 の 良 さ を 回 答 し た 人 も 多 か っ た ．  
②  地 域 の 課 題  
 「 由 岐 の ま ち の 良 く な い 所（ 課 題 ）は 何 で す か ？（ 複 数 回 答 可 ）」と い
う 質 問 に 対 し て ， 図 4 - 6 の よ う な 回 答 が 得 ら れ た ．  
多 い 順 に ，「 交 通 の 便 が 悪 い 」（ 2 3 %），「 閉 鎖 的 ・ 世 間 が 狭 い 」（ 1 5 %），
「 少 子 高 齢 化 」（ 1 3 %），「 噂 や 陰 口 が 多 い 」（ 11 %），「 娯 楽 ・ 商 店 が 少 な
い 」（ 1 0 %）で あ っ た ．自 主 防 災 会 役 員 を 中 心 に 行 っ た に も 関 わ ら ず ，「台
風 や 津 波 が あ る 」 と い っ た 災 害 を 課 題 と し て 回 答 し た 人 は 7 %し か い な
か っ た ．  
以 上 の 結 果 か ら ， 当 地 区 の 住 民 は ， 災 害 に 対 す る 課 題 意 識 は 低 く ， 自 然
環 境 に 対 す る 満 足 度 は 高 い こ と ，「人 の 付 き 合 い 」に 関 す る 内 容 が 魅 力 に
も 課 題 に も な っ て い て ， 地 域 の 人 間 関 係 に 強 い 意 識 ， 関 心 が 持 た れ て い
る こ と が わ か っ た ．  
③  避 難 意 欲  
「 も し 自 宅 に い た 時 に ， 南 海 地 震 が 発 生 し た ら ど う し ま す か ？ 」 と い
う 質 問 に 対 し て ， 図 4 - 7 の よ う な 回 答 が 得 ら れ た ．  
9 4 %が 「 避 難 す る 」 と 回 答 し ，「 避 難 し な い 」（ 4 %） と い う 回 答 者 は ，
既 に 高 台 に 住 居 が あ り ， 避 難 の 必 要 が な い 人 で あ っ た ． こ の よ う に ， ほ
ぼ 全 員 が 避 難 意 欲 を 持 っ て い る こ と が わ か っ た ． ま た ， 避 難 す る 理 由 を  
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0% 10% 20% 30% 40% 50%
自然・環境・風景がよい
気候が暖かい
地元食材が美味しい
人がよい
人付き合いがよい
知り合いが多い
住みやすい
のんびりしている
スーパー，郵便局，銀行，駅，役場が近い
治安がよい
子育て・教育環境がよい
田舎なところ
特に無い
わからない
その他
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 5  由 岐 の ま ち の 魅 力 （ 複 数 回 答 ）  
 
0% 10% 20% 30%
交通の便が悪い
娯楽・商店が少ない
病院・医療環境が十分でない
地域が孤立している
空き家が多い
閉鎖的・世間が狭い
噂や陰口が多い
まとまりがない・協力的でない
個人主義・利己主義である
生抜きと余所者で差別があった
地域行事の世話人・参加者が少なくなった
過干渉・プライバシーがない
妬みや足の引っ張り合いがある
漁師と丘人の差別があった
自立性・積極性が弱い
近所付き合いが少なくなった
少子高齢化
過疎化
仕事がない・産業の衰退
活気・発展がない
台風や津波がある
特に無い
わからない
その他
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 6  由 岐 の ま ち の 課 題 （ 複 数 回 答 ）  
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尋 ね る と ，「 自 分 の 命 を 守 る た め 」 に 避 難 す る と い う こ と の 他 に ，「 自 分
が 避 難 せ ず ， 津 波 に 流 さ れ て し ま え ば ， 沢 山 の 人 が 捜 索 を し な け れ ば な
ら ず ，家 族 や 周 囲 の 人 に 迷 惑 を か け て し ま う た め 」と い う 回 答 も あ っ た ．
な お ，「 避 難 し た い が 避 難 で き な い 」 と 回 答 し た 1 人 い た が ， こ の 人 は
「 足 の 不 自 由 な 夫 を 放 っ て お い て 逃 げ ら れ な い 」 と い う こ と で あ り ， こ
の よ う な 災 害 時 要 援 護 者 の 支 援 対 策 も 当 地 区 の 重 要 課 題 で あ る ．  
④  防 災 意 欲  
「 自 分 や 家 族 に 関 す る も の で ， 地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の は あ り ま
す か ？（ 複 数 回 答 可 ）」と い う 質 問 に 対 し て ，図 4 - 8 の よ う な 回 答 が 得 ら
れ た ．  
ほ ぼ 全 員 が 「 自 分 の 命 」（ 9 1 %）， 次 い で 「 家 族 の 命 」（ 8 5 %） と 回 答 し
た ．な お ，「東 日 本 大 震 災 の よ う な 津 波 が 来 る の で あ れ ば ，守 り た く て も
命 以 外 守 れ な い 」 と い っ た 意 見 が 多 か っ た ．  
⑤  地 域 継 承 意 欲  
 「 地 域 や ま ち に 関 す る も の で ， 地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の は あ り ま
す か ？（ 複 数 回 答 可 ）」と い う 質 問 に 対 し て ，図 4 - 9 の よ う な 回 答 が 得 ら
れ た ．  
約 7 割 の 回 答 者 が ， 地 域 や ま ち に 関 す る も の の 中 で 何 ら か の も の を 守
り た い と 思 っ て い る こ と が わ か っ た ．一 番 多 か っ た の は「 地 域 の 人 の 命 」
で 3 7 %の 人 が 回 答 し て お り ，「 近 所 付 き 合 い ・ 絆 」 と 回 答 し た 人 も 9 %い
た ． こ の 他 に も 「 子 ど も の 命 」，「 友 達 の 命 」，「 高 齢 者 の 命 」 と い っ た 人
命 に 関 す る も の が 多 数 回 答 さ れ た ． ま た ，「 祭 り ・ 神 輿 」，「 神 社 ・ 寺 」，
「 伝 統 ・ 文 化 」，「 地 域 行 事 ・ 伝 統 行 事 」，「 文 化 財 」 と い っ た 伝 統 や 文 化
に 関 す る も の も 回 答 さ れ た ． 一 方 で ，「 特 に な い 」 と 回 答 し た 人 が 1 7 %
お り ， 二 番 目 に 多 か っ た ．  
本 調 査 は ， 対 象 者 の 約 1 / 3 が 自 主 防 災 会 役 員 で あ る た め ， 実 際 の 当 地
区 の 避 難 意 欲 ， 防 災 意 欲 ， 地 域 継 承 意 欲 の 割 合 は 本 調 査 結 果 よ り も 低 い
と 思 わ れ る ． 今 後 の 取 り 組 み で は ， 地 域 継 承 意 欲 を 向 上 さ せ る こ と を 課
題 と し て 捉 え ， 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．  
⑥  復 興 意 欲  
「 南 海 地 震 か ら 由 岐 の ま ち が 復 興 し て い く 時 に ， 由 岐 に 住 ん で ， 家 を
建 て た い か ？ 」 と い う 質 問 に 対 し て ， 図 4 - 1 0 の よ う な 回 答 が 得 ら れ た ．
「 由 岐 」（ 3 2 %） と 「 由 岐 の 復 興 公 営 住 宅 に 入 る 」（ 1 4 %），「 由 岐 で 家 を
新 築 す る 」（ 2 5 %）を 合 わ せ る と ，由 岐 の ま ち で 復 興 し た い と 思 っ て い る
人 は 7 1 %い た ． 一 方 で ，「 町 外 」（ 5 %） と 「 町 外 の 家 族 を 頼 る 」（ 5 %） を  
77 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
避難する
避難したいが避難できない
避難しない
不明
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 7  も し 自 宅 に い た 時 に ， 南 海 地 震 が  
発 生 し た ら ど う す る か  
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
自分の命
家族の命
ペットの命
家
お金
財産
船
通帳
思い出のもの
防災リュック
土地
車
特にない
その他
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 8  自 分 ， 家 族 に 関 す る も の で 地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の  
（ 複 数 回 答 ）  
 
0% 10% 20% 30% 40%
地域の人の命
子どもの命
近所付き合い・絆
友達の命
高齢者の命
祭り・神輿
神社・寺
伝統・文化
地域行事・伝統行事
文化財
まち
公共施設
自然・環境・風景
自分で精一杯
特に無い
わからない
その他
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 9  地 域 ， ま ち に 関 す る も の で 地 震 や 津 波 か ら 守 り た い も の  
（ 複 数 回 答 ）  
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0% 10% 20% 30% 40%
由岐
由岐の復興公営住宅に入る
由岐で家を新築する
町外
町外の家族を頼る
わからない・状況による
不明
東由岐
西の地
西由岐
 
図 4 - 1 0  南 海 地 震 か ら 由 岐 の ま ち が 復 興 し て い く 時 に ， 由 岐 に 住 ん で ，
家 を 建 て た い か  
 
合 わ せ る と 1 0 %い た ． ま た ，「 わ か ら な い ・ 状 況 に よ る 」 と 回 答 し た 人
は 1 7 %い た ．  
以 上 の 結 果 よ り ， 現 時 点 で 当 地 区 で の 復 興 意 欲 が あ る 人 は ， 全 体 の 約
7 割 い る こ と が わ か っ た ．ま た ，震 災 前 に も 約 3 割 の 人 が「 町 外 に で る 」，
「 わ か ら な い ・ 状 況 に よ る 」 と 回 答 し て い る こ と は 注 目 す べ き 点 と 考 え
る ．  
な お ， 回 答 者 に は ， 由 岐 湾 内 3 地 区 自 主 防 災 会 の 勉 強 会 等 を 通 じ て ，
東 日 本 大 震 災 で の 事 例 な ど に つ い て 学 習 し た 方 も 多 く ， 実 際 に は こ の 結
果 は 過 大 評 価 と な っ て い る 恐 れ も あ る ． 今 後 ， 東 日 本 大 震 災 の 被 災 地 で
の 住 民 意 識 調 査 な ど と 比 較 ， 考 察 し ， 当 地 区 で の 復 興 意 欲 を 高 め る よ う
に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．  
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4.3 事前復興まちづくり計画に関する中学校用学習プロ
グラムの開発とその評価  
  
4 . 3 . 1  研 究 概 要  
 本 研 究 で は ， 南 海 ト ラ フ 地 震 の 発 生 確 率 が 高 い と 言 わ れ て い る 2 0 3 5年
前 後 に ま ち づ く り の 中 心 世 代 と な る 中 学 生 を 対 象 に ，「事 前 復 興 ま ち づ く
り 計 画 」（ 井 若 ， 2 0 1 4）の 学 習 プ ロ グ ラ ム を 独 自 に 開 発 し ，そ の 評 価 を 行
っ た ． 具 体 的 に は ， 当 地 域 の 地 震 ・ 津 波 災 害 の 歴 史 や 被 害 想 定 ， 事 前 復
興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性 を 教 え ， 班 毎 に わ が 町 を 対 象 と し た 事 前 復 興
ま ち づ く り 計 画 案 を 作 成 し ， 最 後 に そ の 計 画 案 を ジ オ ラ マ で 表 現 し た ．
ま た ，そ れ ら の 内 容 を ，① 学 習 目 標 の 達 成 度 ，② 計 画 案 の 2つ の 観 点 か ら
評 価 し た ． さ ら に 当 学 習 の 内 容 が 生 徒 か ら 家 族 や 知 人 ・ 友 人 に ま で 波 及
す る こ と の 調 査 や ， 同 様 の 理 念 を 持 つ 学 習 で あ る 持 続 的 可 能 な 発 展 の た
め の 学 習（ E S D， E d u c a t i o n  f o r  S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t ） か ら も 評 価 を 行
っ た ．  
 
4 . 3 . 2  研 究 方 法  
 ( 1 )  学 習 対 象 地 区  
 徳 島 市 津 田 地 区 は ，人 口 1 5 , 9 9 7人（ 平 成 2 4年 1月 1日 時 点 ），徳 島 市 の 東
部 に あ っ て ，勝 浦 川 と 園 瀬 川 に 挟 ま れ ，紀 伊 水 道 に 面 し た 地 域 で あ る（ 図
- 1）．徳 島 県（ 2 0 1 2）に よ る 南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 の 被 害 想 定 で は ，最 大
震 度 7，液 状 化 の 危 険 度 は 極 め て 高 く ，津 波 影 響 開 始 時 間 2 5分 ，最 大 津 波
水 位 5 . 0 m，地 区 内 の 大 部 分 が 浸 水 深 2 m～ 3 mと 想 定 さ れ て い る ．そ の 一 方
で ，地 区 内 の 大 部 分 が 海 抜 3 m以 下 に あ り ，避 難 場 所 と で き る よ う な 海 抜
1 0 m以 上 の 場 所 は 津 田 山（ 標 高 7 7 . 7 m）程 度 し か 見 あ た ら な い ．ま た 海 岸
沿 い に は ， 近 い 将 来 に 南 北 に か け て 高 速 道 路 の 建 設 が 予 定 さ れ て い る ．  
徳 島 市 立 津 田 中 学 校 で は ， 総 合 的 な 学 習 の テ ー マ の 一 つ と し て ， 2 0 0 5年
度 よ り 2年 生 と 3年 生 を 対 象 に ， 防 災 講 座 を 開 講 し て き た ． 2 0 1 2年 ま で に
1 . 1 7防 災 未 来 賞「 ぼ う さ い 甲 子 園 」で ，グ ラ ン プ リ 2回 ，中 学 生 部 門 大 賞
4回 受 賞 し て お り ，防 災 学 習 の 先 進 校 で あ る ．ま た 著 者 ら は ，2 0 1 0年 度 よ
り 当 学 習 の 支 援 を 行 っ て き た ．2 0 1 2年 度 の 3年 生 の 防 災 講 座 で は ，津 田 地
区 の 住 民 1 3 6 5人 に 対 し て ， 生 徒 ら が 事 前 復 興 ま ち づ く り に 関 す る に 聞 き
取 り 調 査 を 行 い ， そ の 結 果 は 本 研 究 で 対 象 と す る 2 0 1 3年 度 の 防 災 講 座 に
も 活 用 し た ．  
 ( 2 )  学 習 達 成 目 標 と 評 価 方 法  
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 学 習 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に あ た っ て ，次 の 6つ の 学 習 目 標 を 設 け た ．① 自
然 災 害 の 現 象 を 学 ぶ ， ② 災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る ， ③ ま ち の 災 害 史 を
知 る ，④ ま ち の 現 状 を 知 る ，⑤ 住 民 意 見 を 反 映 さ せ る ，  ⑥ 持 続 可 能 な ま
ち づ く り を 考 え る ． こ の 中 で 中 学 校 の 学 習 指 導 要 領 で は ， 目 標 ① と ② が
記 載 さ れ て お り ， 本 学 習 プ ロ グ ラ ム の 特 徴 は ， 目 標 ④ と ⑥ に あ る ． 例 え
ば ， 目 標 ④ で は ， 前 年 度 の 生 徒 ら の 事 前 復 興 ま ち づ く り に 関 す る 住 民 意
識 調 査 の 結 果 を 活 用 す る こ と や 成 果 の 中 間 発 表 会 で の 住 民 意 見 を 適 切 に
反 映 し て い る か に つ い て 評 価 し た ． ま た 目 標 ⑥ は 防 災 ・ 減 災 と ま ち づ く
り を 総 合 的 に 考 え ， 立 案 さ れ て い る か に つ い て 評 価 し た ．  
 学 習 目 標 達 成 度 の 評 価 は ， 毎 回 の 授 業 終 了 後 に 各 人 に 授 業 の 振 り 返 り
ア ン ケ ー ト を 行 い ，そ の 内 容 を 支 援 ス タ ッ フ 3名 が 1 0 0点 満 点 で 合 意 の 上 ，
評 点 を つ け た ．  
( 3 )  学 習 プ ロ グ ラ ム と 学 習 方 法  
 学 習 目 標 を 達 成 さ せ る た め に ， 表 - 1に 示 す 学 習 プ ロ グ ラ ム を 考 え ， 3
年 生 の 防 災 講 座 受 講 生 3 0名 を 対 象 に 行 っ た ． 中 学 校 の 総 合 的 な 学 習 の 時
間 （ 6回 ， 1 0 0分 ／ 回 ） と 夏 休 み （ 1 0日 以 上 ） を 利 用 し ， 講 義 と 5人 1組 で
A～ E班 （ D班 の み 女 子 生 徒 5名 ， そ の 他 の 班 は 全 員 男 子 生 徒 ） の 6つ の 班
に 分 け 作 業 を 行 っ た ． な お ， 計 画 案 の ジ オ ラ マ の 作 成 は ， 授 業 時 間 内 に
完 成 し な か っ た た め ， 放 課 後 を 利 用 し て 完 成 さ せ た ． 教 員 と 支 援 ス タ ッ
フ は ，中 学 教 諭 2名 ，大 学 教 員 1名 ，学 生 3名 ，防 災 コ ン サ ル タ ン ト 技 術 者
1名 で あ る ．  
( 4 )  既 存 の 防 災 学 習 と の 比 較  
 こ れ ま で の 防 災 教 育 に つ い て ， 川 村 （ 2 0 0 8） は 9 4の 事 例 を 収 集 し ， 災
害 体 験 型 （ 避 難 訓 練 な ど ）， 基 礎 教 育 型 （ 知 識 の 習 得 ）， 調 べ 学 習 型 （ 防
災 マ ッ プ 作 り な ど ） の 3つ に 類 型 化 し て い る ． こ の 研 究 に よ る と ，「 小 ，
中 ， 高 の 学 校 で は ， 災 害 体 験 型 と 基 礎 教 育 型 の 学 習 が 多 い ． 特 に 中 学 校
に 限 れ ば ， 救 命 訓 練 が 4 5％ ， 避 難 所 体 験 が 2 8％ ， 緊 急 連 絡 ，  
起 震 車 が 2 1％ の 学 校 で 実 施 さ れ て い て ，災 害 体 験 型 の 学 習 の 比 率 が 高 い ．
調 べ 学 習 型 の 内 容 は ， 授 業 時 間 を 多 く 確 保 で き る 場 合 に 実 施 さ れ る 傾 向
に あ り ，そ の 内 容 も 限 ら れ て い る ．」と さ れ て い る ．本 学 習 プ ロ グ ラ ム は ，
ま ち の 災 害 や 現 状 を 知 り ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 立 案 す る こ と と し
た の で ， 基 礎 教 育 型 と 調 べ 学 習 型 に 分 類 さ れ る ．   
 ま た ， 災 害 の 発 生 前 ， 発 生 直 後 ， 復 興 期 の い ず れ の 時 期 を 学 習 対 象 と
し て い る の か に つ い て ， こ れ ま で の 防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン の 地 震 関
連 の 6 5の 学 習 事 例 （ 防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン ， 2 0 1 4） に つ い て 調 べ た
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（ 表 - 2）．  
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図 - 1  徳 島 市 津 田 地 区 の 位 置 と 標 高  
 
表 - 1  本 学 習 プ ロ グ ラ ム の 内 容  
回  授 業 内 容  学 習 目 標  
1  
( 1 ) 南 海 ト ラ フ の 巨 大 地 震 の 被 害 想 定 ， 当 地 区 の 災 害 の 歴 史 と
弱 点 ， ま ち づ く り の 理 解  
( 2 ) 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 必 要 性 の 理 解  
( 3 ) 1 0 年 後 の 生 活 想 像 カ レ ン ダ ー の 作 成  
① ② ③ ⑥  
2  
( 1 ) 自 分 と 津 田 の ま ち づ く り を 繋 げ る  
( 2 )住 民 が 考 え る 津 田 の 魅 力 ， 課 題 ， 目 標 像 の 理 解  
( 3 ) 地 震 ・ 津 波 が 来 て も 「 楽 し い ， 住 ん で み た い 」 ま ち づ く り
案 を 考 え る  
① ～ ⑥  
3  
地 震 ・ 津 波 が 来 て も 「 楽 し い ， 住 ん で み た い 」 ま ち づ く り 計 画
案 の 作 成 と 発 表  
③ ④  
夏
休
み  
( 1 ) 計 画 案 を チ ェ ッ ク シ ー ト で 確 認  
( 2 ) 計 画 案 の P R シ ー ト の 作 成  
③  
地 域 住 民 を 交 え た 中 間 発 表 会 と 質 疑  ③ ④  
4 , 5  計 画 案 の 完 成  ④  
6  計 画 案 の ジ オ ラ マ の 作 成  ③ ④  
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そ の 結 果 ，発 生 前 か ら 復 興 ま で を 扱 っ た も の が 4件 で ，復 興 期 の み を 扱
っ た も の は な か っ た ． ま た 4件 の 内 容 を 見 る と ，「 復 興 期 に 関 す る グ ル ー
プ 学 習 」が 3件 ，「 講 義 ・ 講 演 」が 1件 で あ っ た ．本 学 習 プ ロ グ ラ ム は ，発
災 前 か ら 復 興 期 ま で 体 系 的 に 理 解 で き る よ う に 考 え ， グ ル ー プ 学 習 で ま
ち づ く り 案 を 形 に す る が ， そ う い っ た 内 容 の 学 習 は 見 あ た ら な か っ た ．  
 
4 . 3 . 3  結 果 お よ び 考 察  
 ( 1 )  学 習 目 標 達 成 度  
表 - 3 に ， 学 習 目 標 達 成 度 を ま と め た ． 各 達 成 目 標 項 目 に 最 高 点 を つ け
た 点 数 に 赤 （ ゴ シ ッ ク 体 太 字 ） で ， 最 低 点 を 青 （ 明 朝 体 太 字 ） で 示 す ．  
項 目 毎 に 点 数 を 比 較 す る と ，「 ③ ま ち の 災 害 史 を 知 る 」 が 平 均 7 8 点 と 最
高 点 で ，「⑥ 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 考 え る 」（平 均 7 3 点 ）も あ る 程 度 理
解 さ れ て い た ．た だ し ，中 学 校 の 担 当 教 諭 か ら は ，「進 路 指 導 の 授 業 で 自
分 の 将 来 を 数 年 後 ま で 想 像 す る 機 会 が あ る が ， 中 学 3 年 生 が 自 分 の 将 来
を 想 像 で き る の は 高 校 生 ぐ ら い が 限 界 で あ る ． ま た 災 害 後 の こ と と 自 分
の 将 来 と を 重 ね 合 わ せ て 考 え る こ と は 難 し そ う で あ っ た ．」と い う 意 見 も
聞 か れ ， 今 後 は 東 日 本 大 震 災 で の 被 災 後 の 状 況 を 整 理 し ， 被 災 後 の 社 会
や 生 活 を も 考 え る こ と が で き る よ う な 教 材 が 必 要 で あ る と 思 わ れ た ．  
ま た「 ② 災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る 」が 平 均 6 3 点 と 最 も 点 数 が 低 か っ た ．
当 校 で は ，「災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る 」と い っ た 基 本 的 な 項 目 に つ い て
は 2 年 生 時 に 学 習 し て い る ． し か し ， 生 徒 は 毎 年 5 講 座 の 中 か ら 選 択 で
防 災 講 座 を 受 講 し て い る た め ， 2 年 生 時 に 防 災 講 座 を 受 講 し て い な い 生
徒 も い る ． し た が っ て ， 当 学 習 プ ロ グ ラ ム を 進 め る に あ た っ て は ， 初 め
に 「 災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る 」 と い っ た 基 本 的 な 事 項 の 理 解 度 を チ ェ
ッ ク し ， 必 要 に 応 じ て 復 習 を し て お く 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．  
班 別 に 学 習 目 標 達 成 度 を 見 る と ， D， E 班 が 高 く ， A， B 班 が や や 劣 る
結 果 と な っ た ．D， E 班 に は ，班 員 の 意 見 を 引 き 出 し ，学 習 を ま と め て い
く リ ー ダ ー が い た ． B 班 に も リ ー ダ ー が お り ， 活 発 な 議 論 が な さ れ て い
た が ， レ ポ ー ト に ま と め る 力 な ど が 劣 っ て い た た め に 低 評 価 に な っ た ．
A 班 に は そ の よ う な 学 習 を 進 め る リ ー ダ ー が 不 在 で あ っ た ． こ の 結 果 か
ら ， 今 後 リ ー ダ ー 的 な 生 徒 の 配 置 な ど に 配 慮 す れ ば ， よ り よ い 計 画 立 案
が で き る よ う に な る と 期 待 で き た ．  
( 2 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 の 評 価  
事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 （ 以 下 ， ジ オ ラ マ と す る ） と 生 徒 の 成 果 発
表 会 を 聞 い て ，ジ オ ラ マ に 表 現 さ れ た 計 画 案 を ，「 防 災 ・ 減 災 」，「 事 前 復
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興 」，「 ま ち づ く り 」の 3 つ の 観 点 か ら 評 価 し た（ 表 - 4）．各 班 が 作 成 し た
ジ オ ラ マ の 特 徴 を 付 記 し ， 図 - 2 に 示 す ．  
「 防 災 ・ 減 災 」 に 関 す る 内 容 は ， 地 盤 の 嵩 上 げ ， 防 潮 林 の 整 備 な ど が
各 班 か ら 提 案 さ れ て い た が ， 特 徴 的 な こ と は ， D 班 が 防 潮 堤 を 一 切 設 け
な い と い う こ と を 提 案 し た こ と で あ っ た ． こ れ は 計 画 立 案 に あ た っ て ま
ち の 魅 力 を そ れ ぞ れ に 抽 出 さ せ た と こ ろ ， 多 く の 班 が 「 海 ・ 川 に 近 い こ
と や 景 観 」 を 挙 げ ， D 班 だ け は そ の 魅 力 を 失 う こ と な く ， 防 災 ・ 減 災 対
策 を 行 う こ と を 考 え て い た ．  
3つ の 項 目 で 出 さ れ た 提 案 を 比 較 す る と ，「 事 前 復 興 」 に 関 す る 内 容 が
最 も 乏 し く ， F班 か ら は 当 項 目 に 該 当 す る 内 容 は 見 あ た ら な か っ た ． た
だ し ，「事 前 復 興 」と「 ま ち づ く り 」と を 関 連 付 け た 内 容 が 二 ，三 あ っ た ．
津 田 山 に 避 難 所 兼 プ ラ ネ タ リ ウ ム ， 図 書 館 を つ く る （ B班 ）， 材 木 団 地 を
運 動 公 園 に し て 被 災 後 は 瓦 礫 置 き 場 に す る（ C班 ），テ ー マ パ ー ク を 作 り ，
被 災 時 に は 避 難 所 や 仮 設 住 宅 と し て 利 用 す る （ E班 ） と い っ た 意 見 が あ
っ た ．  ま た D班 は ， ま ち の 中 心 部 を 嵩 上 げ ， 重 要 公 共 施 設 を 配 置 し ， 災
害 時 に は 避 難 所 兼 復 興 基 地 と す る ， 利 便 性 を 高 め る た め の 道 路 整 備 も 行
う と い っ た 内 容 が 盛 り 込 ま れ て い た ．  
( 3 )  学 習 目 標 達 成 度 と 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 の 評 価  
学 習 目 標 達 成 度 と 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案（ 以 下 ，ジ オ ラ マ と す る ）
の 内 容 と の 関 係 に つ い て 見 る と ，D班 ， E班 は 達 成 度 も ジ オ ラ マ の 内 容 も
良 く ， 学 習 し た こ と が 提 案 に よ く 活 か さ れ て い た ． そ の 一 方 で ， A班 は
両 方 の 評 価 が 低 か っ た ．「② 災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る 」，「④ ま ち の 現 状
を 知 る 」 と い っ た 基 本 的 な 点 が 劣 っ て い た た め ， さ ら に そ れ ら を 発 展 さ
せ て 事 前 復 興 の 内 容 を 深 め る こ と は 難 し か っ た よ う で あ る ． F班 は ，「 ②
災 害 へ の 対 処 を 身 に つ け る 」の 他 に ，「⑥ 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 考 え る 」
の 達 成 度 も 2番 目 に 低 か っ た こ と で ，事 前 復 興 に 関 連 す る 内 容 が 提 案 さ れ
な か っ た と 思 わ れ る ． B班 の 達 成 度 も 最 も 低 か っ た が ， ジ オ ラ マ の 内 容
は 高 く 評 価 さ れ た ． リ ー ダ ー を 中 心 に 班 内 で ア イ デ ア 出 し て ， そ れ を 形
に す る と い う ， ジ オ ラ マ 学 習 の 特 徴 が よ く 活 か さ れ た 班 で あ っ た ．  
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表 - 2  対 象 と す る 時 期 に よ る 防 災 学 習 事 例 の 分 類  
分 類  内 容  
災 害 前  
5 4 / 6 5 件
（ 8 3 ％ ）  
講 義 ・ 講 演（ 地 震 現 象 ，備 え の 大 切 さ な ど ），ま ち の 弱 点 探 し（ G W ，
ま ち 歩 き ）， 避 難 経 路 設 定 ， ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成 ， 演 劇 （ 意 識 向 上
を 図 る ），集 団 で 地 震 へ の 備 え を 実 施（ 耐 震 診 断 ，持 ち 出 し 袋 作 成 ，
備 品 備 蓄 ）  
災 害 発 生
直 後  
5 4 / 6 5 件
（ 8 3 ％ ）  
講 義 ・ 講 演 （ 地 震 体 験 談 な ど ）， 応 急 手 当 や 救 命 訓 練 ， 被 災 時 対 応
訓 練（ 簡 易 ト イ レ 設 置 ・避 難 所 設 営 な ど ），避 難 訓 練 ，被 災 体 験（ 起
震 車 ， 家 具 倒 壊 ， 液 状 化 実 験 ）， 避 難 所 運 営 ， 避 難 所 体 験  
復 興 期  
4 / 6 5 件
（ 6 ％ ）  
講 義 ・ 講 演（ 被 災 後 ・ 復 興 期 の 体 験 談 な ど ），ま ち の 将 来 像（ G W )，
被 災 後 の 生 活 （ G W )， 災 害 復 興 会 議 ， 復 興 カ レ ン ダ ー 作 成  
 
表 - 3  学 習 目 標 達 成 度  
目     標  
各 班 の 達 成 度  
平 均  
A  B  C  D  E  F  
① 自 然 災 害 の 現 象 を 学
ぶ  
8 1  5 9  7 6  7 0  7 9  8 6  7 5  
② 災 害 へ の 対 処 を  
身 に つ け る  
5 0  6 0  6 0  1 0 0  5 5  5 5  6 3  
③ ま ち の 災 害 史 を  
知 る  
8 0  6 0  9 0  5 0  9 0  1 0 0  7 8  
④ ま ち の 現 状 を 知 る  5 9  4 9  6 2  7 2  7 4  7 2  6 5  
⑤ 住 民 意 見 の 反 映  7 3  5 3  7 0  9 3  8 3  6 9  7 4  
⑥ 持 続 可 能 な  
ま ち づ く り を 考 え る  
7 0  6 3  7 0  8 3  8 7  6 7  7 3  
各 グ ル ー プ の 平 均 点  6 9  5 7  7 1  7 8  7 8  7 5   
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表 - 4  各 班 の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 の 特 徴  
（ 下 線 は 住 民 の 意 見 を 取 り 入 れ た 箇 所 ． 赤 字 （ ゴ シ ッ ク 体 ） は 「 事 前 復 興 」
と 「 ま ち づ く り 」 と を 関 連 付 け た 箇 所 ．）  
  防 災 ・減 災  事 前 復 興  まちづくり  
A
班  
・海 岸 沿 い高 速 道 路 に防 潮
堤 の機 能 を付 加  
・住 宅 地 を海 岸 から離 れた場
所 に配 置  
・病 院 を住 宅 地 の中 心 に配 置  
・災 害 時 に備 え，自 衛 隊 を誘
致  
・停 電 時 のために
太 陽 光 発 電 施 設
を設 ける．  
・津 田 山 に避 難 所 ，震 災 記 念
館 ，観 光 施 設 を設 ける．また，
憩 いの場 として大 通 りで歩 行
者 天 国 や朝 市 をする  
・住 宅 地 に病 院 ・商 業 施 設 を
設 置  
・ハウス栽 培 や植 物 園 を設 ける  
B
班  
・河 口 に水 門 を設 置 する．  
・防 潮 林 やＰＣ製 の高 層 住 宅
による津 波 減 衰  
・警 察 署 の屋 上 にヘリポートを
設 置  
・避 難 所 兼 復 興 基
地 として，重 要 公
共 施 設 をまちで一
番 高 い津 田 山 麓
に配 置 する．  
・経 済 力 を高 めるために，津 田
のまちを現 在 の工 業 地 から県
内 一 のオフィス街 ，商 業 地 に
変 える．  
・津 田 山 に避 難 所 兼 プ ラ ネ
タ リ ウ ム ， 図 書 館 を設 ける．  
・住 宅 地 に病 院 ・商 業 施 設 を
設 置 ．  
C
班  
・防 潮 林 を設 ける．  
・ まち全 体 の地 盤 を 3 m 嵩 上 げ
する．  
・避 難 のために道 路 拡 幅 と嵩
上 げ．  
・老 人 ﾎｰ ﾑ ，病 院 付 近 に避 難
ﾋ ﾞ ﾙを設 置 ．  
・現 在 の木 材 団 地
を運 動 公 園 にし，
被 災 後 は瓦 礫 置
き 場 とする．  
・太 陽 光 発 電 を設
ける．  
・老 人 に優 しいまちにするため
に，公 共 施 設 はバリアフリー化
し，老 人 ホームや病 院 を増 設
する．  
・渋 滞 緩 和 のため，道 路 と橋 を
増 やす．  
D
班  
・景 観 保 全 のために防 潮 堤 は
設 けない．  
・ まち全 体 の地 盤 を 3 m 嵩 上 げ
する．  
・大 型 ショッピングセンターに防
潮 堤 の役 割 をさせる．  
・防 災 無 線 を多 数 設 置 する．  
・津 田 山 の頂 上 に老 人 ホーム
と病 院 を設 ける．  
・ まちの中 心 部 を
L 2 津 波 でも防 げる
よう嵩 上 げし，重 要
公 共 施 設 を配 置
する．災 害 時 には
そこを避 難 所 兼 復
興 基 地 とする．  
・津 田 の魅 力 である “近 所 付 き
合 いが良 い”を活 かすため，住
宅 地 は一 箇 所 に固 め，大 通 り
に憩 いの場 を設 ける．  
・楽 しいまちにするため，公 園 や
図 書 館 ，体 育 館 ，プールなど
の施 設 を増 やす．  
・利 便 性 を高 めるために，道 路
を環 状 ・碁 盤 目 状 に設 け，橋
も増 やし，公 共 施 設 を集 約 す
る．  
E
班  
・河 川 を遡 上 する津 波 防 災 の
ための堤 防 設 置 ．  
・海 岸 ，河 川 沿 いには住 宅 地
を建 てない．  
・住 宅 地 は地 盤 を嵩 上 げす
る．  
・海 岸 沿 いの高 速 道 路 を避 難
場 所 とする．  
・病 院 の屋 上 にヘリポートを設
ける．  
・発 災 後 ，テ ー マ
パ ー ク の 宿 泊 施
設 は ，避 難 所 や 仮
設 住 宅 として利 用
する．  
・宿 泊 施 設 付 の大 規 模 なテー
マパークを設 ける．  
・現 在 の海 岸 の木 材 団 地 をサ
ッカー場 や野 球 場 ，釣 り場 ，震
災 記 念 館 などにする．  
・津 田 の魅 力 である “近 所 付 き
合 いが良 い”を活 かすために，
集 会 所 を増 設 する．  
F
班  
・高 速 道 路 の下 に防 潮 林 や
防 潮 堤 を設 ける．  
・住 宅 地 は地 盤 を嵩 上 げす
る．  
・病 院 の土 地 は嵩 上 げし，避
難 所 としても利 用  
・災 害 時 に備 え，自 衛 隊 を誘
致 する．  
・特 に無 し．  ・活 性 化 のために，テーマパー
クや野 球 場 ，ショッピングセンタ
ーを設 ける．  
・憩 いの場 として，公 園 を増 や
す．  
・お年 寄 りのために，住 宅 地 の
中 心 に病 院 を設 ける．  
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重要公共施設を
津田山麓に配置 
津田山に避難所
兼ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ，図
書館を設置 
運動公園を設置
被災後は瓦礫置
き場として利用 
老人ﾎｰﾑ，病院付
近に避難ﾋﾞﾙ設置 
防潮林と大型施
設で津波減衰 
まち中心部を嵩
上げし，重要公
共施設を配置 
河川堤防も設置 
発災後ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ
の宿泊施設は避
難所や仮設住宅
として利用 
高速道路高架下
に防潮林を設置 
住宅地の嵩上げ
病院を避難所と
しても利用 
避難所  
図 - 2  各 班 の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 （ ジ オ ラ マ ）  
 
( 4 )  学 習 の 波 及 効 果  
学 習 の 最 後 に ， 生 徒 か ら 家 族 や 友 人 ・ 知 人 へ の 学 習 内 容 の 波 及 効 果 を
見 る た め に ，学 習 内 容 に つ い て ，「誰 に ど の よ う な こ と を 話 し た か ？ 」ア
ン ケ ー ト を 行 っ た ．そ の 結 果 ，全 て の 生 徒 が「 防 災 ･減 災 」に 関 す る 学 習
内 容 を 家 族 に 話 し ， 全 体 の 7 4 %の 生 徒 は 友 人 ・ 知 人 に も 話 し て い た ．  
生 徒 は 将 来 の 防 災 ， ま ち づ く り の 中 心 と な る 世 代 で ， 保 護 者 は 現 在 の 防
災 ， ま ち づ く り に 関 わ っ て い る 世 代 で あ る ． こ れ ら 両 世 代 に 防 災 ・ 減 災
や 事 前 復 興 ， ま ち づ く り と い っ た 内 容 が 共 有 さ れ る こ と は ， 合 意 形 成 を
図 り な が ら 進 め て い く 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に は 大 変 好 ま し い こ と で ，
本 学 習 に は こ の よ う な 社 会 的 意 義 が あ る こ と も わ か る ．  
( 5 )  E S Dか ら み た 本 学 習 プ ロ グ ラ ム の 評 価  
E S Dの 視 点 に 立 っ た 学 習 指 導 で 重 視 す る 能 力 ・ 態 度 （ 角 屋 ， 2 0 1 2） と
し て ，次 の 7つ の こ と が 挙 げ ら れ て い る ．① 批 判 的 に 思 考 す る 力 ，② 未 来
像 を 予 測 し て 計 画 を 立 て る 力 ， ③ 多 面 的 ， 総 合 的 に 考 え る 力 ， ④ コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 力 ， ⑤ 他 者 と 協 力 す る 態 度 ， ⑥ つ な が り を 尊 重 す る
態 度 ， ⑦ 責 任 を 重 ん じ る 態 度 ．  
本 学 習 プ ロ グ ラ ム で は ， ① に つ い て は ， 災 害 に 関 す る 多 種 多 様 な 情 報
の 中 か ら ， 必 要 な 情 報 を 収 集 ， 整 理 し ， 考 え を 深 め る 力 ， ② で は 災 害 後
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の 未 来 の ま ち づ く り を 計 画 す る 力 ， ③ で は 自 分 の 地 域 の 魅 力 ， 災 害 へ の
強 さ ， 弱 さ な ど 様 々 な 視 点 か ら 考 え る 力 ， ⑥ で は 自 分 と 地 域 と の つ な が
り を 大 切 に す る 態 度 な ど を 醸 成 す る こ と な ど を 教 育 し ， 一 定 の 効 果 を 得
る こ と が で き た ．  
本 学 習 プ ロ グ ラ ム は E S Dの 要 素 を 多 く 満 た し て お り ， 特 に ， ② の 点 で
正 鵠 を 得 た 内 容 と い え る ． 今 後 ， E S Dを 進 め る 関 係 者 と も 議 論 す る こ と
で ， さ ら に ま ち の 持 続 可 能 性 を 高 め る プ ロ グ ラ ム の 作 成 が 可 能 に な る と
考 え ら れ る ．  
 
 
4.4 結言  
  
 第 4 章 で は ， 当 該 地 域 で ， 現 在 世 代 と 将 来 世 代 に よ る 事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 の 立 案 を 実 践 し た ．1 )  現 在 世 代 に よ る も の は ，持 続 の 危 ぶ ま れ
る 美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で ， 自 主 防 災 会 を 中 心 と し た 地 域 住 民 に よ る 計 画
立 案 を 行 い ， 2 )  将 来 世 代 に よ る も の は ，徳 島 市 津 田 地 区 で ，中 学 生 に よ
る 計 画 立 案 を 行 い ， そ れ ぞ れ に プ ロ セ ス や 課 題 と 対 策 な ど を 整 理 ， 考 察
を 行 っ た ．  
 
1 )  美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で の 参 与 観 察 に よ っ て ，そ の 初 動 期 に お け る 課 題
を 適 宜 見 出 し ，課 題 解 決 す る こ と が で き た ．ま ず ，こ れ ま で の 地 域 の
歴 史 的 背 景 か ら ，3 つ の 地 区 に 分 か れ て い た も の を 中 立 的 な 立 場 の 仲
介 者 が 入 る こ と で ，一 つ の 団 体 に ま と め る こ と が で き た ．ま た 専 門 的
知 識 に つ い て の 学 習 会 を 行 う こ と で ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 へ の 理
解 が 深 ま り ，「 あ き ら め る 」 気 持 ち か ら 具 体 的 な 事 前 復 興 の 事 業 へ と
進 展 さ せ る こ と が で き た ．た だ し ，地 域 を 活 性 化 さ せ る 内 容 に は な っ
て い な い 点 は 今 後 の 課 題 で あ る ．ま た ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 へ の
意 欲 を 知 る た め に ，ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 っ た 結 果 ，避 難 ，自 助 の 意 識
は 非 常 に 高 く ，そ の 背 景 に は「 迷 惑 を か け た く な い 」と い う コ ミ ュ ニ
テ ィ に お け る 他 者 へ の 意 識 が 防 災 意 識 を 生 み 出 し て い る こ と も 見 出
す こ と が で き た ．た だ し ，将 来 世 代 へ の 地 域 継 承 の 点 で は ，継 承 す べ
き も の が 見 あ た ら な い と す る 意 見 も 多 数 あ っ た ．ま た 震 災 前 に も 発 災
後 に は 町 外 で 生 活 す る と 考 え て い る 方 も 多 数 あ っ た ．こ れ ら の 意 見 は ，
事 前 復 興 面 で の 課 題 だ け で は な く ，震 災 前 過 疎 を 進 行 さ せ る よ う に 働
く 恐 れ も あ る た め ，こ れ ら の 意 見 の 背 景 ，理 由 な ど を 分 析 し ，適 切 な
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対 策 を 検 討 し て い く 必 要 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た ．  
2 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 に 関 す る 中 学 校 用 学 習 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ，
徳 島 市 立 津 田 中 学 校 で 実 施 ，評 価 す る こ が で き た ．6 つ の 学 習 目 標 達
成 度 の 内 ，「 ③ ま ち の 災 害 史 を 知 る 」 と い っ た 項 目 が 最 も 高 か っ た ．
「 ⑥ 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 考 え る 」に つ い て も あ る 程 度 理 解 さ れ て
い た が ，生 徒 の 未 来 へ の 想 像 力 を 高 め る た め に は ，今 後 ，東 日 本 大 震
災 で の 被 災 後 の 社 会 状 況 を 整 理 し ，被 災 後 の 社 会 や 生 活 を 想 像 で き る
教 材 を 充 実 さ せ る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．ま た ，学 習 目 標 達 成 度
の 高 か っ た 班 に は ，班 員 の 意 見 を 引 き 出 し ，ま と め る リ ー ダ ー が い た ．
今 後 ，生 徒 の 配 置 に も 配 慮 す れ ば ，よ り よ い 計 画 立 案 も 可 能 に な る と
思 わ れ る ．全 て の 班 の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 に は ，住 民 意 見 が 取
り 入 れ ら れ て い た ．「 防 災 ・ 減 災 」 に 関 す る 内 容 は ， 各 班 か ら 地 盤 の
嵩 上 げ ，防 潮 林 の 整 備 な ど が 提 案 さ れ て い た が ，中 に は ，ま ち 全 体 を
嵩 上 げ し ， 防 潮 堤 を 一 切 設 け な い と い う ま ち の 魅 力 を 失 う こ と な く ，
防 災 対 策 を 行 う こ と を 考 え る 班 も あ っ た ．「 事 前 復 興 」 に 関 す る 内 容
は 豊 富 で は な い が ， ま ち づ く り と 事 前 復 興 と を 関 連 付 け た 内 容 が 二 ，
三 あ っ た ．学 習 内 容 は 生 徒 に 留 ま ら ず ，生 徒 か ら 家 族 や 友 人・知 人 に
ま で 広 が っ て い た ．防 災 ，ま ち づ く り の 現 在 の 中 心 世 代 と 将 来 の 中 心
世 代 と で 知 識 や 認 識 が 共 有 さ れ た こ と は ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を
進 め る 上 で も 高 く 評 価 さ れ た ． E S D が 重 視 す る 「 未 来 像 を 予 測 し て
計 画 を 立 て る 力 」の 養 成 に 本 学 習 プ ロ グ ラ ム は 正 鵠 を 得 た 内 容 で あ る ．
E S D を 進 め る 関 係 者 と も 議 論 す る こ と で ， よ り 持 続 性 の 高 い ま ち づ
く り に 向 け た 学 習 プ ロ グ ラ ム に な る と 考 え ら れ る ．  
3 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 進 め る 上 で ，現 世 世 代 ，将 来 世 代 の い ず れ
に も 共 通 す る 課 題 は ，将 来 の 自 分 ，町 の こ と と 災 害 対 応 の こ と を 思 い
描 く こ と が 難 し い こ と で あ っ た ．持 続 の 危 ぶ ま れ る 社 会 で は ，い つ 来
る か わ か ら な い ，ま た 遠 い 未 来 の よ う な こ と の 議 論 よ り も ，た ち ま ち
の 明 日 の 課 題 解 決 の 方 が 切 迫 し た こ と で あ っ た り ，若 者 に と っ て も 将
来 も こ こ に い る の か ？ と い っ た こ と で 思 考 が 止 ま る よ う で あ っ た ．い
ず れ の 世 代 に と っ て も 不 確 実 性 の 高 い 内 容 を 扱 う た め ，議 論 が 深 ま ら
な い の か も 知 れ な い ．防 災 ，ま ち づ く り は 将 来 の 社 会 へ の 財 産 ，文 化 ，
自 然 の 継 承 で も あ る こ と を ，今 一 度 認 識 し ，ど う い っ た 社 会 を 創 る の
か ，伝 え 残 す の か に つ い て 議 論 を 深 め ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 進
め た い と 思 う ．  
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第 5 章  結  論  
 
 
 本 研 究 で は ， 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 提
案 し ， そ れ を 実 践 し つ つ ， 地 域 特 性 か ら 発 生 す る 課 題 ， そ の 対 策 と 成 果
を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た ． 具 体 的 に は ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計
画 に 関 す る 事 例 ， 既 往 研 究 を 整 理 し ， 徳 島 県 内 の 代 表 的 な 地 域 で 計 画 立
案 の 取 り 組 み を 始 め た 結 果 ， 以 下 の 結 論 を 得 る こ と が で き た ．  
 
 第 2 章 で は ， 持 続 が 危 ぶ ま れ る 地 域 で の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 提
案 す る た め に ，既 往 事 例 と 研 究 を 踏 ま え な が ら ，1 )  事 前 復 興 ま ち づ く り
計 画 の 必 要 性 と ，2 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 定 義 と 立 案 プ ロ セ ス を 示
し た ．  
 
1 )  復 興 を 速 や か に 行 う た め に は ，震 災 以 前 の ま ち づ く り の 経 験 ，復 旧 ・
復 興 対 策 の 行 動 手 順 や 作 業 方 法 ，人 員 配 置 を 予 め 明 確 に し て お く こ と ，
防 災・復 興 ビ ジ ョ ン ，事 業 手 法 ，事 業 プ ロ セ ス 等 の あ り 方 な ど を 事 前
に 住 民 参 加 で 検 討 し て お く こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 し た ．  
2 )  本 研 究 の「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」の 定 義 を 次 の よ う に 示 し た ．現
時 点 で 持 続 の 危 ぶ ま れ る 地 域 で は ，行 政 を 待 た ず し て 住 民 が 主 体 と な
り ，ま ち の リ ス ク を 受 け 止 め ，復 興 を 含 め た ま ち の 将 来 像 を 共 有 す る
と い っ た「 ま ち づ く り プ ラ ン 」と し て の 事 前 復 興 の 取 り 組 み が 必 要 と
考 え ら れ る ．本 研 究 で は ，こ う し た 取 り 組 み 自 体 を「 事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 」と 呼 ぶ ．「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」の 目 的 は ，「 地 域 に お
い て 次 世 代 に 継 承 す べ き 地 域 の 資 源 や 特 質 を 共 有 し ，大 災 害 を 想 定 し
つ つ も ，そ の 継 承 に 向 け た 多 様 な 取 り 組 み を 事 前 に 了 解 す る こ と 」で
あ る ．  
3 )  本 研 究 の「 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 」の 想 定 し た 立 案 プ ロ セ ス を 次 の
よ う に 示 し た ．自 主 防 災 組 織 や コ ミ ュ ニ テ ィ 組 織 な ど の 住 民 主 体 の 組
織 に お い て 立 案 し ，地 域 を 継 承 し て い く 次 世 代 を も 巻 き 込 ん だ 立 案 プ
ロ セ ス を も つ こ と が 肝 要 で あ り ，本 研 究 で は ，① 住 民 か ら の 発 意 ，②
地 域 の 骨 格 ，魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整 理 ，③ 地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽
出 と 共 有 化 （ こ の 時 ， 未 成 年 の 意 見 も 尊 重 す る ）， ④ 災 害 と 地 域 継 承
の 歴 史 の 整 理 ，⑤ 地 域 継 承 に 及 ぼ す 次 の 災 害 の 影 響 評 価 ，⑥ 地 域 継 承
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の た め の 方 策 立 案 と い っ た プ ロ セ ス を 措 定 し て い る ．  
 
第 3 章 で は ，計 画 立 案 に あ た っ て 必 要 と な る ，当 該 地 域 で の 歴 史 地 震・
津 波 の 被 災 様 相 と 災 害 対 応 を 明 ら か に し た ．具 体 的 に は ，1 )  海 陽 町 宍 喰
地 区 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 余 震 の 特 性 と 津 波 の 再 現 ，2 )  鳴 門 市
周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震 ・ 津 波 の 被 害 様 相 ， 3 )  安 政 ・ 昭 和 南 海 地 震 時
の 津 波 避 難 行 動 ， 4 )  地 震 ・ 津 波 碑 の 価 値 と 活 用 に つ い て 調 査 し ，現 在 へ
の 教 訓 に つ い て も 考 察 を 加 え た ．  
 
1 )  海 部 郡 海 陽 町 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 余 震 特 性 に つ い て ，宍 喰 で
は ，安 政 南 海 地 震 発 生 前 日 の 安 政 東 海 地 震 発 生 日 に ，中 揺 り が 3 回 あ
り ，津 波 が 宍 喰 川 ま で 遡 上 し た ．翌 日 の 南 海 地 震 発 生 日 よ り 約 1 年 間
に わ た る 余 震 の 実 態 を 明 ら か に し た ．そ の 年 の 1 2 月 3 0 日 に は ，宍 喰
で 大 揺 り が 1 回 記 録 さ れ て い る が ，そ れ 以 外 の 余 震 は な か っ た ．一 方 ，
こ の 日 宇 佐 で は 2 3 5 回 の 揺 れ が 記 録 さ れ て お り ， 翌 年 1 月 も 4 4 2 回 ，
2 月 に も 1 3 4 回 の 余 震 が 記 録 さ れ て い る ．宍 喰 と 大 き く 異 な る そ の 原
因 に つ い て は ，今 後 の 課 題 で あ る こ と を 指 摘 し た ．ま た ，海 部 郡 海 陽
町 宍 喰 に お け る 安 政 南 海 地 震 の 津 波 の 再 現 に つ い て ，田 井 久 左 衛 門 が
安 政 南 海 地 震 津 波 に 襲 わ れ た 宍 喰 に つ い て 書 き 残 し た 津 波 の 浸 水 図
や 津 波 の 遡 上 位 置 を 基 に ，津 波 数 値 計 算 を 行 い ，当 時 の 津 波 の 挙 動 が
再 現 で き た ．  
2 )  鳴 門 市 周 辺 に お け る 安 政 南 海 地 震・津 波 の 被 害 様 相 に つ い て ，震 度 は ，
局 所 的 に 震 度 4 か ら 6 強 ま で が 確 認 さ れ ，な か で も 震 度 6 弱 お よ び 6
強 が 多 か っ た ．液 状 化 現 象 は ，鳴 門 市 ，松 茂 町 ，北 島 町 で 確 認 さ れ た ．
こ れ ら の 地 域 は ，当 時 塩 田 地 や 水 田 地 で あ っ た ．火 災 は ，午 後 5 時 と
い う 地 震 発 生 時 刻 と 多 数 の 倒 壊 家 屋 の 発 生 が 重 な り ， 1 0 箇 所 余 り で
発 生 し て い た ．し か し な が ら ，火 災 に よ る 死 者 は 発 生 し て い な い ．津
波 は ，鳴 門 市 お よ び 松 茂 町 の 海 岸 線 や 旧 吉 野 川 沿 い で 確 認 さ れ た ．ま
た ，地 震 の 揺 れ か ら 逃 れ よ う と 船 に 乗 っ た 者 の 中 に は 流 死 し た 者 も あ
っ た ．  
3 )  安 政・昭 和 南 海 地 震 時 の 被 災 者 の 行 動 か ら ，過 去 の 南 海 地 震 に お い て
も 全 死 亡 者 の 6 割 以 上 が 津 波 に 起 因 し ，ま た ，逃 げ 遅 れ 引 き 返 し て 津
波 に 襲 わ れ る 者 も 多 か っ た こ と か ら ，現 在 と 同 様 に 津 波 避 難 行 動 に 問
題 が あ っ た こ と が わ か っ た ．安 政 東 海 地 震 で も 津 波 へ の 備 え に つ い て
の 伝 承 が あ っ た 地 域 で は ，地 震 発 生 直 後 に 山 な ど の 高 い 所 に 津 波 避 難
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し て い た こ と が 確 認 で き た ．ま た ，安 政 東 海 地 震 時 で の「 小 さ な 津 波 」
の 経 験 を 活 か し ，翌 日 の 安 政 南 海 地 震 津 波 時 ，早 期 避 難 を し た 人 々 が
多 く い た こ と を 見 出 す こ と が で き た ．昭 和 南 海 地 震 時 ，津 波 か ら 早 期
避 難 し た こ と に よ り ，死 亡 や 危 険 な 目 に あ っ た 人 を 半 減 す る こ と が で
き て い た こ と が わ か っ た ．ま た ，早 期 避 難 を 促 し た 要 因 に は ，津 波 避
難 行 動 を 具 体 的 に 促 す 言 い 伝 え を 知 っ て い た こ と が あ る こ と を 示 す
こ と が で き た ．  
4 )  地 震・津 波 の 体 験 の 記 録 や 教 訓 を 後 世 に 伝 え る た め の 媒 体 と し て 石 材
が 使 わ れ た 理 由 に は ，「 存 在 感 が あ る こ と 」，「 多 く の 人 の 目 に 付 く こ
と 」，「将 来 に わ た り 残 る こ と 」が あ る こ と が わ か っ た ．徳 島 県 の 地 震・
津 波 碑 に は ，① 学 術 的 資 料 ，② 防 災 教 育 教 材 ，③ 災 害 文 化 財 の 3 つ の
価 値 が 認 め ら れ た ．徳 島 県 の 地 震・津 波 碑 の 約 7 0 %が ，設 置 場 所 や 碑
文 解 読 に 問 題 が あ り ，「 伝 え る 」 機 能 が 著 し く 低 め ら れ て い た ． 一 方
で ，再 建 碑 を 建 立 す る ，も し く は ，現 代 語 訳 に よ る 解 説 や 所 在 場 所 を
書 い た 標 識 を 設 置 し て い る 石 碑 も あ り ，今 後 も 積 極 的 に 保 全 策 を 講 じ
て い く 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．自 治 体 や 小 中 学 校 で の 地 震・津 波
碑 の 活 用 事 例 を 収 集 す る こ と が で き た ．今 後 ，石 碑 の 持 つ「 多 く の 人
に わ か り や す く 伝 え る 」特 徴 に 着 目 し ，保 全 ・ 活 用 が な さ れ れ ば ，徳
島 県 で も 有 用 な 防 災 教 育 教 材 に な り 得 る と 思 わ れ る ．  
5 )  歴 史 地 震 を ひ も 解 い て み る と ， 古 く か ら 「 逃 げ る 」 こ と に 失 敗 し て ，
多 く の 命 が 失 わ れ て き た こ と が わ か る ． ま た そ の 無 念 さ か ら 後 世 に
「 逃 げ る 」こ と に の 大 切 さ を 伝 え よ う と 石 碑 に も 言 葉 が 刻 ま れ て い る ．
東 日 本 大 震 災 で も ，残 さ れ た 者 た ち は そ れ を 教 訓 と し て ，伝 え ，地 域
の 文 化 と し て い た 所 で は ，被 害 が 少 な く ，そ れ を 忘 れ ，油 断 し て い た
人 た ち は 命 を 落 と し た よ う で あ る ． 災 害 の 地 位 特 性 を 理 解 し ， 生 活 ，
行 動 で き れ ば ，“ 震 災 ” と い わ れ る よ う な 大 規 模 な 災 害 に は な ら な い
と い う こ と を 歴 史 地 震 の 記 録 は 示 唆 し て い る ．  
 
 第 4 章 で は ， 当 該 地 域 で ， 現 在 世 代 と 将 来 世 代 に よ る 事 前 復 興 ま ち づ
く り 計 画 の 立 案 を 実 践 し た ．1 )  現 在 世 代 に よ る も の は ，持 続 の 危 ぶ ま れ
る 美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で ， 自 主 防 災 会 を 中 心 と し た 地 域 住 民 に よ る 計 画
立 案 を 行 い ， 2 )  将 来 世 代 に よ る も の は ，徳 島 市 津 田 地 区 で ，中 学 生 に よ
る 計 画 立 案 を 行 い ， そ れ ぞ れ に プ ロ セ ス や 課 題 と 対 策 な ど を 整 理 ， 考 察
を 行 っ た ．  
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1 )  美 波 町 由 岐 湾 内 地 区 で の 参 与 観 察 に よ っ て ，そ の 初 動 期 に お け る 課 題
を 適 宜 見 出 し ，課 題 解 決 す る こ と が で き た ．ま ず ，こ れ ま で の 地 域 の
歴 史 的 背 景 か ら ，3 つ の 地 区 に 分 か れ て い た も の を 中 立 的 な 立 場 の 仲
介 者 が 入 る こ と で ，一 つ の 団 体 に ま と め る こ と が で き た ．ま た 専 門 的
知 識 に つ い て の 学 習 会 を 行 う こ と で ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 へ の 理
解 が 深 ま り ，「 あ き ら め る 」 気 持 ち か ら 具 体 的 な 事 前 復 興 の 事 業 へ と
進 展 さ せ る こ と が で き た ．た だ し ，地 域 を 活 性 化 さ せ る 内 容 に は な っ
て い な い 点 は 今 後 の 課 題 で あ る ．ま た ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 へ の
意 欲 を 知 る た め に ，ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 っ た 結 果 ，避 難 ，自 助 の 意 識
は 非 常 に 高 く ，そ の 背 景 に は「 迷 惑 を か け た く な い 」と い う コ ミ ュ ニ
テ ィ に お け る 他 者 へ の 意 識 が 防 災 意 識 を 生 み 出 し て い る こ と も 見 出
す こ と が で き た ．た だ し ，将 来 世 代 へ の 地 域 継 承 の 点 で は ，継 承 す べ
き も の が 見 あ た ら な い と す る 意 見 も 多 数 あ っ た ．ま た 震 災 前 に も 発 災
後 に は 町 外 で 生 活 す る と 考 え て い る 方 も 多 数 あ っ た ．こ れ ら の 意 見 は ，
事 前 復 興 面 で の 課 題 だ け で は な く ，震 災 前 過 疎 を 進 行 さ せ る よ う に 働
く 恐 れ も あ る た め ，こ れ ら の 意 見 の 背 景 ，理 由 な ど を 分 析 し ，適 切 な
対 策 を 検 討 し て い く 必 要 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た ．  
2 )  中 学 校 用 の 事 前 復 興 ま ち づ く り 学 習 6 つ の 学 習 目 標 達 成 度 の 内 ，「 ③
ま ち の 災 害 史 を 知 る 」 と い っ た 項 目 が 最 も 高 か っ た ．「 ⑥ 持 続 可 能 な
ま ち づ く り を 考 え る 」に つ い て も あ る 程 度 理 解 さ れ て い た が ，生 徒 の
未 来 へ の 想 像 力 を 高 め る た め に は ，今 後 ，東 日 本 大 震 災 で の 被 災 後 の
社 会 状 況 を 整 理 し ，被 災 後 の 社 会 や 生 活 を 想 像 で き る 教 材 を 充 実 さ せ
る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．学 習 目 標 達 成 度 の 高 か っ た 班 に は ，班
員 の 意 見 を 引 き 出 し ，ま と め る リ ー ダ ー が い た ．今 後 ，生 徒 の 配 置 に
も 配 慮 す れ ば ，よ り よ い 計 画 立 案 も 可 能 に な る と 思 わ れ る ．全 て の 班
の 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 案 に は ， 住 民 意 見 が 取 り 入 れ ら れ て い た ．
「 防 災 ・ 減 災 」に 関 す る 内 容 は ，各 班 か ら 地 盤 の 嵩 上 げ ，防 潮 林 の 整
備 な ど が 提 案 さ れ て い た が ，中 に は ，ま ち 全 体 を 嵩 上 げ し ，防 潮 堤 を
一 切 設 け な い と い う ま ち の 魅 力 を 失 う こ と な く ，防 災 対 策 を 行 う こ と
を 考 え る 班 も あ っ た ．「 事 前 復 興 」 に 関 す る 内 容 は 豊 富 で は な い が ，
ま ち づ く り と 事 前 復 興 と を 関 連 付 け た 内 容 が 二 ，三 あ っ た ．学 習 内 容
は 生 徒 に 留 ま ら ず ， 生 徒 か ら 家 族 や 友 人 ・ 知 人 に ま で 広 が っ て い た ．
防 災 ，ま ち づ く り の 現 在 の 中 心 世 代 と 将 来 の 中 心 世 代 と で 知 識 や 認 識
が 共 有 さ れ た こ と は ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 進 め る 上 で も 高 く 評
価 さ れ た ． E S D が 重 視 す る 「 未 来 像 を 予 測 し て 計 画 を 立 て る 力 」 の
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養 成 に 本 学 習 プ ロ グ ラ ム は 正 鵠 を 得 た 内 容 で あ る ． E S D を 進 め る 関
係 者 と も 議 論 す る こ と で ，よ り 持 続 性 の 高 い ま ち づ く り に 向 け た 学 習
プ ロ グ ラ ム に な る と 考 え ら れ る ．  
3 )  事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 進 め る 上 で ，現 世 世 代 ，将 来 世 代 の い ず れ
に も 共 通 す る 課 題 は ，将 来 の 自 分 ，町 の こ と と 災 害 対 応 の こ と を 思 い
描 く こ と が 難 し い こ と で あ っ た ．持 続 の 危 ぶ ま れ る 社 会 で は ，い つ 来
る か わ か ら な い ，ま た 遠 い 未 来 の よ う な こ と の 議 論 よ り も ，た ち ま ち
の 明 日 の 課 題 解 決 の 方 が 切 迫 し た こ と で あ っ た り ，若 者 に と っ て も 将
来 も こ こ に い る の か ？ と い っ た こ と で 思 考 が 止 ま る よ う で あ っ た ．い
ず れ の 世 代 に と っ て も 不 確 実 性 の 高 い 内 容 を 扱 う た め ，議 論 が 深 ま ら
な い の か も 知 れ な い ．防 災 ，ま ち づ く り は 将 来 の 社 会 へ の 財 産 ，文 化 ，
自 然 の 継 承 で も あ る こ と を ，今 一 度 認 識 し ，ど う い っ た 社 会 を 創 る の
か ，伝 え 残 す の か に つ い て 議 論 を 深 め ，事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 進
め た い と 思 う ．  
 
 以 上 ， 本 研 究 で は ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 を 提 案 ， 定 義 づ け ， 必 要
性 を 示 す こ と が で き た ． ま た ， 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 立 案 プ ロ セ ス
の 内 ， ① 住 民 か ら の 発 意 ， ② 地 域 の 骨 格 ， 魅 力 や 課 題 等 の 現 状 整 理 ， ③
地 域 で 継 承 す べ き も の の 抽 出 と 共 有 化 （ こ の 時 ， 未 成 年 の 意 見 も 尊 重 す
る ），④ 災 害 と 地 域 継 承 の 歴 史 の 整 理 に つ い て 実 施 ，知 見 を 得 る こ と が で
き た ．  
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